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第 一部

社会科におりる単元学習の

実験的研究
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1.総 論

1.1. 社会科学習における問題点とその研究の動機

昭和25年後半より昭和26年にかけて，われわれは県下小・中学校の教育課程

における問題の所在を突き止めるために，その実態調主主を笑施した。この時，

特に社会科・理科・国語・算数数学の4教科の学習指導の笑際について調査し

その実態をとらえる機会を得た。

この結果にもとづいて，社会科学習における問題点を検討し，つぎのような

結論を得た。すなわち，

①社会科とはいかなる教科であり，どのような現実的必史にこたえようと

しているものかという，社会科本質の{定命に対する教締の自覚が不足して

いる。したがって，社会科に対する熱情も不足で，積緩的な意欲も十分で、

ない。

②地域社会の当面している現実的な明題〈日本社会の基本問題との関連に

おいての問題〉から遊離している。したがって，学曹の内容は現笑性を失

っている。多くの接合，地域社会の問題の把握のしかたが形式的で，繕進

i 的・歴史的な把握が不十分である。(この問題の究開は附紀要第11集を参照〉
③子供の問題からも遊離しているため，学習の方法は向主性宏失ってお

り， 教師中心の学習になっている傾向が強い。 子供には大人のかげとして

の行動が現出すると共に，その発達段階から基本的にその時期に現われる

傾向的特性がある。 これらが関係し合って，子供の具体的な生活行動が，

われわれの限に写るのである。したがって，この子供の具体的な生活行動

を通して，かれらの行動特性を之らえ，かれらの当荷している問題の根底

にあるものをとらえることがたいせつである。

@①一②一@から，当然 “何を学習させることが望ましいカJ'ということ

がとらえられない。 “何を学習させるか"が明確でなければ，そのために

“どんな知識や経験が必要か"“その素材はどうカ，"ということがはっき

りしなくなる。ここに教師の学習内容の研費不足が起きてくる。



したがって，学習指導法の確立がなされないて・いる。

“何を，伺故"がl主っきりしなければ，“どんなみ・法で"は当然生れてこ

ないであろう。このことが学習指導をイてかもやもやしたものにさせ，遣い

廻るような婆にしている。これをさらに細かく言えば，

⑤ 

展開過程の科学性が欠除している。① 

こうなる"という展開の過桂が分析的に究明されない

し，子供の科学的な思考を十分働かせ，育てるくふうが欠けている。

教師の問いかけ(広ぐは働きJうミけ〉について，十分な撰択がなされて

いないし，指向性が稀簿であるの “行き当りばったり"といった感じ，

或は強引な詰め込みゃ教師の主動性が強い。

子供の心理的な流れを十分つかまえて， 教師の問いかけはつぼにはまっ

ていることがたいせつである。ここをこのように問いかければきっとこ

うなるというものがほしい。そしてその方向が目標の方向をびしやっと

ねらっているこ之が望ましい。

できるだけ無駄な発問をさけ，最少限必要な問いかけで，学習の方向を，

正中線に乗せていかなければならない。そして子供が自らその問題の解

明に食いついていき，錐もみ式に深まっていくことが必要である。その

ためには教師の言葉の意味が子供に正しく理解されることも欠くことの

できないことである。ここにも問いかける言葉の吟味と撰択が必要にな

ってくる。

板脊が整っていない。の

理解されるかもしれないが，

れた板書をあ2こで見ると，かえって混乱してわかっていたのまでわから

なくなってしまう。板書は具体的におる事がらを了供に理解させる場合

“こうすれば，

@ 

これは目茶苦茶の場合が多い。なるほど書いているその時は，子供にも

まとまりがないから，いろいろ書き加えら

(この時は，終ったら消してしまうことだ)と学習内容を整理し，知識

の体系を整理する意味(この場合は学習が終るまで残しておいて，整理

段階でもう一度復習することも必要〉とがある。この使いわけがたいぜ

つであろう。甚しいのは“うそ"を書いている。
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これは展開過程の科学性の欠除に関係するこ左であるが，一つの発問

に対する子供の反応の予想が不十分である。百人十色といラか，閉じー

っの発問でも子供の反応は契ってくる。予想される反応をいろいろ考え

@ 

てみて，その望ましい反応の誘発と反応の整理を用意することが必要だ

この点からよくない。その他カ;，

資料の提出時期に対する配慮の不足。@ 

綜合的資料の読みの不足。θ 

などが挙げられる。

このような学習指導法の確立が不十分で、あるために，安易の方法をとっ⑥ 

て糊塗している学習指導が多くみられた。すなわち，教科書中心のさま習や

講義中心の学習指導法が'それである。

以上のような問題点は，とれを、明らかにしただけでは何もならない。わ'れわ

れはこの問題点の治療を試みることにしたのが，これから，その結果を報告し

ょ5とする社会科におけるA単元学習指導の笑験的研究である。

社会科学習における問題点の治療に勺いては，その全部について応えること

は，われわれにとって不可能なことである。スタッフのよからも，予算的に

もi時間的にも無理な注xなのである。われわれはこの問題点の治療にあたっ
て “何が一番根本的な問題}であり，且つ現場のこれからの研究に役立つであろ
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うか"よいう観点から検討を加えた。その結果得たわれわれの結論は，現場の

誰れもが先ず当面する学習指導法の問題から切り込んでいく之とにした。しか

もそれが現場的な究明であるならば，現場とのタイアップが必要でありJ研究

の方法は現場でやれる実験的な研究でなければならないとした。その理歯は，

一つには，社会科の研究というと，多くは「社会科とは何ぞやJ，i単元出

どういう性格でどのように構成されなげればならないかJ，i問題とは何か」

という理論研究が先に立っている。そして理論が空転していて，実践段階にま

で根を下して花を開いている場合が少ない。われわれは直接子どもを指導する

j 

教育実践者の立場にあるのであって，決して理論研究のみで能事終れりとする

立場ではない。 “鵜の志ねする務"は溺れてしまうでlあろう。われわれは具体

的な子どもの指導を受け持つ現場的実践家である点において，学者の追随を到
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達許さない強味がある。逆に学問的な理論研先は専問の学者に，われわれがい

かに逆立ちーしても舎のうものではない。しかし，だから理論研究をするなとい

うことではない。どのような学者が，正のような立場から，いかなる理論を提-立

しているかを些細に検前することは忘れてはならない。そして自分の実践的体

験を還して，自分のよって立つべき理論を確立することは必要である。われわ

れが，今言わんと していることは，実践を忘れて理論に溺れてはいけない。い

かなる理論研究をやっても，学者のそれをのり越えるこ"とはで、きないのだとい

うことである。とζ ろで，われわnれに唯一つ学者の理論をの1 り越せる道があ

る。それは具体的実践を通し，その体験から珪論を批判し，その不十分さや誤

りを指摘することはできる。ここに教育実践家の実践的強味がある。また実験

的研究の意味があるc この強味をこそ，われわれに与えられた最上のものとし

て守り立てていく必要がある。それを忘れて，理論にのみ血道をあげ，理論の

空転に気づかないで‘いるのは悲じむべき現象である。われわれは，単元学習の

問題究明に当り，f社会科とは何ぞやJf問題とは何ぞや」よいうことが，さを県

的に太きな問題と知りつつ，この問題究明に直接立ち向わなかった理由は以上

のような考え方からである。

二つには，教育現場の社会科担当者が，好むと好まぎるとにかかわらず，必

ず当商しなければならたいことは，子どもに “どうやって社会科を教えたらよ

いか"ということであろう。しかも，そのことは直接子どもにひびく大問題で

ある@先ずこの問題から入っていくことは子どもを守ることにもなるし，現場

的には，すべての教師に直接役立つ問題究明の方向でもある。

しかも，この学習指導の問題を実践的に究明していけば，必ず “子どもの問

題とは何だ，教師はどういう意図をもっ必要があるか，指導内容はどラか，そ

れは桂会科をどう考えるIからなものが"という問題に塑及していくので、あち，社

会科理論に対ーする帰納的研究とも名付けられよう。すなわち，現場のすべての

教師が問題と しているものに答えつつ，これを糸口として社会科全般の開題に

まマ及ぼしていきたいという理由である。

三つには学習指導設の評価という ζ之が，どうしても現場においては手落で

ある。学習効莱の判定はやるが，教師自体の技術の評価は不十分で1ある。これ

は学習指導のデモンスト νーツヨンすこも連がる問題であり，何らかのかたちで
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掘り下げてみたい。これが第三の理由である。

ところで，学習指導法の何を問題とするか。これもまたむずかしい問題であ

る。ここで考えられるいくた?の問題を笑験学校側に提示し，学校側の立場から

笑験的研究産自を選定してもらった。その結果が 「問題発展の契機についての

研究」と決定した。われわれはこの研究にはつぎのような設定根拠があると自

覚した。すなわち「学習指導の構造に着目した学習指導というのは，一方に子

ども，一方に教師があり，この真中に素材があると一応考え，(教師，素材を

一つにして環境としてよしつこの関係的作用の姿をいうのではなかろうか。教

師は素材を通して子供に働きかけ，子どもは素材に対して反応作用をするが，

この反応作用の中に教師の意図が反映してくる。教(flfはさらに紫材に対する子

供の反応作用を見つめて，つぎの対処をするJといった aつの関係的な構造に

立つ学習指導であるc したがって教締の側から学習指導を問題にする場合は

“子子ち(J)J'u(f)草子"を見つめることが大切だということになる。言いかえれ

ば“問題意識がどのように生起して，どのように発展変客していくかの過程"

である。」このような研究は，われわれの調査結果からも，また他の機会から

も，あまり見受けられなかった。現場ではあまりわかりすぎているために気付

かないのかもしれないが・...c しかし，この研究は社会科学習指導ばかりで

なく，すべての学習指導において，最も根本的な問題である。しかも社会科の

場合，この研究は同時に社会科理論につながる幅広く根深かい研究である。

こうした考えで，われわれはこの研究を取り上げることにしたJ問題がどの

ように生起いどのように発展変客するか"ということは，さらに，生起・発

斡字に着目する時fいかなる時に"ということが関われなければならない。す

なわち「“問題が生起し，発展する契機"Jということである。そこでわれわれの

研究は焦点をこの点にしぼって「“問題発展の契機"Jとすることは，十分意味の

あることである。ある素材例えば画用紙をだまって子どもの前に提示すれば，

子どもの画用紙に対する反肱は，それぞれ異なるであろう。何故なれば，子供

の画白紙に対する体験がそれぞれちがうからである。またこの実用紙について

教師の側で何か註釈を加えれば，画用紙に対する子どもの対し方は少しは臭っ

てくる。 このようえE画用紙(紫材〉に対する子どもの対し方の現笑的なちがい

に着呂して，これを笑験的にいろいろの例を研究してみようというのが，この

-5 -
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笑験的研究のねらいであり，取り上げられた動機である。

1.2. この碗究のもつ意味

社会科単元学習指導の構造に究明の焦点をおき，学習指導法上の問題の解明

にのり出したこの研究は，「社会科学習における“問題発展の契機"をkらえ，

それが子どもの発達によって，さらに問題場面によってどうちがうかJという

点に問題をしぼって実験的に研究しようとするものである。つぎに，この研究

をはじめるに当ってわれわれは「何を考え，またいかなる認識に立っているか」

を明らかにする必要がある。ところでこの実験的研賓が先ず前提としているこ

とは “問題は他から与えられるのでなくて，生起するものである。"というこ

とである。この点からわれわれの考えを明らかにしたい。

1.2.1. 問題は生起するもの

ここで， I社会科における問題とは何ぞやJということを論じようと恩わな

いがか一応この項の理解に必要な程度にふれてみたい。

問題とはある事態にぶつかった時，それをどう解決しだよいかわからないで

“どのようにしよう"“何だろう η “なぜだろう口と考える。この “どのよう

にH “何"“なぜ"というのが問題である。それは目的と現実の断層に生ずる事

態だとも言われよう。心理学的表現を借りれば要求限止によって生ずる葛藤場

面が問題場面で，鳴き ・困難・困却の状態だとも言われる。

ところで，このような問題状態というものは主体と環境の関係において生れ

るものでゐる。ドンカー (K，Duuker)は|生物が一つの目的をもちながらz

しかもこの目的にどうして到達したらよいかを知らないときに，いわゆる問題

が発生するJといっている。決して環境としての教師が一方的に与えても，そ

れは主体にとって問題とはならない。もちろん主体の中に先験的にあるという

ものでもないo両者の相互的交渉の中に，主体が自己の視野の中でその対象に

正対した時，はじめて問題となり得る。“うちの子どもは問題をもたない"と

なげく教師があったとせば，その教師は自分が問題を持たないか。もっていて

も，それを子どもとの関係的なあり方において問題とさせ得ないという，教師

自らの無能を告白しているに過ぎない。こうした関係において問題が生れてく

- 6 -
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るから，問題発展の契機を研究にとりあげる可能性が生ずる。

この点について'.もう少し言うなら出p 問題とは単なる“何を・・・・ケ，“何故

か・・・・"ではないo問題とは問題をもっく問鼠意識を自覚する〉者と毛の問題的

三事.態との聞に，個性的な関係が成tり立った時，はじめて自覚する“何を・・・・"

“何故か・・・・"である。すなわちc，問題をもっ個体が「当主体立主体Jという伺

性的関係において，客体を意識する、とき， この両者の聞に生起するーものであ

る。た之えば山陽本線のどこかの鉄橋が出水のずごめに流れたとする。この現象

は。すべての人に問題となり得な¥"0その個人と何のかかわりあいもなけ:れば

単なる地球上の物理的現象で、しかなb、。 ところが， r資源が之しく，自然の'災

害に絶えず苦しめられている日本は，そのために貧乏からの開放が困難であ

る!。われわれ日本人はこの課題を解決しなければ，経済の自立もなく， ~Iいて

は再建日本の発展は期せられなし、。」という日本社会の基本的問題を意識しフ

どうすべきかということを考えている木があったとする。この人には.Iム腸本

，~毒事ρ事故は富[ζ日本社会の基本的問題との結びつきで， 問題となり得る。そこ

まで突込んで考えていなくとも， 日本人としてお互の幸福というこ とを念願し

ている人にとってもその限りにおいて問題になり得る。また，他県人よりも，

その県の人，その土地の人， その当事者には強ぐ問題としてひびいてくる。他

県りできごとでも，今かりに或る子どものお父さんが， ちょうど出張中でそη

付近を汽寧で‘通過するころだとすれば，この現象怯その子どもにとっては重大

問題主して意識される。このように或る事態が問題として意識されるかどうか

は，その事態が人間(個体〉との聞に関係をもっているかどうかにかかつてと

るし， しかも関係のあり方によって(個性的関係〉問題の生起する強さが異つ

てくるので弘る。

こうしたことから.r問題はあるのでなく，生起するのである。しかしその

生起のL方ほ，その個人と事態との個性的関係によって異なる。けれεも，い
ずれにせよ問題は，必ずその問題を問題とする者の視野の中になければならな

いしその事態に正対するということが必要である。」乏いうことができょう;

1.2.2. 学習は教師走含む環境と児童との関係纏造

それでは社会制学習におけるゑ子どもに意識させたい問題は， どういう問題

- 7; ~ 



であるべきだろうか。或る人は問題解決の心理的特持質主して

①全くの混乱でたEし多少のゆとりがある。

② 主観的である。

@ ある方向をもっている。

の三つを上げている。これに対してわれわれはつぎのように考えた。

僚理的立場か伝言5ならば， 1学習者の生活行動において当面する切実な問

題で，しかも学習者の科学的・反省刷思考によって，今までの生活活動をよち

段と発展させる〈意味ある経験の再構成〉ことのできるような問題でなけれ

ばならない。」そして意味ある教育的経験の連続的発展に役立ことがたいせつ

である。

心理的な立場から言5ならば

ヨコ 主体に意認されながら，満足な解決手設を知らない。
@ 問題場面において，困難や困却があるの

@漠然たる予想と明るさをもっ。

@全くの混乱でない。

という問題でなければならないとした。すなわち， 主体が努力ゃくふうによっ

て，匂可とか解決の道が発見されそうだν という淡い見透Lがあるということ

が必要なのであって，こ ζに「教育的経験の再構成→発展の可能性」を期待す

るのである。しかも意味ある教育的経験が連l続的に発展しなければならないの

であるから，学習主体 (suhject)と環境 (object).との相互作朋で教育的

経験 (educationalexperien_ce)が再構成され，その経験がさらに第二次の

環境との間の相互作用で，第二次の教育的経験を再構成していくという関係が

連続的・発展的に予想されなければならないだろう。

学習主体と環境との柏互作用による問魁意識の発生，さらにそれに基いた司教

育的経験の再構成という関係は，いきおい学習構造に研究問題を発展させる。

したがって「問題発展の契機Jを捉える研究は，“学習構造をどのように考え，

教育的犯望ましい問題意識がこの構造の中で，どのような関係において発展し

ていくか"を明らかにしてかb、らなけれ出ならな〈なる。

単元学習椛品立するかぎうかの根本的条件怯“子どもの側!ζfうすればよい

のかという問題状態が発生い.伺とかしようと一定の方向にむかつて行動する
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事態が学まれることでおる"とされている。ょの問題状態の発生や一定方向へ

の行動をおとさせる動因を“動機づけ“(niotivatioli)げと序んでいる。“動機

づけ"は主体の内的状態を要因とするが，それには客体と しての環境の働きか

け1を考えなければならなし、。寸なわち“動機づけ"は主体と環境との関係を問

題としなければならない。

きEて，主体2三客体之の‘関係構造そεう考えるか。この問題は突込んで、いくと
非常にむつかしくなるが， 一応大まかに述べで見たい。

元来主体と環境という関係、は相対的なものであろう。そして環境は主体の広

がりと深まりにつれて，無限に広がり深まっていくのではなかろうか。学習者

除問題にぶつかり，これを解決しりつ経験の再構成をして連続的に発展する。

この発展につれて，学習者をとちまぐ世界〈学習煮の意識する世界).はひろが

りていく。言いか買えれば，学習者の生活休制が広がりと深まりをもって次第に

創造的に干写体制化されていくのである。この再体制化の過程におけ:る作用の構

造を，われわれは学習構造乏して，その関係的なあり方を1究明し，再体制化へ

の出発点ともいうべき「問題発展の契機」を明らかにしようとしているのであ

る。何故ならば"出発，点をしっかりとらえることができるならば，再体制化への

学習指導は自ら開けると考えたからである。とにかく，ー学習者は自らの中に行

動の第一次的要因ともいうべき欲求や既有経験iさらには情緒的傾向をもって

むる。この主体内の要因が環境との聞に何らかの交渉をもつのであるが，この

受渉で“何だろう"とか“どうしたんだろう"という現在への疑惑乃至幣きや

“わから1ない"“できないが何故だろう"という現在への不満乃至混乱，さら

にまた“おかしいぞ? やってみよう"“何2こかしな吋れば私らない"“とれや

おもしろそうだ。ためしてみよう。"という手孝??苧亨カ.，，~きる。この変渉

の場面を危機的場面〈今までの経験ではどうにもならない，均衡のやぶれた援

乱乃至欠如的事態〉之呼1ぴ，環境の側に樋点を据えれば， i障壁J'という。こ

こに疑問・困難・混乱・焦燥に支えられた問題が発生L この必のホ安定を除

委しようとして行動を起すく問題解決的行動〉。こ'の結果，今までの経験は探

まり，広がり，創造的に再構成 4育体制化〉されていく 2ニ考える。したがって

この学習構造を肯定する主「問題発展の契機」はどうして百主体的条件と客休

的条件を明色かにして，そのJ関係構造の賀明をしなければなbないととになる
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のである。との関係構造がとりもなおさず学習指導における場の構造であり，

そこ?の主体(子ども〕と省体(教師を含む環境〕の関係を条件分析によって

明らかにし，そこから子どもの問題がどのように導き出されるかを，その契機

に着百してとらえようとするので、ある。こうして子どもの問題の発生をとらえ

ることがでちきるならば，真に子どもの自発的な学習がよりよく展開するだろう

之信じている?で為る。

1.2.3. 条件によって学習の委はわかる

ところで，この主体・客休の条件であるが，われわれはつぎのものを主なる

条件と考えた。

・学，習主体の条件

1.欲 求・・・・自然の欲求・既有の関心・既右の疑問・衝動・意志など

2目成熟度・・・・知覚・半11断・-1'佐理・思考・逐動機能などの発達的成熟度

3.既有経験・・J・既有の知能・授能などの範囲や量・賓

4.おかれてL、る状態

・環境的客体の条件

1.自然の諸条件

2.周囲に存する人間及び社会一一(文化度〉集団構造

3.場の力の配置関係

4.学習内容の構造一一学習対象の内容形式，学習内容の配置の条件

5.学習の方法

以上の条件が複合され， 一つの構造をもって作用するのであるd したがって

「問題発展の契機」をとらえるわめには，これらの関係を一つ一つ十分分折研

究しなければならない。そしてこの条件のうち，一つが君主れば，全体の構造，

すなわち学習め婆は変ってくる。 一つのみかんの提示でも，だまって出した

揚合と，これを“絵に描くには"とい5条件を付して提示する場合では，子ど

もの反応は異ってくる。また提示を同ーにして込，子どもの関心や経験が臭っ

ていれば，これまた反応は子どもの個々によって異ってくる。この条件の差で

学習の姿が変ることに着目して，条件の活用のしかたを分折しなければならな

い。そして本来ならば，すべて各条件の変化を順列組合せのかたちで明らかに

していかなけたばならないだろう、しかし人聞の心理的要因の分析は，自'然科

学の分野においですら完全を期することは困難である。まして，初会科のよう

-10ー



.--

l
a
r
-
4
 

に人間関係を学習の内容とする社科においては，なおさら困難なことである。

といって不可能ということばを冠して，この関係構造に限を被うならば，社会

科学習における自発的な問題解決学習の展開はいつまでも遣えまわり低迷して

いることになるであろう。われわれは，この困難を予想しつつも，何らかの方

法でこの困難に挑戦し，その糸口だけでも発見したい。またこ うした実験的態

度を現場の科学的態度として育てたい。このような闘いが，この研究に取り組

んだ動機でもあり，研究の意味でもあるのである。

そこで，われわれは，全条件の分析研究に突込むことをひかえ，或る一つの

条件の変化に着目して，この研究の一旦療としようとした。すなわち，主体条

件・客体条件のうち，主体の条件を一定にし，客体的条件の変容に着回するこ

とにしたのである。客体的条件においても，なるべくその中の一つの条件の変

容によって，全体的な学習の婆(ここでは“問題の発展のしかた勺がどうち

がってくるかを明らかにしようとした。

1.3. 社会科における実験的研究の限界

われわれの実験的研究は，社会科学習において子どもの問題がどんな契機で

発展するかを或る条件を限定して明らかにしようとしている。言・いかえれば，

問題解決意識の流れにおいて，流れを流れたらしめている要因中，ー客体的要因

に着目して，その変化をとらえようとしている。 事

しかし，先にも述べたとおり，社会科学濯における笑験的研究は，化学実験

のように原因結果がはっきりでてこない。 A元素とB元紫の化合によって， C

Kいう化合物を得るようにはいかない。また理科学習で或る法則を発見するた

めに，一方にはPという条件を与え，他にはQという条件を与え，その反応の

議をみるという比較笑験も，社会科の場合は困難なので‘ある。何故ならば，社

会事象そのものが甚だ複雑で簡単に分析ができない。したがって，その中のこ

の部分だけとり出して分折的に学習するということが，困難になってくるので

ある。若し，かりに部分だけ取り出してやれるにしても，取り出す部分はその

事象に関しては敵視的にみれば無限に考えられるであろう。しかもそれがみな

複合しているのである。一つや二つの分析的な比較実験をして，ものを言うと
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いうことは到底不可能になってくるのである。こうした分析的比較実験は人間

的に構成された場ならば，若しかりにということが，限定条件を付して成立す

る可能性も考えられるが，一般的社会事象ではほとんど無理であろう。たとえ

ば，人間的に構成する物的な環境教室に寸定の用具や資料を備えて，その用具

や資料に対する反応をみるのでは，環境物の加減で，あるいは子どもの反応の

差をみることができるかも・しれない。しかし，現場学習等の場合は，現場の車交

るーの物を取り除く之か加えると£いうことは，ほとんど不可能にもかL、であ

ろう oまた教師が笑験者として完全に局外に立つことも，この場合甚だ陸難で

ある。

このように考えてくると，社会科においては，厳密な意味での実験研究とい

うことは困難である。しかし，主体之環境との関係構造にメスを入れること

は，学習指導をときほぐしていく重要なポイゾトであれ“慌題発展の契機"

はここに深くくさびを打ち込むのでなければ，問題の鍵をとらえることはでき

ない。・そこで，われわれは笑験的手法を用いつつ，一つ一つその結果を累積を

していくことにし許される範囲内で比較実験を加味するという研究方法を取

らざるを待ない。われわれが社会科学習における笑験研究としないで，救えて

笑験的研究とした意図はそこにある。自然科学の世界における笑験の手法を許

される範囲で利用して，社会学習を科学的に研究しようというわけで‘ある。

すなわち，社会科学習における笑験的研究は，自然科学の世界におけるよう

な厳密な条件分析が甚だ困難であり，教師が局外に立つことが困難なため，或

るはっきりした前堤のもとに，限られた条件について，できる'!eけ科学的笑験

の手法字乎り入fしてやるという限界をはっきり自覚しなければならない。
具体的な笑験方法については，笑験学校の託銀の中で詳述しているので省く

が，われわれの主として用いた笑験二o"法は，笑験群と統整若手に分けて比較する

という方法でなく，社会科学習の中で，或る条件を付してその反応を見ていき，

その結果の資料を累積して，大体の傾向をとらえようとしているである。した

がって，一群法とか，条件発生法といった実験方法に入る手法を，取り入れて

いる。そして特に部分的に或る場面だけを取り出して，比較笑験的手法を用い

ている。この場合も，学習者の条件はできるだけ一定にとらえて，環境の側の

条件を変えて，その反応の差をみようとしたのである。
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Nとかし社会挙時習におげる実較的手法を用いた科学的な究明は，在会科

研究における今後開拓してし、かなげれほならない分野である。われわれがこの

研究に飛び込んだのはiやや胃険に近いかもしれないが，自分らのやれる限界

を十分晃つめながら，なんとか問題の鍵に一歩でも近づきたいというのが，わ

れわれの念願である。この研究が契機になって，各地でこの問題の研究に入る

ことができるならば，社会科の将来はさらに聞けていくことを信じて疑わない。

1.4. 実験学校と実験的研究

「子どもがいかなる関係において，自らの問題を意識し，自主的に学習活動、

を展開していくか。すなわち，社会科学習において子どもの心の流れをうまく

4とらえた問題解決学習の指導はどうあるべきか，それ出主体と客体とめどんな

関係構造において成立する.か。」という研究は，到底単なる抗上の理論的研究の

みでは十分その図的を達成し得ない。具体的な主体が(子ども〉具体的な客体

(教師を含む環境〉とほんとうに関係し合う場をもたなければならない。ここ

に必然的に実験学校における笑験的研究という ζ 主が問題になってぐる。

われわれは，tJ、学校においては西蒲原郡和納村和納小学校牧〈牧野数一校長

より石黒平吉校長に至る)，中学校においては中蒲原郡両川村中学校〈大脇幸栄

校長〉を笑殺学校に指定し，困難な研究に対する協力をお願した。 (教育研究

所が学験学校を也つということはあ教育研究が教育現場と草野着する意味からし

ても，十分その意味があることである〉

しかし，実験学校といえども，その地域の子弟の教育をまE当し，その幸福笑

視のために腐心されていることは，他の教育現場と少しも変りはない。そめ地

域の人人の幸福のために，地域の学校として独自の学校遂営を屯っているわけ

である。実験学校なるが放に，主題となる笑験的研究のためにこの学校、として

の主体性を無視したり，ゆがめたりすることは，教育井いう立場から許されな

いことである。そこで笑験学校として，われわれの立場から要請する研究内容

がs実験学校の主体的運営及研女体制に正しく位置づけられる必要があり，~学

絞の立場からの研究方向とわれわれの研究主題が完全に一致することが必要で

ある。そのため，われわれの研究主題の幅において，いくつかの具体的研究の
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分野を検討し，笑験学校側からは学校の立場から取り上lずるべき問題を列挙し

てもらい，両者のものをつきあわせ，比較検討の結果，一致した具体的研究問

題を，実験的研究主題とした。それが今まで述べてきた「問題発展の契機Jに

対する実験的研究である。

そしてこの「問題発展の契機」をとらえる実験的研事は，さらに和紘小学校

・両川中学校のそれぞれの立場から，耳元組み方を検討して，そのスケジュール

を決定した。したがって，以下述べる和納小学校及び両川中学校の研究は，共

に「問題発展の契機Jをとらえる笑験的研究でありながら，その様相を異にし

ているのである。そして研究所側と学校側の協同研究として，研究所側の一方

的押し付けをさけ，学校側が単なる受動的な資料提供の側にまわってしまうこ

とをきけた。

つぎに実験学校におけるこの実験的研究は，いかに実験的といっても，子ど

もをモルモツトにするわけにいかない。科学実験における物質的取扱いは許さ

れなL、。子どもは日一日と成長しなければならないのであって，この実験的研

究のために，その成長に渋滞があるということは断じて許されないのである。

すなわち，失敗による繰り返しは不可能である。そこで日日の学習指導の中に

この笑験的研究を乗せて，日々その資料を集積していく方法をとらなければな

らないし，その問に一般的傾向をとらえなければならない。こうしたこ主から

厳察な意味での実験研究は不可能でゐるし，この実験的研究が，その目的一本

で強引に押し切れない困難さがある。われわれはあくまでも教育笑践者の立場

で，日日の子どもの成長を念願しつつ，その中で困難でも少しづっわれわれの

ねらっている目的に近づこうとしている。したがって，すっきりするような実

践結果が簡単に得られるということは予想しなかった。むしろ苦労の割に不明

確な結果しかでないのでないかということを予想しながら，敢えてこの研究に

取り組んだのである。笑験学校の先生には，この点非常な負担になることであ

ー ったが，先生方は非常な決意と熱意で協同研究を引き受け，且つ多くの困難と

たたかいながら，この研究を続けてくださったので、ある。

1.5.研究の組織

この実験的研究は，先にも述べたとおり，研究所と実験学校との協問研究と
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したがって研究所としては， ・・応の原案を実験学校

側に提示はするが，これを学校側と共に十分検討して， 学校側の笑施できる限

界を考えながら，研究を進めるようにした。またこの荷の笑験的研究について

は，他で実施したとし、う参考文献も別に入手されてあるわけでなく，われわれ

が参考とする実験的研究の資料も少ないので，事前に完全な計画案を作ること

もなかなか閑難であった。われわれは学校側と共に先人未踏ともいうべきこの

いうあり方をとっている。

実験的研究に先ず入って苦しんでみることにした。そしてその苦しみの中.かf

らつぎの段階の計面を立案していくという手法をとった。(もちろん大筋の

この研究の基本的指向点だけははっきりさせてのことである。〉であs

るから，或る実験について両者で十分検討し，そこから話し会いによってp つ

方向と，

ぎの問題をみつけ，計画していくという手法でさコるため，初歩の段階において

は一抹の不安がつきまとい，学校側としては迷いも生じたきらいがあった。

また笑験的研究の場は受験学校であるため，所員が学校へ出張する形式をと

ったのであるが，所用の関係から常時実験学校に行くことは困難で，月2回~

3図の山E廷でカバーしたため，思うとおりの進捗はむづかしかった。
町、

4
4
h
a
F
哨

なおこれに関係した所員はつぎのとおりである。

昭和28年・・・・日浦儀-fm・牧田和l平・ く中君主新四郎〉
昭和29年・・・・日浦儀-Qs・谷沢隆一・中浜新四郎

昭和30年・・・・主として日浦所員で谷沢・中浜両所員は所内で協力する体制jをとっ

t.:.。
〈他に理科芋習の実験的研究を担当した小間E衛・丸山吉夫・

所員も爽験的研究の立場で討議に参加した。〉

実験学校側で，主としてこの研究に参加した教師はつぎのとおりである。

・和納小学佼く校長石黒平吉・前校長牧野数一〉 ・・片野二郎く教頭)0中村秋郎・石

添徳治・小林三喜男・右近典子・仁昭和29年から〉佐々木綾子・(昭和30竿から〉

伊藤氏子 (0印主任〉

はじめ関係されていたが途中転勤した教師として石井発・吹芥惇がL、る。

・両川中学校〈ぜ長大脇幸栄〉 ・・青木泰也(裟頭〉 ・O大河陸夫・落合昌一・渡辺昭

策・本間敏治・柏谷照美 (0印主任〉

く長谷川敏雄〉の

， 
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2. 和紬小学校の実験的研究

2.1.主題の設定

この主題をえらんだのは.，前記総論に於げる社会科の一般的理論的問題と共

に，具体的にはっきfに述べるように，学校としても社会科指導に於ける必要に

迫られた切実な問題であったからである。即ち，

① 導入段階において，子どもの問題はとらえられるものとして，意識の流れ

を十分考えず，展開を形式化して問題意識とか，指導のあり方を抽象的に論

議してきた。

@ 一連の学習指導の過程で，グノレ{プ学習とか，共同作業などにうきみをや

っし，いわゆる子どもが学習を進めていくには子どもをとりまく環境〈教師

も含めて〉と，どのような努渉をもちながら進むべきかが，科学的に突込ま

れなかった。したがって，学習の過程はとかく形式化し，個定化してしまい

がちで、あうた。

⑨ 指導内容が砂上楼閣的であって子どもの生活の上に立って考えlられていな

かった。したがって方法化ができないで，生活能力も十分育てられなかった。

そ!の他教科書の問題，評価等々・・・・である。

当校の場合それらの問題のうち，もっとも解決に迫られたのは，①と②の問

題である。即ち封建的なしかも消極的な村に育った子どもは，現実の生活の中

限多くの矛盾と苦しみを経験していても，それを問題としえない意識の低調さ

は，社会科指導の根本的な問題であり，さらに，この問題意識をどのように子ど

もの学習意欲に織り込んで学習を力動的におしす Lめていくかの問題であり，

この点が不明確のために実際の学習指導では，

① 展開が竜頭蛇尾に終る。

② 問題解決学習が終始教える学習になる。

⑤学習が一貫せず断片的である。 . 

などの事態を生じていた。

以上のことから社会科の学習を生命の通った，切れば血の出るようなものに

ずるには児童の疑問・困難・抵抗を推察して，これを子どもの自発的な学習に生
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かしてい《ための指導の組立てを確立し芯ければならない。

しかし問題意識を生起させる学習過程の研究は簡単になされるものではな

い。そこでまずこの研究の第ーの段階として，次のことがらについて， もっと

掘りさげてみなければならないと考えた。即ち

問題発生のもと与なる，環境や生活に対する疑惑の起さぜ方の工夫。

問題発展のきてうかけは，学習の場において，どのように存在するのか。

① 

② 

であったぜ

以上の立場から次のような主題を設定した。

“社会科単元学習において，どのようにして子どもに問題をもたせ，発展させ

るか"

1
1
4
メ
明
4
l

円

研究のための校内態勢

研究の心構え

学校にはこの主題の研究のみでなく，前記主題と同様な手順で設定した理科

の主題め研究，たえずなされなければならない常時の教育指導のほか，職員の

2.2: 

2.2.1. 
h 

j

E

5

4

l

，J
 

個人研究など多くの研賓がある。これらを中止してこの主題の研究だけに取り

しかしながら，限られた人と時間で組むということは中々至難なことであるo

ずパてに完全を期することはできない。これらの問題をどのように調整したら

よいかについて，種々検討の結果，次のようにすることにした。

『この研究は社会科研究部の・研究として仕事.を進めるにしては，問題が余りに

も大きすぎる。教科の性格，研究の学年的ひろがりから考えても，学校の全校

的噺究として取りあげるのが適当'と思われる。従って，これを全校全職員の研

究問題にまで高めて全職員でこの問題に取。組もう。但しそのために他の研究

i
J
d
v
J
 
部の計画を圧迫することのないよう全校的な事務分鉄・時間町当を考慮しよう』

以上のようにこの主題をとら九たわれわれはこの研究にとり組む心構えとし

て次のような点を確認した。

ー部の人の研究でなく全校的研究として全職員がこれにあたる。従うて，

これを全校的な組識運営の中に構造的に位置づける。

① 

司

@研究はあくまでも現場の仕事の上に組立てられたものでありたい。地味な

ヲ，
a
E
a
 

‘F E 



d 

仕事をつづける。

③短時間で結論は出ないと思う。確実につみ重ねを続けよう，

④研究所との共同研究であれわれわれの主体的な立場を見失なわい。

@実験研究であっても，子どもを単に実験のために使うのではないる教育の

立場を見失なわなしく。

@研究のための時間を生むには他のいろいろな校務 (P・T.A，経理，な

ど〉を簡単に能率的に処理する工夫が必要である。

2.2.2.研究の組織

① 当校は各学年二学級編成でおるので，各学年毎に担任二名のうち，ー名を

社会科に，ー名を理科に配当して社会科部六名，理科部六名のふ員を得て研

究部を構成した。

② 両部の聞の仕事を調整するためにこれらの研究に主任をおき，これは全校

的な他の研究部との調整にもあたる。

③ 司笑設研究部は全校教科研究部主は別に独立して設けてある。

④研究所員には各部に入っていただき，全体的な立場から研究指導並び助言

としてもろう。(ただい協同研究という枠内においてである。〕

2.2.3.経費

特にこのために予算を計上してはいない。但し研究所との打ち合せ，連絡旅

費その他として年額 2 ~3万円計上してある。

2.2.4.研究の時間

研究が進むにつれて，その内容は分イヒしてくるし.会合の機会も多くなると

6 思 うので，これらを統一的・計画的に進めていく心構えが必要である。そとで

一応きまった時間を設けた。

① 仕事の手)1原進行などの簡単な打合せ

月水金の中食休み15:0-・・・・社会科部

火木金の中食休み15分・・・・理科部

② 仕事の内容についての打合せ
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年;j

‘ 

第二 ・ 四木曜の午後 1 時~ 4時まで部会開催〈木曜日は研究協議の臼と

して午後をあけてある。〉

2.3.研兜計画ど経過

この研究は一応二ヶ年の予定で始められたものであるが，結局研究の進め方

や整理などで三ヶ年を要した。以下研究計画とその経過をのベる。

第 1 表

釘すす段階|

2高

年

次

2再

問題把握
〈主題の決定〉

基礎研究

計画段階

事例蒐集

年l仮説の設定

次I~食医突験

第

研 ~ 

-単元学習の問題点の分析

.問題点の権認

・主題の設定

一共通理解に立つためにー

.地域課題の検討と整理

・主題の学習指幕における位置

経

×学習指導の研究 xC.Q.Sの検討

X学校カリキユラムの検討

・問鼠解決学習の一般的構冶の理解

x問題とは ×単元学習とは

一研究計直の樹立ー

過

.社会科における問題把握と発展の契機の意議室と検討

.研究予定分担の決定

×分節研究 x一連の研究 ×枠組の決定

一仮説の設定のためー

・事例蒐集のまどの決定

x資桝の提供¥ι
X環境の設定/ほど六つのまどの決定

る蒐集形式の決定とj{i:集例所の研究

・事例蒐集

・指尋事例の整理と解釈・検討

・仮説の設定

一仮説を深めるため，妥当性を求めてー

.一連の過程における笑証的研究

・学年毎に条件発少的な実験的研究，場合によっては比絞実
験的研変

×実験単元の設定と検討

x実験条件の整理く仮設の検討〉

×展開形式の決定

×単元の構成と展開

ー 1'9-
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るよ出血験
設
笑
箇
絞
相場比
年

次

-場面設定による比絞実験的研究

×資料の提供 x潔~の設定

・条件設定

・実験若手の決定(優劣男ム-各2=グループ〕

.比較実験

・まとめく仮説の確認・修正〉

2.4.軒究内容と方法

2.4." 研究を角度と視点

この研究は問題解決学習の指導法にねらいをおき，次の角度をおいて考え

た。

①学習単A元が展開されるとき，導入から終末に到る一連の過程について研究

するものである。

② 展開のうち，いろいろ内在する問題を発競段階から，また指導の類型から

分析研究をする。

これらを研究するためには，具体的にはどのようなことを究明しなければな

らないか。われわれは討議の結果

① 学習の場の関係的な構造に関する，実証的な研究をする。

@ 学年の発達段階に即して，問題発展の契機を究明する。

⑥望ましい単元の構成と展開をする。

以下研究の実際をのベる。

2.4.2. 事例研究による仮説の設定

①ねらい

環境からの誘意的な刺戟によって，子どもが問題た意識し，その解決のため

に起す行動の状態を単元の分節でとらえ，学年差によって分析的に見ること

により，指導に際して効果的な方法に関する仮説をうちたてようとするもの

‘' である。

②研究の計画

子どもが問題をとらえ諾展させる状態というものは，子どもが問題的事態の
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認識をするこ主により，子どもの心をゆすぶるものがゐってこそ，学習が生

き生きとして発展するものとなる。こうした意味で‘社会科の単元学習では，

その要因と思われるものが，し、かなる場において契機として効果的にはたら

くかを数多くの事例から帰納する，いわゆる笑験的研究によって見出そうと

した。そ こで，問題を~"'，民させる契機を「学習の場における局面」という角

度から仮説的におさえようとして，今までの教師の指導経験や実践記録を整

理検討した。 これを一応問題発展の契機と呼び，つぎのように説定した。

第 2 表

契 機 説 明

環境の設定 謂の場に，はじめ物的な献詮設定して，そこへ子供をする

I 資料の提供 子の供資籾のをい提る学供習すのる場へ教師が，図表・地図・統計・写真生存

場への誘導 現地学習

ー ー ι

比 . 絞 自分の考えや仕事と他のものとを比較する
E 仕事の行きづまり 学ゆ習きづの過ま程る場に合おいて経験の不足や用兵の不足から，学習が

'} 

意見の対 立 間分のZのE見意主他人の意見，自分のグループの意見と他のグノレープ 見当ピ対立させて問題を発展させる

実験の項目につき，次の手順で研究した。

.単元の分節で研究する。

・結果をま義理u貰題となるものを抜き出し，一つ一つの実験項目について掘
り下げる。

・特に子どもの反応は学習条件によって異なるので条件整理と反応の分析研

究に重点をおく。

③ 事例研究のやり方

以上の計画により多く挙例を集めたo

oその方法として

-学習条件のうち，客体的条件に視点をすえ問題発展の契機の事例を集め

る。
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.Lたがって主体的条件をで、きるだけ固定し，客体的条件の変容の見られ
る事例を集める。

④事例蒐集

もとよ.り教育がjな社袋的問題を対象とする社会科では，自然科学のような明

確な条件の規整，したがって条件の分析も単純ではない。しかしできるだけ

単純で:科学的にするためにやりやすい形式と明確な観点をすえることでこれ

をやる.うとした。下表はその実例であーる。

第 3 表

[二年計画表]

単…元M名|枇山会 l笑棚糊恥施附蜘時削目 i昭2沼8…6.2巾除蜘者 10。ο 。I
実験主題 |酬の提供により お言ん山会の意義を見出しおた…会を

しナこし、之し、う方向ぺ引 入れる。 '

。子どもの中で，誕生祝をしてもらった経験のあるものは二・三人，地域社会

突 では誕生祝など殆ど行われていなし、。
、

験 。子どもの殆どが病気の経験者で，病気の恐ろしさがわかり，級友の病気欠席

の に対しでは恩L、やりある態度で，病状の如何が，話合われることが多b、。

7こ 。「たのしみ会jの経験はもっているが，誕生会主しては，その片鱗がみられ

め るのみで関心はうすしその意義を理解している者は少い。 十

の 。資料として，国語教科書の「学級たんじよう会Jの絵入りの文をみることを

条 指示する【説明はつけ加えない)

件 。子どもの発言をとりあげて，目白勺の方向に導くように民極的に問いかけ

る。

方 法| 活 動 備 考

-熟資る斜しくをた話提会こ供Lろ、す
。病の気稔子になった時話・合の苦うしさ，お家の人k 。資る料解釈の時簡を与え

1ぅt などを
〉
。教に科自書由にの主絵主と且文を発を表みさせて子ども相互 。誕生会の意義を見出す

男 させる

て大資体料での解き釈たがこ 。数簡てと子どもが絵主文を中心に「イ可を 。生問題会把を握「自分遥も誕し L、るのMεしよう J rどうして，こ しfこL、J

極け主主的，る教に働師はき積か
んなことをつす込るのでしょう j とLヴう こ
と令深くつ んでいIくよう話台

。今までにく数私たちは，こんなことをしま
したか 姉の問L、かけ〕

計画表は実験者が立てると同時に，研究部員も参加して検討し，実験には必

ず観察記録者をつけることにしたのである。
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第 4表 〔整理委〕

単元!?す会じ|儲|昭2a624同|曇l学年ド制知数愛車?名1実験者000
目 的 I;資斜の提供によりおたんじよう会の意義を見出し，おたんじよう会をした
| 、 、う方向に引き入れる

めの斜|計画表の通りーのた
教師の用いた方法 | 児童の反応・|所 見

o rKさん，病た気ねがなお 。殆んどの者ーが病気の経験をもっI0生ると活資が右に糾ぴったりす
ってよかっ ，みん ており，問し、かけると深刻な顔 を与えたこ
なが心配していTこんだ をする 効であった
よ.みんなが体人が弱か x!*の人が心配するし，お金もったらお家の はどう
でしょうね」 かかる

×病す気るに伝なると大勢の人含が迷ま惑 -
( 〉梁病のことも れ

るようだ

×俺ったあ病・・気-等の時々死の発ぬ言んだかと忠、

。r丈夫すれな体ばによなるには
どう L、でしょ
うね』

×体温を毎日はかればよし、 I 0かややし観自念分的の経・・験・・をし
×食べものに気をつきればよし、 いっている

×夫医者にから注射してもらえば丈
なる

×具合が-悪..か等っ消極た的ら楽な意を見のめば
よい のみ
である

。rそれでは社誇ご会のら科本んの本 o児数Z科話警相の絵をみたり話文合をよんでlのP24と国 のP 互でさかんに ってい
27を出して 」 る

x教室をきれいにかざっている
ね

×おたんじよう会をしているん
だろ

×お祝してるんだ・・・・と今から

意で気もた込むんじよう会をしようと
。話大資た制後令へを提を供供十分のし行際たはL、つ

。「設をお祝凶るの~I XuOさんおと先祝生しのたんじよう で提 ら
「どうしてお祝するの」 日だから ているんだ んよかった

×俺きくれあ，，おうちの人が小さいと
オコワをk¥，、てお祝して
t.::.¥'、や

I X先うに生お，祝みんすなるんが丈だ夫になるよ
れやね

。r今すすかぐ誕生会かでき li u、う聞いから，お視してやる入 I。経話験し合だ1いがF発Aだ的
ま ねJ I '-kきめたり計画が進められていっ と活

た

(註一一計画表略〉
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第 5表 〔ー年計頭表A実〕

単元名 |おうちの人々 |期 日|昭28.i 1.811宍験者 I0 0 0 0 
!福三割 J開講斜必是認2人はどんなしごとをしているかしらべてみよう
1 この地減では一年生でも農繁期には夜おそく造，働かされるものが多い

2 例年の一年生に比較してみて，自己中心性が強く，注意の持続性に欠けて
突 l いろ

験 I3 この実験に関係のある資籾について稲刈り休み後，ぉてつだし、についてや
| お宗の人々の機一Fについて図面をかL、ている

の I4 資待の提供Y乙ついて l みきこさ λム

X酬は一部しか暗示を与えるよう |お|命
なもので子どもの説明や話し合い 1 i~1 t~l 
で作りあげる I r';:;;1 I ，5"1" .fーコ

lは:mI .-:・.:.1 (~ご三2

x資料は内容は をとりあげる l‘ーjI I_~U '._j 
仁特定の児童往〉

X教師は資料の説明をせず，資料の小にとりあげた子どもに説明させる

X教師はそのため説明した子どもの話しやすいように示唆する

×家庭の様子についてニ，三分話し合ったのち資料を提供する

->-_ 
I~ 

め

の

条

件

教師の用いた方法 | 活
I r皆の家には縦と誰がL、るか
いえますかJと話しかける

2 資事中を買占布し.お父さんお母
さんの顔を揃く

3 rみきこさんの家には言i主主誰
がし、たでしょう Jと特に指名
し，話しかける

4 rみきこさんのお父さんは何
しているの』と閉し、かけ，子
どもの説明を絵で表現する

5 rお母さんは何しているのJ
と問k、かけ子どもの説明を絵
で表現する 口

6 全児童に 「皆の家のお父さん
やお母さんは何しているだろ
う」と問L、かける

7 r皆の寝ている時や学校にき
ている間お父さんやお母さん
は，どんなおしごとをしてい
るでしょう」と問し、かける

。各自の以の人について
話し合う

o資料にっし、て

・ みき ζfì~の人の説
明をする

・みきこの草炭のようす
るきき，向分たちの
家の人とくらべる

。各自の署長のお父さんお
母さんのしごとについ
て話し合う

。部分的にはわかるが全
体的なことはよくわか
らない，ゆきづまりを
起させる
く問し、かけによって〉

。資事専が不完全な時
は乎どもがそのま
ま気づかないでし
まうか，問題意識
が他にそれるかし
がちである。

母
つ
よ
意

お
に
み
題

'と
て
問

ん
ど
べ
う

さ
し
ら
い
つ

父
の
し
と
も

お
ん
て
J
を

「
さ
い
う
織

。

見
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第 6表 〔一年計画表B案3

単路 |おうちの人TI期 百|昭28.11.8.11実験者 Io. 0 0 0 
懐験主戸| 「資斜の提供」により淡の人はどんなLごとをしているがしいてみよう
一一 よよと立盟題意識を起させる

1 この地方では一年生でもI農繁期には夜iおそく迄，働かされるものが多い

2 例年の一年生に比絞してみτ，自己中心性が強心注意の持続性に欠けで
いる

笑 I3 この実験に関係のある資斜について稲刈り休み後，おてつだいについてや
験 | お家の人kの様子について図問削山、ている

4 警料の提供につい | よ し の 1) さ ん.

米資料は単化され
た既成の資料を与
える

条 IX資料のE3容は農家
i についてとりあげ
件 l る(特定の子ども〉
×教姉と資辛1の説明
をする

jiJf託行
自粛言語品ダ

の

た

め

の

X~家庭の様子についてニ，三分話し合ったのち資斜を提供する

教師の用いた方法

i 資料を貼布するきっかけを作
るために家庭の様子の一端を
kらえて話し合う

2 資料を貼布する

3 資料について説明する

4 r先生は，よしのりさんの家
の近くだから，よしのりさん
のお交さんやお母さんのおし
ごとはしっているけれども，
他の人のお父さんやお母さん
のζとは解らない，やっぱり
おしごとたくさんしているの
で しょうねjk問いかける
F 児童にお父さんお母さんのし
ごとを発表させる

β 「皆の鍍ている時や学校にき
ている関，お父さんやお母さ
んーはどんたおしご1とをしてb、
るでしょうJ:¥:問L、かける

拍 動

。各自の家庭の様子につ
いて話し合う

。資斜について興味をも
って話し合う

o数師の説明をきき，自
分たちの家の人とくら
べる

。各自の家のお父さん，
お母さんのしごとにつ
いて言呑し合う

。発表する

会
か
を
に

が
わ
り
け

る
く
ま
か

か
よ
づ
い

わ
は
き
聞

は
と
ゆ
く

に
ζ

'
る
〕

的
な
い
ぜ
て

分
的
な
さ
っ

部
休
ら
起
よ

。

所見

。資糾解釈の時閣を
あたえる

。比較的具体的な話
し合L、が展開した

。「主主父さん， お母
さんのしご之にっ
し、てしらべてみよ
うJ とL、う問題意
識をもっ

〔註] 二人の担任者よりA'B二索が提出されたので，検討の結果，それぞれ丙突を

実施し℃もちい，比臨検討して仮説をとらえた場合もある。これはその例である。
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@仮説の設定

1時間のうち10分か20分で子どもに意欲的に問題を把えさせることは困難な

ことであるが， 事例を集積し整理し，分析して累積を重ねて仮説宏たてよう

としたむ事例整理の方法の例を資料の提供の契機で説明すると

視点として

・資料の内容が対象に対して，適当で・あったか0

.資料提供の時期が一連の指導過程の中で適当であったか0

・資料提供について， 教師の助言が適当で、あったか。

手順として

・累積した事例を各契機毎に整理する。

・事例の一つ一つについて条件を分析整理する。

.・整理分析された条件を綜合的に解釈し， 号どもが問題を之らえる学習の、場

の構造を明らかにする。

などの手I1頁によって，学年の発達段階から見てどうあったか，またどうあらね

ばならなし、かを，その他の契機についても推定し，設定したのが次のl仮説表で

あるσ

特

性

指

導

の

系

表。

仮説 表

問題把握と学年的特性と指導の系河

註どもの問題への取り組み方と深い関係宏もつ。その問題へ
( 間開の搬を…う山とは嫡…)

の取り組み方を一応学年的特性と指導の系列として，次の|
如くとらえたのである。 !

角

l 1， 2 年 I 3" • 4 年 I 5. 6 年

て日常L生がるるもF活人主行のにに動大上々し2こ奥て1J人のてしき沫使興へ人行てて一が味動いわの日人依な向はに々ま援れ存訴けで集ねてな中心をえらし
いる
れる
され

長てすれ学るく，.校る。そ冒う之すて行る

積具的働み面解体駆なす左きさ事的的問せる之拠題問のななるへ行仕題関観事動係を目室欲に念とと崎求の‘おりらけ取が易し社げさらてり会組せ当理 量在よっり護て方i，を高通塁王し属牡話さ会せ器生る活の
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表覧設仮第 I表

I ~乞三
i.AA;有経験で理解できる
ものだけでなく控理な
どによっ:-(読みとれる
資料の提供がよい

2.目白憶識と資料の意義
を関確にしておくこと
が不可欠条件だ

3.同左(数， 内容，・質〉

年

1.直接経験だけでなく，
間接経験で判断できる
もの}を加味して提供す
る

2.絵図などだけでなく文
字入りの資料が有効で
ある

3.資来事は内容について単
純化する

学中

4.同左

ラ.資料の内容はさ友想や混
想酎なものでなぐ，現
実的な内容のものがよ

4.児童の虚をつく資事専の
提供~i有効である

5.完成されたものだけで
なく雄官や間接経験で
っきFめ!問題への深まり
や発援を示唆するよう
な資料を与えるのがよ
し、
6.同左

年

1.直接経験のできる資料
の提供をする

2.行動に訴えることので
きる資料が望ましし、

3.資斜は内容より形、とか
色について解釈できる
よう単純化する

4.提供の時期は欠如状態
にお主し入れない前に
提供する

5.聞き↓はできるだけ完成
されたものを与えあの
カ1よし、

学低

資

， 

j

i

--

;

 
学+

のi
i
 

A
 
|
 

6.批判的態度が子どもに
確立されたとき資料の
提供をする(欠如的状
態に入れる〕 くこの場
合二つ以上の資料を与
え比較.ー綜合で矛盾そ
の他の問題が生起する
ようなものがよい〕

解
抱
要

'
を
必

前
感
が

る
要
い
・

寸
ト
必
合

供
'
し

提
り
話

.

を
た
る
る

料
し
せ
あ

.
資
釈
か
で
a

ζ

U

 

提

1供

t 

?
j
J
・1
A
μ

J

・1

・
4

P 

1.間接的な問題でも比較
できるようになる，提
案者に比較点の説明を
やらせることが，より
意識的に問題を発展さ，
せる

2.綜伯ト 関係的な比較
ができるようになるの
でこの場合は有効であ
る
3.同左

1.同左き
し
は
ず

で
'
で
せ

て
い
年
達

え
よ
学
発
い

訴
較
侭
も
多

に
比
に
考
合

験
は
般
畑
山
場

経
題
一
的
な

核
問
し
理
難

直
る
か
論
因

4.問題の焦点・話題を類
推して比較させる

2.同友(イ日し特殊条件を
明らかにしてやれば可
能をある〉 ー

3.比較する問題点を整理
してやることが有効で
あるくー予備知識がない
とうまく問題は発展し
ないし，焦点ぷぼけて
しまう〉

4.教師の問いかけで要点
をおきいてやると，か
なりの比絞が可能であ
る教師の問し、かけがこ
の学年あたりでは重要
なかぎだ
ラ.同左

2.関係的・綜合的な比較
はできなL、

た
ム
を
し-一市
た
暗
き
の
を
へ
立
決
対
解
の
パ
'
る

見
合
え

慈
場
与

今コ

比

剤、

4.解決策を見出す予想の
もとにやる比較は有効
である絞

5.同左

6.同左ふ教師の助言によって身
辺泊な社会的な問題も
比!較できるのでよL、

=-27ー

5.視覚に箭:えてやる比較
はできるので有効であ1
る
6.教師の誘導的発問を加
味してやると有効であ
る



学年I I ~学 年 i 中

1.同左

学年 i高

場

よ

突

で

間

務

が

る

裁

は

る

な

わ

起

有

録

あ

理

つ

に

も

視

で

無
L

外

用

の

効

し

な

の

活

況

有

但

し

件

の

状

に

く

は

条

件

の

握

左
蜜
)
左
定
条
る

場
把

両

学

い

開

設

発

あ

現

題

。，
b

含

J

4
・

発
い
前
硲
め
わ
っ
と

そ
る

一
必

た
し
事
例
た
恩
ぎ
こ

そ
れ
物
が

れ
わ
(
を
の
と
つ
く
る
の
ら
建
・
志

さ
ら
い
点
そ
点
'
い
あ
求
限
た
注

理
ぎ
な
出
回
〉
題
へ
て
で
欲
に
っ
て

整
ま
れ
附
く
問
ろ
し
つ
や
の
疫
の

は
'
入
は
お
が
こ
導
せ
心
も

'〉

で
し
を
姉
て
仰
と
時
間
い

間
関
る
防
ど

場
を
件
数
し
数
る
と
た
は
れ
お
な

現
問
条
に
に
に
れ
ぎ
が
場
が
く
一

一掛

丹、J

a

“.

1.心理的な状態の把握と
問書となる外約条件の
排除が必要である

2.場の価値的選定が必要
である

場

4、、

の

誘

滋

あ
模
る

で
・
す

約
的
定
る

果
画
設
あ

効
絵
で
で

は
は
の
効

で
境
も
有

年
擦
な
が

学

'的
と

依
る
似
こ

2.印象的に，またレアリ
ズムな表現のものが有
効である

3.具体的な生活経験に適
合したもの

4. mr?:つく政務の設定は
有効である〈用具の不
足241仕留のゆきづまり
を肘滋:するのがよし、〉

の | ラ・ 多彩な活感)r~生みやす
いものはさけ角度づけ
られた設定をする

主主 16.視聴覚教材の活用も有
安めである

7.事司~~件を整理して，
定 | 問題発展の方向への意
欲的方向づけをしてお
く

8.大型の物的環境の設定
がよいく自分も劇中に
入る〉

9.研究外の環騒設定は心
カ;flþ，~こ散るから十分興
味を然中前に権威する
ようにする

環

境

は
を
一
口
約
で

で

場

一

裂

効

合
な

一
模
有

場

的

一

・

は

の
比
一
一
凶
定

習
対

一
一
地
設

学
の
一
絵
の

の
と
ぷ

一
・の

連
時
ら

一
図
も
る

一
前
え
一

一絵
な
あ

R
ノ

-
'l

2.構成資料は子どもの心
理的な働きに焦点づけ
ることが大切である

3.同左

4.同左

2.同左く但し男女の性別
により場の価値が異な
る〉

3.同左
はじめに問E重点を明示
しておいて子どもに現
場における問題を撰択
させる

4.同左

事.心の抵抗の騒いときは
特に発問しなくとも問
題をもっ

1.質量籾提供の症型のよう
な形態をとる。図表や
給関だけでなく，教師
子どもで作られる場を
構成してもよい

2.既・有経験にもとづいて
環境の質を吟味するこ
とが大切である

3. 参考~・教科書などが
大きな意味をもっ

4.同友

5.目的によって選択でき |ラ.多彩な学習活動を内容
る環境の設定をする | によってとりあげられ

る設定は有効である

6.同左6.同左

7.同左

8.小裂の模型などで， 全
体的にみられるものが
よL、

9.同友

-28-



|低学年 | 中学年 |商学年

1.具体的作業などによっ 11.話し合いの内容が事実 11. I前段経験のことでも教
て解決できる君、見の対| 上問題に近い切実な問! 師の助言で対立を起さ
立のh認を設定すれば可| 題であると有効である| せるとができる
能である 1 1 

怠 12.その湯で単純に解決で 12.教締は解決の見とおし12.対立を起させる根昔話を
| きる窓見の対立は可能| のできるような助言を| 明らかにすることが大
見| である | する | である

の I3.個人的な意見の対立を I3.教師と子どもの役割を 13.同左
| 教師が適当な機会にと| 明確にすることが必要
対| りあげる | だ
I 4.個Aの子供の興味，意 I4.対立のための見学は有 14.同左
立 | 欲を十分観念してから | 効な:条件である(現爽
でなし、と収姶つかなく | 認識と欲求のずれ〉
なることがある

点
唆
焦
一
示
と
の
一京師
提
数
る

の
た
あ

函
れ
で

場
ら
袈

勝
け
必

葛
づ
が

ベd

1.心理的なEめきを観察し
葛藤場面をうまくとら
える

2.学習が行きづまるこ主
を客観的に具.体的に洞
察すること(穴を用窯

仕| する〉が必要である

市 13.道具函で行きづまりを:| Jgじさせると容易に行
| づまる

14.条件の中に価値的な条
行| 件を設けてしかもそれ
| に四のあること;';i;'.Jt-な
き| いことが大切である

づけ・仕事の内容を話し合い
| によってよくのみこま
ま| せておく

り

1.同左

2.同左

3.解決の方法を多く与え
一番有効な方法につL、
て考えさせるのがよい

4.解決の見とおしをさせ
仮設を要求する

5.同左

J，問左

2.同左

3.目標分析・場函分析を
させることが効巣的で
ある

4.仮説設定，解決の予想
科学的笑証が有効であ
る

5.同tL

ま
可
切

づ
は
大

行
と
が

の
こ
練

考
る
訓

思
せ
の

な
さ
こ

的
起
た
る

環
を
ま
あ
左

論
り
抽
出
で
悶

K
U

マd

宇事づき
る
行
な
の
に

・

想
的
4

思
念
的
一
綾

田

屈

は

論
り

ぷ
U

@仮説の意味

したがって， 言安定された仮説は一般的傾向性を示すものである。しかし今仮

説の一つ一つについて説明はできないので一例で説明する。例として中学年

の資料の提供の「虚をつくととが有効だ」という仮説について考えてみる

の
発
く
市
暑
さ
る

他
誘
つ
仕
覚
あ

の
を
を
て
自
で

そ
動
虚
つ
を
的

や
行
な
よ
り
巣

察
的
う
に
ま
効

観
決
よ
け
づ
は

の
解
る
か
き
の

ぎ
題
せ
い
ゆ
る

つ
閉
さ
問
の
ぜ

マt

と，次のように言われるのである。
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中学年では経験領域も広がり ，単なる資料の提供では問題をもたない場合が

宇多い。そこで資料の内容や質を十分検討することが必要とたってくる。そと

で子どもの現笑認識の構造をやぶる必要がある。そのためには子どもの認識

とずれた，いわゆる虚をつ《資料をあたえることが有効であるとの結果が出

てきたのである。しかしながら虚をつくといっても単なる心理的な動揺をも

たらすものでなく，子どもの経験内容に対して認識構造の変容の可能性の限

界にあるものでなければ教育的な意義がないのである。その限界については

次の実証的研究によって検討されねぼならない。

2-4芯単元展開における実証的研究

①ねらい

単元の一連の過程の中での分節的な研究により，仮説が設定された。それは

子どもがどのような契機によって，どのような問題を把握するか。という一

般的な(傾頃向を明らカか盃にしたものでで、ありι，音部F分的形式的なもので‘あつ

がつて仮説が，実際の単元の学習に生かされるためには，その妥当性を実際

の一連'の単元の流れの中にうつし，検証してみなければならぬ。つまり単元

のねらいに良flし，学習の内容と結ひ・っし、た具体性を持ったものよならなけれ

ばならない。 また，これにより仮説はさらに拡げられていくことを餅待じ

た。われわれが単元の展開における実証的研究をやっためはこの意味からで

あり，仮説が学習単元の一連のl過程の中において，実証的にしがも，有効に活

用される位置づけと，望ましい学習単元の構成と展開をすることによって，仮

説の妥当性を検証し，それによ9て望ましい単元の展開を考えたのである。

@計画 と方 法

先に述べたねらいから，次のような計画と方法をたてた。

(i) 各学年における実験単元の設定

全学年とも全単元について，実証的に研究がなされるならば一番よいが，

これは教師の能力や，時間的な制約などにより不可能である。それで各学

年における学習単元の中で地域の課題と深いつながりがあり，各場年の学

年的な発達段階が明瞭につかめるものを，第8表のようにー単元ずつ選び

出したので、ある。
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(ii) 言芭録のための枠組の決定

笑証するためには，笑践のあとを計画的に整理された形式によって，たん

ねんに記録されなければならない。総論で述べたように，学習活動の展開

は，教師と子どもとの力動的な関係によって，問題が成立し発展するもの

である。

この研究においては，問題事態に正対した子どもが，教師を含む環境の働

きかけにより，問題と切り結び，子どもの問題之して，どのように発接し

て行くものであるかに視点を据え，それを言首謀するために第日表のような

枠組を考えた。その表はあとで訂正されたが，それは2.3.2の学習指導笑の

形式の項を参照されたい。

第 9表

， 
け側 監孟国竺 目標 単元設定の根拠 阜フロき
か 問 . . . 

流れ題問
題

時喜求訟蓄の五 基の のが
の発

羽間

動き供の乎
展

学習

者導指
容内 のら

流れヵ、E託

料 ら、

若島所
見

。a



(iii) 笑験単元の展開

単元の流れにおいては，重要な問題発展の場がいくつかある。それらの場

において，単元のねらいから，子どもに問題を把握させるに除仮説をどの

ように据えたらよいかということが重要な問題となってくる。したがりて

廷の計画は

・契験場面の設定一単元のねらL、から

.鋸えられる仮説の決定

-詳細な実験場面の展開案の作製

となる。これについては，全員で討議を重ね，笑験に:!oすこ勺ては，観察者

により綿密な記録が枠組によってとられた。

(1) 過程における部分的研究

以上述べてきたような計画と方法にもとずいて研究を進めてきたのであ

るが，以下具体的に7.，三の例で述べて行くこととする。

第三学年の実験単元“村の道"は

。道路の発達は他町村との相互依存の関係を密接にし，村の生活を改善

向上させるものである。

というねらいの上にたって，子どもに道路を愛護し改善して行く意欲や

態度を養うものである。したがって，子どもの問題の流れを“道のらる

べき姿"にしぼり，生活の中に混然一体となっている道に結びつけて学

習を展開してきた。この学習展開の過程の中において，単元のねらいと

の結びつきと，子どもの問題の流れの方向(学習活動の展開〉から

・なぜ道路は改善されなければならなかったか

・その結果われわれの生活がどのように向上し，発展してきたか

という生活と道との相関関係についてどうしても歴史的に学習が進めら

れなければならなくなった。このような重要な問題場面を実験場面とし

て設定し.

(a) どの仮設を据えたら最も有効に問題が展開するか

(b) その仮設をどの様な角度から据えたらよいか

(c) その場合どの様に子どもが反応し学習が展開するか

ということが，計画の段階で全員によって討議された。その結果，当村
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の実状では，新旧の道路が明瞭に判別でき，改菩された姿をつかめる場

所が少なく，また子どもの実態から，村の道路につ、、ては，今迄の学習

だけで充分‘詳細に共通の理解となっていない。それで場への誘導も考

えられたが，現場学習をするにしても，明確に問題を把握させるこ とが

先決である。そのためには，資料の提供により子どもの既有経験と知識

を整理しながら，子どもの虚をつく資料によづて問題を把握させ展開す

ることが，極めて有効に問題を発展させるのである。そこで資料の提'供

により，問題をはっきりと方向づけ，後に場への誘導により，更に高め

られた問題としなければならないと考え，第10表のよう‘に展開された。

。実験後の整理と考察

記録によって整理さIれた実験は討議されて，仮説及びj問題の発展につ

いても修正確認がなされた。この笑験では次のようなことが討議され

所見の欄に記入された。

・問題をはらんだ資糾であったため，子どもの問題の方向づけが，明瞭に行

われた。一仮説の妥当性の確認

・今迄の学習が活溌に話し合われ，充分整理された段階に投入されたのは有

効であった。 一同上

・然し話し合いの内容がもっと具体化《道の利用の薗から〕 される必要があ

る。一教師の働きかけ

・現場学習はこの結果，目的が明股になったので，全体でなく， 班別がよい

のではなL、か。 一次への発展

叉，第五学年の実験単元“農業協同組合"では，第三学年と同様な手順

と方法により，第11表の様な実験の結果を得た。
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第 10表

題の

問題の系列

発展

子供の動き

I~-、~、，~、~-、~~・-~-ザ~~-、---、，、;， ....._..，.，._，._，._，..'...........，.._.，__，.，......，._...".....，.、ん~-世世、-~

I .2正習知機が整理され活溌にしE首合われた

〈資料の提供) I 

今迄のことを思い出して気の付

いたことを話し合おう

「地図，地図」の芦で食い入るように見ている

・橋だ ・村だ

...があるがなんだろう

↓ ・道がここで曲っている今の道と違う

| は今の道だろうか|
| 新しL道を作るのではないか
↓ ・昔まがっていたのでなおしたのだ

|安尻の道l泊がっているだろうかl
j ・曲がっている ・まっすぐだ

|どんなになっているか見に行こう

・見学の目的や方法について話し合う

.見学後の発表

-古い道も残っていた

・・・は今のJriだ，まっすぐだった

!と竺竺っすぐにしたの問う |

↓ 
乙市ベf、Þ~、~、内d、，.................~へ---、，..，.，....~---_..........-_，..，，~・，~~、."...___....._，"'~-<./'..r.... ヘ-~、~、~、""
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学習内容 |資料 所 見

-道の種類

~ ，J___~一一L一一一一一……一一…由
-村全体の
地閃に，
安尻部落
の改修さ
れる前の
道をかき
改修後の
道をかき
改修後の
道を点線
でかき表
わしたも
の

-子どもの既有経験主知識を盤湿した後、子

どもの虚を突く資料であったため子どもの

発言が活溌になり，旦点線によって問題が

明らかになり方向づけがなされたので有効

であった

・子どもの曲がっているとL、う意味は，どの

ような内容と規準によるものであるかを朗

らかにすることが大切である

・見学の目的や方法も問題の把握により焦点

づけられ意欲的な展開ができた

・見学にあたっては目的が子ども全体に明瞭

に濯解されていれば，代表によっても学習

がぐんぐん進められて行く

Fヲ
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第 11表

働きかけ|問 題 の 流 れ|子供ら動き

。農協の組織はどんなになっていたか，

復習してみよう

く資斜の提供〉

前時のまとめを図示す -図示したものについて復習していく

• x村の農協の組織図
×全国的組織図

。農協は何のためにあるのか い農協は農民の幸福のためにある

D農民の幸福のためにする仕事はどんない古島協の機能とその仕事の内容を考える

ことか，その仕事はどうして幸福にな

る7J通

|糊ほどんな仕事をすればよいのか|

・指導部・・・・|農家の仕事についても世話する

・販売部・・・・旅なわなど農家でつくったものを売ってや

|る一組織の力で広く売る

・信毘部・・・・|農家の貯金や貸付の世話をする

長*の資本をつ守てやる

・購買部・...1位都に必製な品物や日常生活に必援な品物
1--a::1止話してやる

。農民の生活I"-a::守り協同の力で大きい仕事をするため
。平日給付の妥協はどんな|仕事をしていたいノートをだして村の農協とくらべて考え

か，ノートをだしてし|らべてごらん | る

|伽叩蹴…川 一4噺叩番斬幹制訓手京刺糊IJ胴l開用
れてLい、なL、のはは;? I 

oくらべてみて気のつい|たことはなL、かい 指噂販売信用はよいとl思うが，即時陶工少

| 、 l しおかしい

|石の購買はどこが怒しか

・購買部は日常品を売っていなし、

・小皮脂ヵ;あるから売っていないのではな

、、也、

-小売応にないものも売らない

- 村の人~ì l:!常品はどこから買っているか

.村のノj、死臨で買っているが他からも買う

o 購買部に問題があると|すれば設が悪し、 |・組合が思い ¥ 
| |・組合員が緩い/対立

のか，意見のある人か|ら発表してもら |
I I x売らないが惑い

う I I 
↓ I x買わないのが悪い
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学習内容|資料 l 備 考 。

-農協は農民の協同紙織であ

る

・農協は操業生産力を高め，

農民iの社会的経済的地位右手
向上させるものである

・農協の仕事の内容

ー x指導ー!県中央会，全国中

央会

x販売¥
X購買/県鱗員販農協連合

会

×県信用操協連合会

-村の農協も農民の生産生活

を守り協同の力でしごとを

するようにしていること ー

-村の農協は日常生産品のと

りあっかL、がうまくいって

L、't.{¥，、こと

x小売庖との関係がある

X組合が惑い点ーもある

X組合員の悪い点もある

-村の妥協

組織図

-全国的な

農館組織

図

o組締図援供

と一噴殻皮即tに乙子子白供は「王長是協はどんな仕事を

するか」 とL、づう問題:意意識は村の農蜂.協ゐ

みにしぼられるので「乙こでは長協一

般についてどんな仕事をするカかミ」考え

るのだとLい、うことを明確にしておくこ

ιが必要

・

。ノー トをだして調べる資桝による比較

であるが「前時において農協一般の学

習が付の長協の学習から問題意識とし

て自主的に学習されていないと，こゐ

比較から問題は発展することが困難で

ある

即ちここでの問題発展の契機は農協一

般から村の農協を対比的に見る態度や

意識が育っているとL、う前提において

可能

。 「設が悪L‘のだろうと」としづ問題の

発展は簡単なのようであるが十分子供

の自発的な学習意欲が高まっていない

とうまくゆかない

-37 ~ 
怠



|維が悪いのか

。誰が葱L、かきめるため|にはどうしても I?
わからなければならな|し、ものがあるが|く子供はぐっとつまって沈せんする〕

どうだろう(時聞をお|く】

。もし君たちが00教室|はきたないとL、|・ その数Eきをしらべる

おう主するとき，どう|するか
↓ 

|船員が日町一一志 1
しらベその買い方から考えてみよう

(実験後の整理と考察は所見参照〉

以上，仮説を学習単元の過程の中において重要なる問題発展の場簡に鋸

え，その妥当性を実証すると共に具体化を部分的に研究してきた勺

(ロ) 実験単元の展開 (望ましい学習単元の展開〕 ※ 

第 13表 。第て学年 Hゅうびんやさん"

|単元|ゅうぴんやさん |叫 1月ヒト 1FrTw 

問 題、 の 発 展

働きかけ | 問題が琉れ

導入(資料の提供〉

子供の邸j き

。休み中に交換した年賀状をもちょって話し合う

・誰からもらったか

.どんなことが笹いてあるか

-室長出入と自分とのつながりについて

・今迄，手紙をもらったことや出したことについて

|警防もお手紙柑してみか |

-誰に出そうか話し合う

く問いかけ〉ー(仕療のゆきづまり〉

・すぐ一人でお手紙付けますか

iぉ手納土，どういうふうに臨いたらいいのだろう|
-手紙の諮き方について話し合う

|お手紙の書き方につLて先生にきしてみよう |

・手紙の昏きノ与を学習する

|ゅうぴんごっこをしよう i
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しかも論理的思考の訓練がされてない

とよい討議に展開しない

その場合は教師の方で誰が怒いのかそ

れば何故かの問L、かけを行って問題の

発展をうながす必~がある
こと

※前述の様に仮説を問題発展の重要なる場商に据えて研究を進めてきたの

であるが，これを一連の学習単元の過程の中における，問題の発展の節

(問題場面)に据え，有効に活用することによって，次のような，望ま

しい単元の展開を構成した。

学習内容|資料 鐙 考

。変労さした

年賀状

。このような資斜の提供によって，私たちも

お手紙を出してみたL、とL、う意欲をもたせ

るためにはI J!}正有経験の話し合いにより親

近感と切実さをもたせるよう.な資斜の扱い

方が大切であると思われる

。0手紙の寝き方

i駒住所宛名
・自分の住所・名前
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(問L、かけ〉

・ごっこはどんなにしてやりますか e 

く仕事の行きづまり〉

|ごっこには，どういう準備が要るだろう i
・はがき ・ふうとう・ぴんせん・切手が要ることに

ついて話し合いそれを作る

・ポスト ・集配用かばんを用意する

.ゆろぴんやさんをきめる

・話し合L、で紋のお友だちに宮いて出すことにする

. 手紙~\!} く

.ゅうびんやさんは手紙を配る

-ゅうびんやさんがはがきの裏を読んでいるとい

うことから，ゅうびんやさんが非餓される

-書き方の正しくない手紙をポストに入れておく

(問いかけ〉

・書き方の悪い手紙があって，間ることができなく

なる

|吋のEしくーは配ることが叫がどう |
しTこらし、L、だろう

・どうしたらし、L、か話し合う

「破いてしまわうかJとL、うゅうぴんやさんの

芦に対して非難がおこる

・手紙の容き方を正しくすればL、Lゆだ，とL、う

ことになる 。
・手紙の正しい書き方についてもういちど勉強してゅうぴんごっこをしましょう

・手紙の溶きブヲについてもういちど学習する

・手紙を啓< . 

-ゅうびんやさんをきめる

-ゅうびんやさんは手紙を配る
く仕事のゆきづまり〕

-速い所の人への手紙をポストに入れておく

・途L、所の人への手紙を配ることができなくなる

同所の人への手紙が残ったのは，なぜだろとi
く問いかけ〉

・速い所への手紙を配る方法はないのですか

く資斜の提供〉

• r手紙のたびJのスライド

・ど5したらL、いか話し合う

・「ゅうぴんやさんがもっていくJ

「情や船で運ぶ」といういろいろな闘がぽ
る
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。手紙はその必要と悶件に

よって種類が具る

。ごっこに必要な物の働き

について

。ゅうびんやさんのあるべ

き態度

・手紙を読まない

・殴ったりせず必ずとど

ける

。手紙の書き方を1Eしくし

ないとゅうびんやさんが

めいわくする

。手紙の者き方

。手紙のた

びのスラ

イド

。子どものもった宮欲に対して更に教師の問 .-

いかけが働いて，仕事の行きづまりを;>.1毛主こ

させることは，次の問題に発展させるため

に効果的であると思われる

。ゅうびんごっごをしようとL、う~欲a，王子

どもから必然的にもり上ってきた意欲であ

って，ここに，教師のなんらの働きかけが

なくてもよし、ように息われる

く特に既有経験のある場合3

oごっこを行きづまらせ，発展させるために

次のような手紙を用意しておくのは有効な

方訟である

・相手の住所，または姓や名前のないもの

.自分の住所や名前のないもの

・相手に敬秘のないもの

・表と漢と限l添ったもの
・文字の位援や大きさの不正硲・不相応な

もの

。ごっこを行きづまらせ，発展させるために

速い所への手紙を用意しておくのは有効な

方法である
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(問いかけ〉

lFの手紙はどうしう山中のカ加み |
てしらベょう j 

-手紙のたびの幻灯をみる

・手紙のたびにつし、て昔話し合う

・行先の炉、から散がIf/jへMぶのかについて意見が
対立する

・もう 1回幻灯をみる

1311E正u例ぴん出社してみたい |

-こんどのゅうびんごっこはどうL、うふうにしますか

く問し、かけ〉

-ゅうぴんごっこの方法にっし、て話し合う

・場所を新潟市と手口納付の二つに分けて，一つず

つゅうびん問をおくことにする

-ゅうびん局はどういうふうにして作りますか

|ゅうびん局には乞ういう役目の人がいただろう!

-ゅうびん尚昆の役目について話し合う

く問L、かけ〕

-ゅうびんぞさんは一人でL、u、ですか

く問いかけ〕

|ゅうびんやさんは一人で¥'-¥，だろうか |

・ゅうびんやさんの人数について話し合う

「幻灯では三人位L、た」と一人の子どもが発表

し他の子どもは『そうだったJと奥口同音

|ゅうぴんやさんは一人ではどうしていけなω だろう|

・どういうわけか考え話し合う

・和納村二人・新潟市三人にすることにきめる

-どんな用具が要りた拘ミ

lFどんな闘が要るだろう l
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。手紙が届くまでの経路

・ポス トへ出した手慨は

ゅうびんやさんが集め

て局へもっていく

-局でスタユ〆プを押し行

先別に分ける

-駅から汽車で運ばれる

.行先の駅からゅうびん

事で局へ速ばれる

-局で更に細く分け，ゅ

うびんやさんが配る

o¥，、ろいろな飽設や多くの

人々の働きによって手紙

は安全に平く届けられる

。ゅうびん局の仕事

.集両日

・スタンプを抑す

.分ける

・はがきぞ切手を売る

。ゅうびんやさんの苦ヲ?に

ついて

。-F-どもが一つの苅題に直面している時，そ

の問題を合む資斜はできるだけ完成された

ものを縫供した方が非常に効果泊であると

忠われる

。ごっこの相談に於て幻灯でみた手紙のたひ.

がたえず泊認識されていて，はじめて教師

の問し、かけは効果拘であると恩われる

。ごっこの細殺が常に軌道にそってスムース

に進められるためには，ごっこの目的に焦

点づけられた教師のL、か開けが非常に大切

なようである
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-必要な用具につし、て話し合う

(問いかけ〕

-ポストは一つでし、いですか e 

(問L、かけ〕

i三三竺ーァ勾昨一つでは主竺竺竺jとf二|
・ポス トの数について話し合う

・一つだと速い所の人が困る

.手口納でも三ケ所にある

・駅の前と同の前におくことにする

・数室でのごっこの具体的な図を話.し合L、主共に議

板に記していく

-岡兵を用意する

・役割りをきめ準備する

・手紙宏蓄し、てポストへ出す

|自分の出した酬は正しく併の人に辰吉石什

-ゅうびんやさんがポストの手紙をあつめ始める

.役のない子どもはしんけんの観察する

-まだお手紙かし‘てし、る人があるがあつめてし、L、ですか

(問L、かけ3

|ゅうびんやさんはし何紙をあつめるのだろラ|

・いつ集めるかについて話し合う

-スタン/プはどこべ押しますか

く問L、かけ〉

-3民タYプの折Il_..てある場所について話し合う

|行先が間違わずに分けられるだろうか 1

・ゅうびん局員の仕事ぶりを他の子どもは凝視して

いる

|ゅうぴんやさんは院議わずに配ることができるだろうか |

・こんどはちゃんと手紙が届きましたか

-44一



1
0手紙が届けられるために

必要な施設・用具

・スタヅ7

・分けた手紙を入れる袋

・汽車 ・自動車

・駅・線路

-お金

-ポスト

0ポストの数

・便利なように所A設け

てある

U手紙の主主E記時間はきめて

ある

口スタ:/7.vi.切手の上へ押
してある

。ゅうびん局員の苦労につ

いて

。書き方を正しくしないと

ゅうびん局の人がめいわ

くする

。ごっこが進むと共に手紙の経路における重

要なる場面，即ちゅうびんを集める場，ス

タヅプの押し方などについての教師の問い

かけは子どもに問題をもたせるために非常
E

に大切なようである
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く資料の提供〕

|正しくゅうびんごっこができただろろか |

・受竹とった手紙を発表し合う

.かき方はどうか

・現り方はどうか

-以上のことがらのFtでまだ理解の不充分なところ

がー，二あり，充分話し合う

b 

-教科書の手紙のたびの絵

(向L、かけ〉

|私たちもごっこをわかりやすくれれよi-;-I
・話し合いで紙芝居をかくことにする

.分担をきめ紙芝居をかく

-発表し話し合う

-それではこんど一人でどんな人の所へでも，お手紙出せますね

片手倣書いて出そう l

第 13表 。第四学年“西J1Jと大河津分水口

|単元| 西川 と大河津分 水 |期間 I9 月~ 10月

問 題の発展

働きかけ i問題の統れ|子供の動き
o導入段階く場への誘導〕

。次の二つのめあてをもって西)I[の勉強にいきましょう

×酒)1)の利用の仕方はどうか

米西川のでき方はどうか

。数摘が特に意図した見学場所で話し合い，意見

を出し合って/ートに間違いを記録する

|咽 1)の働きにつして見学してきたものをまとめてみよう l
。どのようにまとめたられ、か

or&官重を黒板にかき出してわからな.~、ことをまと

めるくデメカツショνによって問題をしぼる〕

o丙川の71<.が少ない2こ「ど」 の71<.が何もなくなる
o西川の土手には水門がたくさんあるのはどうしてか
o古川はいつごろできたか

。どんな川が西川とつながっているのか

。西)I[だけどうして砂がとれるのか

-46ー



。ゅうびんやさんの苦労に

ついて

。手紙の働きによってお互

に交際したり，助け合っ

たりすることが恒利にな

っている

。教科書;の

手紙のた

びの絵

。手紙のTごぴを紙芝居にまとめさせるために

は，教科;警の絵の提示では，与えられた資

料があまりにも完全で，解決に直結するた

め余り適当でないと思われる

学習内容|資 *'} 備 考

10西川附近の特徴と概観
| 土手が耕地より高くニ
蓑土援であること

・多く71<.門で「ど」主つ

ながっていること

・砂手IJ・砂巡びの船の通

り道であること

・この辺で一番大きな}II

であること

。場への誘導の際には，目的を指示して出か

けても，なお，外的条件に大きく左右され

がちなので観揺させる問題場部をいくつか

しっかりもって出かける必要がある

。問題が多くでてもしまりがない場合には，

一つを取り出さずに， 子どもの日常経験し

てし、る「西川をどのように村の人はつかっ

ているか」ということで共通な問題に引き

もどしてやることが大切なようである
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-西川はどんな役にたっているか

。馬淑どは四)11から7l<-をとるので篠山も危介にな
‘， 
Q 

。西)11のil<.I'土問へ7l<.をかけるのに多く使う

0水道の7Kく巻・吉田・四)11町〕
o ~ë濯や船の通り道に役立っていお

。燕市も西川統域すご、 ¥ 
〉対立

。中ノロ川へ通じ船で新潟へもゆける/

。西蒲原郡の地図を各グ}t-ープへ提供する

×西JIIを概観させるくどこからどこへ〉

×地理の読み方Eしい見方ができる

U 

×西)11流域の町村を拾い上げられるよう

I~西川の7陪つカりでし、るのはどこの町や村だろう l
o流域町村をノートする

。児童対立の商を解決する (グループ学調3
0 r-tノロ.と信機川で郡境界で対立

I 0西蒲原郡はどこからどこまでだろう 1

0西)11は西蒲原郡の大体中央を流れていること

o西)11l-な郡全体の町や村にL、る¥
/村立

均ノ口もあるからそろでない/

|。西川tまどの位の田ヘホをかけてLるのだろう |

o 阿川だけで西蒲原郡のお百姓さんは安心して働けるだろうか

0)馬郷どや飛落川や失:川・新川!も西川とつながる

大事な川だ

ロたくさんの川がつながってL、るし，量豊潟へも集

ってL、る c!馬摺どの伝説が話合われる〉

|咽 11;tつな也!竺しいう |

。西蒲原郡1の地図をみながら

。地図にかきながら調べる ¥ 
¥対立

地図でしらべてから川の分布図をかく/

。各ダループで討験する

×内野町に於ける西)11と新川の関

係

×・γ・でかかれる罵宮山ずい道

:霊晶君主の関係)には集中することを予想して与える

lド門門門矧哨州州新劇蜘j川川11陀主川川丙剛川…
o樋曾ずし、道つてFだろう | 
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。西川の利用 「越後と佐

-滋搬用水として役立つ 渡」

ている p.1Hの図

-水道の水に使われてい

る

-日用品洗沼用水として

使われている

-船の滋

b土地改良10学習のねらいに近uづけるために， 学習を中
区〉 断しても正確に地図を見ることのできるだ

|・西蒲地図ー けの基礎知識を与えて仕事に取組ませるこ

とが必要である

。地図の見方

-町や村の境界名前

-いろいろな記号
r 

。西蒲原郡の概観 「越後と佐

-西蒲原郡の広がり 渡j

-西)11の位置 P.15の図

-耕地のようす (， 

|。子どものもった問題肌て更に角度をか
口

えた数師の 『問し、かけ」によって更に仕事

ロ西蒲原郡の)11

のゆきづまりをきたさせるようにすること

| も効果的なようである
-新川・凶)lJ.馬姻ど ・

飛落川・和納新川・矢

)11 

。新)11と樋曾ずい道の位置 |・商務地図
。新)Ijと西)11の関係
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j--;;たくさん川があるから地図にかこう l
o地図のかき方を討議する

く経緯線をかL、て模写する)

。地図に川の分布を記入しながら

各グループ丙討議する

。意見対立で論がかわかない

l。……し…へやる l 
o新川は西)11と、つながっていないそうだぞ |

019蒲原郡はどんなでき方をしているんだろう

く地図セ提供する〉

。海辺の方t士山つづきで土地が高

L、

。鎧潟へ}Ijがたくさん集づている

ので土地が低いんでなL、か

。矢)1)は藤彦山からでている

|。西)1悶鯨郡中の間怖をかけるのでなさそうだ |

。どうやってしらべるか

。みんな意味があると思うからよく考えてみよう

。役場できく

。農場がよい

o地図をもらった竹内さん(土地

改良区勤務〉にきく
F 

。竹内さんにきくのがー番よい

。では何をきくのか考えてみよう

。 西川の7~を使っている耕地面積はどの位ヵバ

07百}IIの71<.を使っている町や村はどうか 1 

。代表の決定と訪問練習

I 0きいてきたものを発表しよう |
。地図を見な払らきき，質問があったらどしどしやろう

o. i!!)I]の水を使っている町や村
新潟市，他丘町五村

r、

。西川は九千町歩で西蒲原郡の約

半分

ロ樋曾ずい道は何ずるんだ

×作られたわけを討議する

io樋曾山ずし、追跡除るから捨てるんだi
I~雪どめ}与を捨てて大蛇防ぐのでないか l
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。地図のかき力

・経緯線で区切って模写

する

-紙を折って

・方位・縮尺

・いろいろな記号rの使い

方

。

。単に地図を見てが〈くというのでなく，問題

を持ってみたり，かいていくように仕向け

ることが大切である

ぞ・

。西藷原郡の)11の分布状態|・商務地図 10核心に誘い込むよ5な話し合により，子ど

もが帰納的に問題を解決でき，更に新しい

問題を生み出しうるようにするととも大切

。多数決とは少数怠見を十

分考えてとりあげないと

危険であること

oIEしい訪問の仕方

である
U 

'.J 

'.) 

。訪問学習の仕方にはいろ卜土地改良10発表の仕方にもいろいろあるが，この場合
いろある | 区資斜 | は各グノレーフ・毎に地図をみながらきき，疑

・みんなでいってきく I I 聞について討議しながら進めることが，自
・織がききに行く ・ | い | 分遠の問題として意欲的応学習していくこ
・グループでききにいく | ー lとができるようである

。西)11の濯i銃・耕地面積や
恩恵をうけている町や村

、。
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a、

。見たことのある数人が説明する

I~ もと西川前回のところでつながっていたんでないか|
。樋曾ずい遣について問題を拾い出してみよう

ー補説ーr:樋町L道の紳
Xずい道の工事前後の農民のこと

'X土地改良の継進

。騒曾ずし、道は何の為にし、つ作られたのか1

。どの位の期間とお金がかかったのか }の関係

。ずい道の仕組み j 

白新川は鎧潟にたまった*を捨てるのにつくったんでな |

いか，人dはくらしに困っていたんでないか | 

(。蹴収干拓しようとしている

。曾根のところに排水機がある

。新川の歴史について繍説する

X苦草原の低湿地帯に住む人止は毎年苦しんでいたこと

X鎧潟や附近の潟は笑回にしようと工夫されていたこと

Xその為に.J;J~*カ主必要であったこと

×内野町で西川の"fを通して海へ損T7Kしていること
×改修にはいろいろの苦労があったこと

X銭潟の干拓で一周霞要なものとなること

。人の為になる仕事をするのにどうして反対するんだろう

ロ西川はそれではL、つごろできたの力、西川がなかったこ

ろこの辺はどんなだったんだろう

bzt3川!のことについてしらべよう

一補説-

x西蒲原郡の大部分の耕地が西川によってし、ること

x郡民が洪水によって毎年苦しんでいたこと

×西川の歴史

X船通としての凶川

X村の発生について

f') 

。今は幸せだなあ

。田を耕すのに大~だろう

o Jl!を掘るのに苦労しただろう

|。一島の一間…;::-?-c~ f
たのだろうか

。西川ができてからこの辺の人は洪水に苦しまなかったんだろうか

5~ 



叫

f、

b 

。大部分の乎どもが経験のない場合には経験

ある児童に一くわしく説明させ，現場のよう

すがはっきりlえがけるようにしてから討議

させるようにしたし、

。目盛曾ずい道 い郡資料集

・排水として樋曾ずい道 f 0 

の必要性がわかる

・樋曾ずい道ができるま

での苦心

・完成前後の抑援のよう

す

。新)11の働き
・新川は排水として大き

な働きをしている

-新)11を掘ることによっ

て多くの新自を開発し

fこと2二

- 鎧潟附近の農民は~JIl
の開発によって，生産

もあがり，くらしよく

なったこと

・鎧潟附近は湿地帯で附

近畿民は大愛国ってい

fここと

。矢島根t]<.機

o西蒲廊防地勢の概観

・海岸ぞえは山地・砂仔一

地になっていること

・鎧潟の新開拓言1・問

・樋管により西)11の下を

通して海へ努ヤドしてい

ること

・鎧潔附近は清原の最低

湿地借であること

・多くの川iが鎧潟へ集っ
ていること

・存者原め中央を西JIlが草花
れていること

-冊上

r、

n 

円

-同上

;， 

(> 

e、

。

す・
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。西川だけで安心してぐら

~ せた

。洪水がでたので中J口m
をほった

。まだ土堤一切れがあるそう }対立

、、 ". ?と 3 

。洪水がなけれ随曾ずい道

などほらなかった石う

大部分のもの(洞察〕

I 01西川|ができても洪水があっTこような気がする i

o中ノロ川の掘られたわけを補説する

X中ノ 口川も西)11と同様F陸海用水をしてできたもの

×西・中・南蒲の耕地をうるおしていること

×中ノロ川も度k氾らんして農民を苦しめた

.. I 0中/口)11叫ん一四)11叫して人kl
l‘ U 

を苦しめたにちがし、ない | 

:哲男2磁堤〉困窮して出額ぎと娘を売る苦しみをしたこと

。農民はあきらめてL、ただろうかくグヅトつまる〉

地図を提供{部分的に広大し?と地図
i分水中心OI"Pで

o気の毒だ，とても子供など売ら

れない

。年賀米などおさめられなかった

ろうなあ

。仕事をする張り合L、がなくなっ

すこちろ

。大河津分7KでなL、か

-大きな71"-門があった

-船が上り下りしていた

.川が二つに分れていた

I :新聞11をほってー叫んでなけ |
。どんなにしてつくっ式こんだろう ι i 

o話し合いで分71"-を想起させながら補説する

x 信濃)11の概観

x完成までの経過と苦心を歴史を追って話す

く特に本間数右衛門等の努力と苦心を中心に〉

ー54ー
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10苔)11の働き
・信濃川の沙i7}o;.に苦しめ
られていたこと
・西)11の歴史
・洪水を防ぎ，滋淑用水
として西川がほられた
こと

-西)11の遥船
• )11の開発主村落の発生
について

oJIIの種類
-用水 ・運河l
- 排;~ -='Jjとしての
働きをもっていること

。中/口川の働き

-函)11と同じく漉・御用水
船の道と大変役立って
L、t.:こと
-西蒲・中蒲の二千八百
回J歩が中ノロ川の恩恵
を受けていること

-分，}o;.ができる前は度A
洪水がでて農民が大~
苦しんでし、たこと
-出稼ぎ
・人身売買

。大河津分フk

.大河津分水のできたわ

けがわかる

・{言濃川の位置とその働

きがわかる

-大河津分7)<.のできるま

での苦心がわかる

・大河津分7)<.の果す役割

がわかる

ー、

‘ 

r 

。謙譲によって或る程度理解が深まり，それ

をもとに洞察が可能と考えられるような場

合には更に児設の意識を高めるための発問

を用意しておくことは大切である

(， 

-越後と佐

渡 P.16I 

。ゆきづまりを起させ，視点をかえさせるよ

うな発聞に資料を加えることは問題把握に

有効である

。三年生の段階で遠足とL、う特殊条件のもと

で見学してまたことを当にして学習を進め

・同 上 | ることは一考古ピ要する

-越後と佐

渡 P.17 F 

円

• 

，、

日



。士良工簡の世の中だから仕方な

』、

。機械があればこんなに苦労しな

かったろう

。完成した時はどんなに嬉しかっ |

たろうね l 

I _ ~ 今のような分水になったのはいつごろだろう I ; 
×自動せき・可動せきの完成

x分水工事と新国の開発について

。どの位晃子fしい回ができたか

。新潟県は分水ができてから米がどの位多くとれるよう

になったんだろう

o竹内さんにきいてきて発表しよう

x 1反につき L石7斗9升増以となる

×越後平野のできたわけを話す

く信濃川・阿賀野川による沖積平野〉

。郷土の開発を復習しながらまとめてみよう

・話し合い

c中笥地方図
×白地図

総裁

(X開発のようすを歴史的に位置づける
開発個所，農民の生活，生産量の菱化等々

c越後の平野の特徴
xこれに関連する他の平野のでき方

。欽科惑のP117......P122まで鍵示してよませる

x)lj'<の大小をくらべる

x~ムによる災瞥防止

o P，4を提示

。百姓のくらしをよくするためにとんな仕事をどんどん

やった方がよい .

。娘を売るなんでなくしなければだめだ

。大きな川や平野にはみんなこんなことがあるのだろう

も、

。石狩川や重量上川も大きLサ11だね， 信機)11と同じに洪水

が度Aでたんだ

o ~ムをたくさん作っているね，何するんだろう

ログムを洪水を防いで回を開発しているなんてこの辺

大安ちがう

X線合開発〈石狩)11)
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。土畿工簡の世の中だから仕方なー
、。、

。機械があればこんなに苦労しな

かったろう

。完成した時はどんなに嬉しかっ

たろうね

I 0今のような分机なったのはいつごろだゐう1

x自動せき ・可動せきの完成

×分水工事と新回の開発について

。どの位新しい田ができたか

。新潟県は分7}<.ができてから米がどの位多く乞れるよう

にデ£ったんだろう

。竹内さんにきいてきて発表しよう

X 1反につき 1石7斗9升地収となる

×越後半野のできたわけを話す

(信濃川 ・阿賀野)IWこよる沖積平野)

。郷土の開発を復習しながらまとめてみよう

・話し合い

(刈t部地方図
×白地図

謙譲

(X開発のようすを歴史的に位置づける
開発個所，農民の生活，生産盆のE主化等々

c越後の平野の特徴
xこれに関連する他の平野のでき方

o数料沓のP117-P  122主で提示してよませる

x)lrlの大小をくらべる

x~ムによる災害防止

o P'34を提示

。百姓のくらしをよくするためにとんな仕事をどんどん

やった方がよい

。娘を売るなんてなくしなければだめだ

。大きな川や平野にはみんなこんなことがあるのだろう

台、

。石狩川や最上川も大きしづ11だね，信濃川と同じに洪水

が度々でたんだ

o 1lムをたくさん作っているね，何するんだろう

O ~ムを洪水を防いで回を開発しているなんてこの辺

大渡ちがう

X綜合開発く石狩)11)

ー56-
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。分水の完成によって新岡

ヵ:開妬されa生産を高め 1 r 

ることができるようにな

つ?こ

07}(.容に対して人Aは協力

して対策をねり，困難な

仕事をなしとげてきたこ

と

07同l胤合の仕事がわかる E
己

-日本地理

。越後平野のできたわけが
，大系

わかる

。目本会町のような平|中部地カ l む

野があるのか 図

。日本各地の川の位置，大

きさ

・億浪)11.石狩川 ・最上

}II・利根川・木曾川等

I )( 

c 
・教科書 |。教科書を酬として提供する際にも，それ

・(!Jj，百年鑑 |がどのような要繋をもつのかはっきりつか

ヰ

ι 

んで与えないと，見るだけで終札問題を

持たないことが多いので注意したい

c 

t' 

ニら，7-= 



x)11の形をかえて鉛遂をよくし大水を防ぐ

Xダムー→電気一也場

×〆ムによる漉i銃
×泥炭地の開発

x機械がたくさん使われている

。川{本でこんなにも多くの開発ができるんだね，北上

)11よりすごい

。北海道開発庁・北海道庁って何だね

o北海道っておそく開発されなんだね

q数科替地図を中心に補説する

X綜合開発の必要性と石狩の概観

X日本各地でも同様な開発が多く行われてL、ること

1 0 時 中山……くらωよくね |
だろう l 

x停電がなくなるだろう
×科学が進んだからだ

I 0昔もこんな機減があれば楽だったろうね 1
。「箱根用水」の本をよむ

×箱根用水の位雷.と農民の苦しみ

×年貢米滞納による重罪

x圧迫にまけず，困難を克服しての漉漉工事の完成

。今のような道具があればのう

，、

E、
。仕事が進まないで張り合L、がな

かったろう

oこの辺の開発にょくに屯L・7.>0 

。米がとれないのに年貢米をよこせなんてひどい，今な

ら裁判所へうったへるれや

。武士も坊さんもいばっていたんだね，誰がし、ばらせて

いためだろう

ロ自分たちも図っているくせに，よい計画にどうして反

対するんだろう

×封建社会と;農民のくらじ

。自分7こちならだまっていない

。外国の場合はどうだろうと教科書P.I05を提示

-58ー

。菅の開発はいろいろ犬漆なこと

があったのだなあ

。テネシー川の綜合開発

。大きな)11で日本の)11はくらべも。

のにならない



-綜合;開発が行なわれ， l' ". 

科学の進歩によって川

の形をかえる

・7fムで発電し，濯i箆.I ・"c 
用水に役立てる

-新国を開発

など大規撲な原発が行わ

れていること

ロ北海道開発庁 ・北海道庁

の仕事

。綜合開発の必要

。日本各地に大規模な開発

が進められていること.

。封建制度下の農民の苦労

。あらゆる苦しみにたえて

も人々の幸福の為に，工

事完成に努力した人Aの

苦労に感謝すること

。テネシ戸)11の開発が科学

のカとすぐれた技術が役

立って，これでやりとげ

られたこと

。

-郷土の開

実につく

した人k

c 

-教科書

・アメリカ

大陸の地

図

F 

ι 

白書寺間的流れを追っていく補説を進めるのも

一方法であるが，昔と今を比較しながら学

習していく方が問題をはつぎりつかみえて

生き生きした学習ができるようだ 、心

ι・

tJ 

ra相

‘
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ー締説-

Xアメリカ ・テネシー川の概観

×科学の力による大工事の完成

×綜合開発前後の住民のくらし

中国

×准潟の綜合開発についで

。日本の開発状況をまとめよう

。〆ム ・公園・養魚場主なり.t 大

きな般の道与なっており軍日本

と大.~ちがう

。機織がちがう乙電動νマぺノレ〕

む

×日本の札予努と概観

(ojl|の征服と綜合開発の促進の必脚

。料撃のカ，すぐれた技術の活用

現在もさかんに開発が行われていること

。われわれの郷土の開発はこれでよいだろうか

o発電が進められているところはないだろうかな

0 只見川¥
〉は綜合開発している

o三面川/

I_:信濃)11時一ドくり白限移〈…|
よL、 l

ー納説ー

×新潟県fi.日本で有名な発電県であること

×工場の立地条件と発電の関係

×県内河JIIの綜合開発

Eユ

zコ

0耕地繋還や用水事:þ~をよくして

米がたくさんとれるようにしな

ければだめだ

X県内郡内の開発状況をまとめる

X今までの開発の手奇心

x必要とされる開発地務

o掘りよげや沼を早くうめて，新

しい回をつくる必要がある

。西)11の開発をまとめよう 「幻灯 ρgs}ll/iJをみながら学習をまとめる

。

- oo ~ 



。大きなしごとをなしとげ

るには大勢の人々の協力

がなげれ呼できないごと

-朝日社会

科年鍛

-白木地図

olllの多い日本の)11の特徴 ・教科書

。大震左翼な電源開発カ市わ

れていること

-三面川
-越後と佐

'. 

。単に川として考えるのでなしに，とりまく

自然環境と結びつけで開発のようすを考え I

ていく方がより感銘深いようだ

卜仰の轍を自分の脚ーめて考

えることは困難のようである

。中部・関東・奥羽の111信
波 P.221 

地帯の川が発電され，特

に新潟県は有名な発電県 ・県都地図

であること

。郷土の開発

-耕河新川田地lのの盤改開理修発1による生産増要強性の
必

円

。川のよりよい利用の仕方 ・「函)IIJの

-~t: ー

‘ 



第 t4表 o第六学年“政治のうつりかわり"

|単元|政治のうつりかわり |期間I6月.--7月|

. 

問

働きかけ |

題の』 発展

開題の流れ | 子供の動き

導入 前単元の終末を導入とする

私たちの生活はみんな の

幸福だろうか

何故そうしなければな

らなかったのか

|FF翫 L刈叫一る臥吋一人川や

くある I 

。学校や家でも民主的でないととがある

・学校生活では

人権の無視

男尊女卑の傾向が強い

到来襲児議カ丸、る

・家庭生活では

巨Eの問題 I

無暴な長室矯要望嘆

失業の問題

心中などの事件

|困ってL山…故|
いらない金を使うのだろう | 

。古いしきたりゃならわしがあるか

ら聖夜中心の考えが強けきっていない

(墨〉
f註』 紙数の関係で省略する

2.4.4. 場面設定による比較実験的研究 〈仮設の分析的検証と拡充〉

① 実験のねらい

c 

f 

じ

C 

F 

-

ι 

先に述べたように“児童の虚をつく資料は有効である刀とか“視聴覚教材

の活用が有効である"というこれらの仮説は，子供の問題把握と発展の一応

-62-



の傾向をのべたにすぎない。もちろん，そtれは実践のうらづけをもっている

とはいいながらも，なお，観念的な範囲を出ない表現が多い。従って，これ

守中円???芋苧苧喜子tffFFFL414L?ち，皐午申セミ子苧苧事?事，古宇?
いたものというにしては，余りにも漠然としすぎる。われわれは，これを更

に分析し深めていかなければならない。さて，われわれがこの仮設を設定し

た論拠をたずねてみると，それは目常の学習指導における資料、の与え方から

帰結したものである。従って，その学習の〈効果問題〉把握は資料そのもの

と，それに対する教師の助言の二つが綜合されて本たらし.たものということ

がでぎるであろう。つまり，さらにいえば， その効果は(資料+助言〉によ

るものであって，その効果が，資料・助言のいずれに重点があるかは明瞭で

ない。そこで，われわれは資料・助言各々について，その作用を究明してみ

ようと試みた。この両者を分析的に検証することによって，仮説がさらに深

めれら，掘り下げられると考えたのである。

実験の方法

(A) 資料の効果をみる実験

(1)資料を附加することによってく助言なし〉子どもの問題がどのよう

に変容生起するかをみるものである。

(註〕助言はしないが教師の存在を無視することはできない

この実験では，各学年の子どもを同ーの資料に対させることにより，問

題のもち方についての学年的段階もみることができる。

@ 

質のちがった資料を与えることによって，子供の問題のもち方の差

をみるものである。

(B) 助言のちがいによる問題発展の操相の差をみる実験

これは，学習過程において，問題をさらに発展させようとする時，与え

る助言のあり方によって，その発展の様相がどのようにちがうかをみる

ものである。

(ll) 

この二つの笑験について詳細にのベる。以下，

③実験の実際

AIの実験・資料の附加によって問題がぎのように変化するか己

-:".63、t
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-その学隼的なもがいは£ラか。

(a) 実験の場の考察

ある場に，条件を加えるととによって，問題め発展する契機をとらえ

るためのものでおるが，われわれはその構造を下図のよ)i三考えた。

(AM十c)......p 
p主p'ゐ差はd位よるものであるの

A'~a+b十c+α〉 ・.....p' 

(註)A....~をJ料 B....助言 G....その他の環境条件一切であるく教

飾の影響は多少は入る。)p....同題怠識 A忌....abcなどの内容

以下略

このようにして完験することによって，子どもが自己の能力や既有経験

にもとづいて，それぞれ異なった資料との取組み方をする様相をできる

だけ科学的に観察評価できる場の設定を考えた。

(b) 実験の場の必要条件

しかし，このような実験は，すべての契機についてできるとはいわれな

い。そこで，このような場の必要条件として放のことが考えられる。

付) 学年差や優劣差をみるための場の必要条件として

(1) 条件因子が比較的坊らかになっているもの

(1f) 同一因子でも優劣差や学年差でいろいろに働〈可能性あるもの

(11) 同一学年なら児童が{白人的に変っても，同じ活動が展肉される

であろうと容易に浮きえられるもの

clv) 外形的国子で行動の展開が比較的明らかに洞察されるもの

(同条件因子の差によって活動の容変をみる場の必要条件として

(1) 場が含む因子が比較的明らかで，一つの因子をカqえることによ

って場の主体的条件が具なってくるもの

(JI) 加える因子は，場の条砕を変えるのに有効なものであることが

必要である

ぐ1) 行動の変化・思考の発展が加えた因子から，充分，観察される

と忠、ゐれるーもの

(皿) 結泉り予想珍3いあいろ考えられるもゆ

ニ 64-=



などである。そこで，このよ うな必要条件をみたしうるものとして

{環境の設定(・年~三年〉i の二つの実験の場を設定することにした
資料の提供〈四年~六年〕

(c) 笑験群の構成

さて，このようにして，実験の場を一応規定し，実験するとなると，ま

ず，考えなければならないことは笑験のための子どもである。そこで，

われわれは実験群含次のように考えた。

付) 等質群の編成

AのIの実験は2 問題の発展してし、く様相を資料の変化によってしら

べようとするものでおる。ところがわれわれが日常行っている問題発

展の学習に於て，もっとも障害となるのは，特に優れた子どもと劣っ

た子どもである。これはグループダイナミックスの問題でもあるが，

前記の子どもたちが強〈影響していることは， いつも経験していると

ころである，そこで，われわれは子どもの問題センスの優劣に注目し

て男女各々優一劣ーの等質グル{プ(一群六人〉を編成して，その変

化の様相をみよう としたのである， しかし，等質群をつくることはむ

ずかしい。そこで，われわれは等質群編成のための調査基準として，

次のようなことを考えて編成することにした。

即ち

(1) 社会斜椋合学力・ 問題解決能力・実験内容に関する レデネス調

査

(][) 国語算数能力・知能指数

CUD グJレープグイナミックスの問題 ・指1導力 ・協調性・友人関係な

どである。

(d) 観察と評価の妥当性合もたせるために

付) 結果の処理にあたっては突験を妥当なものにするために次のことに

注意する。

(1) 笑験群には二人の観察者がつき，観察者の存在がグノレ{プの雰

間気を制約しないようにする。まじてグノレープtこよって観察者の条

戸 6')-



保が異ならないとと。

(n) 観察者の記録の整理や結論の導き方に差異のないようにするこ

と。

(1) 実験結果はいろいろでるであろうが，その場合，条件因子の関

係を明らかにし， その差兵をよく検討することG

(ロ) 評価にあたっては，教師の観察及び質問紙によって，次のことを適

確に把握する。

(1) 個人の活動とグノレF プの活動。

(n) いかなる活動がrんな因子との関係で生じたか。

(目)最初の活動と最終の活動でどんな変化がみられるか。

(日〉子どもの問題の調査と分析

CV) 実験群によって常勤の差はどうか。その原因は何か。

〈日) 時間的経過とその差はどうか。

(刊) 独語とささやきの内容とその分析。

(e) 実験の具体的方法

開計画の立案

以上のような実験方法の共通理解に立って比較実験計画を次のように

立てた。

第 15表

0小学校社会科単元学習における比較爽験計1!!ii表

(環境設定(1 年-3~) 資料の提供(4年-6年)1備 考

目的

学動ヂるる年務やグこ訓怠ル主理又欲にはにプ主常開別りど，ての揮見高子よ、供にかiう乙張のなおな活菱ける

学年別又は月向1学年におけ
るグループで，どのよ

きうT下なこ左活か動や学習烹欲が起

以 に同じ

化が見られるか

場件の条 砂1百，数穫の絵本，机， 都市別人口統計・ 実臨去に入る時，子ど

精子，黒板，チヨー7， 都市別米産額表 もに鉛筆，ノ ートは持

板ふき 都市J}1j農家戸数 参させる

県供米高

県産米移出先

輸入食糧の図と絵
..‘ F も 『

-66ー.



一 旬

実験グ 学生r:31]....1年から3年 同左 . 
Jレープ まで

同学年・・・・男の優秀グル

ープ， 劣勢鋭/，(、グループ
の優秀グル

ープ，劣グループ 1 

-優劣は社差会を科中心問題にわ解決
能力の 中 け
る
グループの人員は6人
-4人

実験の①レデネス，腕経験等|雌
方法 はできるだけそろえる

②観察者 3 ~ 4 名 尻左

③普通の教室でやる 同左

③児入童るへの提す示一教室に
前tこる

「これからみなさんの入 白紙，白地図，鉛筆，

高計調る由島教べ室ぞ表にはいろいろの統がはってあり グνョ-:/， 県地図を凶
これを見て皆さんが ;志しておく
の上， やってみたい
てみた，..いと思うこと

をやって」針まらきすんZ。-な1.:先さ先生生L芝、。方に
必云要えなば紙あやげ 方

はみなさんのようす，JJをU見
せてもらいまそすR政F巳が， りに

兎にやら相てっん談Lなて、すまくすが， 先生方
殺えたり，相にのった

るのではなく りはしません。また先生

だ隠さいす。るまた がいるからといって遠怠

先生方に逮 必も何至芸 したりしないでもよし、。
はいりません。で 何んでも思いついたこと

か不足の時もはいの先。が何あ生った でこれはよいことだと思!

ら，そくの にい 足さるう時Lとり。なとをやし仕っ事てごらんな. ってださ でも も をはじめ|
思いついたことで，こ またはじめてから

れはよいことだなあと りない先くも二生の度がにく話ありっし返たてすらく〉思ったことをやってご l?そとの時は
らんなくさL、。すJ。 さい。」
二度りかえ 同左

信揖件操挙回向むLニを撤剖〈回加し回おパt囲ぷ目えもス路に，もてメ次上喜や線自スの子碩〉の網主陣場絵付同に園の条

世表界白地地図図.郡全J国貿易関.
じこ く 県，全国〉
入れ

，内県地汽

， 

⑥作打切業打る切り 20分後に 同左

一 一
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観察し|①教師の観察
カ汁ー 1 

，~ I ・教室に入って何分後
にしだしたか

・作業常はじめたのは
何分後か

・グルーデ各員の関係
はどうか

・どんな作業がはじま
ったかどんな魁邑を
辿るか

・作業の途中でトラプ
ルは起きなかったか

.何か不足のものはあ
ったか

。②質問紙調授

めはじめだれが，その
しごとたしよう主い
レだしたか

@そのしごJ:の怜のし
ごとをやろうといっ
た人はありますか.
それは識か

③このしごとがよいと
思ったのは何があっ
たからか，維が云っ
たからか，それは何
か，誰か

手ろもっとこんなものが
あればよいと思った
ことはありませんか
それは何か

@この仕事は前にやっ
たことがああか，そ
れは勉強の時か，家
であそんでL、る時ーか

のこの仕事の次にもつ
とこんたことをして
みたいと患ったこと
がありませんか，そ
れは何か

@途中でおもしろくな
L、ことがなかったかじ
それは何のためか

③もつλζんなものが
あればこれこれのし
ごとができると患っ
たことはないか，そ
れは何か

同左

lε~~まではl司左

⑨この仕事の他にあなた
がこんなことをやって
みたいとか，また区践
をみながら，これはど
うしてなんだろうと疑
問に思ったことはない
か，それはどういうこ
と治主

@これらの図表をつかっ
て，こんな学習をした
らよいだろうなあと思
ったことはないか，そ
れは何か

@これらの図表の巾で不
必要なもの，わけのわ
からなL‘ものもありま
せんでしたか

・不必要なもの

.わけのわからないも
の

制市所見の角度

環境条件として最も
強く作用したものは
何か

・グループによってに
どうか

・新しく加えた条件で
子どもの学習意欲に
強く影響したことは
何か

・学年によって活動の
展開はどうもがった
カ‘

-予想外の活動は何か

※質問紙処理の角度

・グループの要因

-行動の条件11..何か

.誘発のための条件

.促進のための条件

.阻止する条件

・発展する行動

・とらえられた問題

たし験

-

実

-
で

回

屑
闘

"

、，ノ
H
HHr

-

験

手

-
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b
g

第

づ

f
、
ト
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聞
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引

に
の
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計

笑

験
実
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(1) 放課后p 各笑殺砕毎に問題の場〈普通教室〉に入】れて問題を提

示し自由に学習させる。

([) 問題提示后，教師は子どもの質問には，一切応じない。

(自〉 教師は計画表にある宜つの角度から学習中の子どもの活動状態

をくわしく観察する。

(日)子どもが学習をはじめてから三十分后に中止させ，質問紙調盗

を行う。

(V) 笑験終了子どもには他の米実験児童に突験のようすを一切話き

ないように指示する。(第三次突験〕

第一次突験の場の条件に，更に規定の条件を加え，同様三子JI国で実験し

た。

(f ) 実験の結論

付) 実験結果の処理

教師の観察記録を計画表にある所見の角度から整理した。次に，質問

紙を計画吉更にある五つの項目によって整理した。(省略〕

(吋結 論

実験観祭記録整理授と質問祇整理表を対照し，分析検討ーして，次の表

のような一応の所見の結論をえた。

第 16表

所見に対する 一 覧表

※深民設定における問題意識の発展は

・ 子どもは“何かやりたL 、"と L 、ぅ ~al_，、学習意欲にかられてい る時に，その

解決に役立ちそうな環境に入れてやることによって，そこから問題が生まれ

る。 くその活動に入って夢中になってし、る時に，つぎつぎに着想がうかんだ

り，友だちとのトラブルから問題が生まれていく〉

環 |・環境物は一年生では 「ごっこ的J二年生からは 「構成活制的j更に，三年生

では立体的なものが縦成されるようなものがよい。叉，一つのE震発物が他の
境 | 問題に展開していっても，目的をかえて使えるようなものがよし、。(砂箱，

机，椅子など〉

設|・環境物は大勢の子どもが同時に挨しられるようなものでないと関心は集中し

ないし偶然の一致からの問題の発展は少し、。 くたまたま，他人と同ーの仕

定 | 事であったとL、うことから結来的にーしょになることはある〉

一的 ー



-環境物は焦点が集中的にωぎられていることが大切である。そうなっていれ
ばいるほど，子どもの活動は限定され相互の衝突や相談が生まれ，つぎの問

題への発展がみられる。

・環境物の新鮮度が大切である。

-問題が最初日から見通せるのでなくて結果伯にぶつかって次の問題に発展する

※資税の提供における問題意識の発展は

・資斜が子どもの既有経験や問題に関連しているi時:は‘仕事は展開すると考え

られる。また，単純でも，問題の展開する契機が含まれでいれば作業は有効

に展開する。

・ 3変斜1;'多いということは，選侭が困難で注意が散るので，総合的関係的~資

資| 斜をづかうことのできない子どもには考慮する必要がある。そこで，資棋は

四年生では単純で関深約に比較できるもの，五年生では因果買係をみてL、け

料 | るもの，六年生で}主総合的i羽原的にみながら学習を展開していけるものがよ
L、。更に，四，五年でな視覚拘資枠をおりこんでL、くことによって作業な有

の | 効に展開する。

・何か問題をもっているとか，仕事にゆきづまっている時冷，資料)i有効に働

提| くがp そうでないと，単なる資斜に終ってしまう恐れがある。

・四学生では，資幣が古かったり，一度みたものにはとびつかないので，鮮支

供| に注重量すべきで忘る。六年生では，問題がなっきりしているので，再度の資

料でも問題を疋しくみつめることができる。しかし，四年・六年η劣グルー

プでは， l筆陣の鮮支その他には一切濁係なしただ資料をみてまわる程度で
問題は生起しない。

・教rrpのサゼワシヨシによって，つぼをつかめばうまく問題をつかまえること
ができると考えられる。

(註:ー優劣の差でまとめた表は紙数の関係で省略〉

(Ii) AのEの実験

(a) 笑験の揚の考察

“視聴覚教材ーの活用は有効である"としJう仮説を深化拡充するために，

同一主題に対して，条件の質のちがい〈場の条件〉がどんな問題を生起さ

せるかをみるものである。われわれは，その構造を下図のように考えた。

(A(a十 b+ c).... P 

A'(d十 e十 f).・...p'

(b) 実験の方滋

PとP'との差は(a+b+c)と(d+e 
十 f)のちがし、である

このような実験方法として，次の二つが考えられる。

川学年で場を変える場合
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学年間の差はみないで，条件の質のちがい(幻灯，掛図〉で場と子ど

もの関係のみをみる。

(ロ} 学年で場を変えない場合

条件の質のちがいく幻灯，掛図〉などで，学年間でどんな差がみられ

るか。そこで，われわれは，各学年の学習領域や内容を考え， (イ)の方

法が有効であると考え，この方法で実験することにL.， (，吋についても

将来，実験を継続していきたいと考えている。

，( c) 笑験群の編成

AのIの笑験が，学習中，もっとも障害となる優劣グノレ{プを対象とし

たのに対して，ここでほ，学蔽構成の一般的な婆である優劣混合グルー

プを対象として実験することにした。

(d) 笑験の具体的方法

(イ) 計画の立案

以上のような実験方法の共通理解に立って， AのIの形式に準じて計

画を立て，次のような手順で実験した(計画表略〉

(吋完験の手)1頃

(1) 放課后(十分間〉

Aグノレープには 「ゅうびんやさん」の幻灯をみせ， タイトノレを読む

だけで、他の説明を一切加えない。

Bグループには「ゅうびんのとどしまでJ .(室内でゅうびんごっこ

をしている図も合まれる〉の掛図をみせ，幻灯同様に掛図の説明を

する。

(]{) 幻灯，掛図をみ終ってから教師は

(特た幻灯慨をみてわ山こ之

・これから勉強してみたいと思うこと

があったら，グループ全員で相談するように指示し，これからの学

習問題を紙にかかせる。(相談時間十分〉

(m) 教師は，子どもの幻灯(掛図〉鑑賞中の態度(ささやき等々)

や相談の際の発言などをできるだけくわしく観察記録する。
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第

学

年

第

一一
在学

年

第

一

学

年

(!v)実験終了子どもには未突験児童に実験のようすを一切話さない

ように指示する。

料 実験の結論

教師の観然記録之子どものまとめた附過を分析整理し，一応次のよう

な結論会えた。

第 17表

幻 灯 掛 図

-具体的，行動的な問題が生起きれ -幻灯と同様に，具体的な問題が生起

すこ。特に行動的 く11ゅうびんごっこ するが，与えられた資料の傾4の部

がした¥，'11 11関転軍にのってゅうび 分についてのみの問題が考えられ，

んくばりがしたい1/ ) な問題がさ伝起 遊説的でない。したがってやや3蛾
される。 的なきらいがあった。

-一年生ほぽ同じ段婚の問題が生起さ -手どもたちが自分たちの経験と比較

れるが， やや知的な問題が生起す して8ごっこのE討白さはどうだろうグ

る。例えば “ゅうびんやさんは一日 とL、う問題が生起されたのが特徴主

に何枚くらL、くばるのだろう"など 思われた。

である

-ー， ニ牲に比較して相当程度知的 |・幻灯に比較して州な問題州せん

な問題の核心にふれる具体的な町題 した考え方から生起じている。例え

が生起された。例えば。町や村にゆ ば 11スタヅプはどうしておすのか。

ラびんをくばる人がきまってし、るだ 。切手はどう してはるのか，などで

ろう11 "ゅうびん局にはゅうびんや ある

さんが何人いるだろうかゲなどであ

る。

以上のことから，われわれは次の結論をえた。即ち，総じて幻灯は子ど

もたちにとって，関連的なイメ ~ .yにより問題が鋭角に出てくるのにませ

して，掛凶は平面的で，子どもたちは部分的な散発的な問題の生起のし

方であるといわれる。しかし，侵の子ども及び高学年になるにつれて部

分的ではあるが質の商い突入んだ問題が生起するこ とが特徴的である。

(iii) B型による突験

(a) 実験の場の考察

・直接経験のできる資料の提供をする ・ 3 
}という仮説を深化

.目的意識をもたせ資料の意識を明確にしておく }
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拡充するために，子どもたちにある問題意識をもたせ，助言によって，

更に，高次な問題に発展させていく様相の差をみよう之するものであ

るoわれわれは，その古車道を下図のように考えた。

(山 P PとP'の差はBとB'の差である
A 卜B'・...p'

(註) (経験・能力)=問題意識一→危機的場面〈問題場面・〉一→問

題の発展

(b) 実験の方法

このような笑験の方法として，次の三つが考えられる。

的資料A+く3:::FPとp'の差はBとB'の差である
〈資料を規制し，これに対する助言のあり方を二通り工夫して実験す

る〉

仲麟会く+B<:，Pとp'の差はAとNの差である
〈資料を二通りにし，助言を同一にして実験する〉

村資料A- Aに適合するB....P pとp'の発はA十BとA'十B'の

資料A'一-A'に適合するB'・・・・p'差である

く資料を二週りにし，助言を各々の資料に適合するように工夫して突

験する〉

~nち，付)型では，いくつかの笑験グルー プがいるが， A と Bの関係的な

あり方をみるには都合がよい。しかしやや高次なものとなり，(吋型は付)

型に比べて条件がはっきりしているが単純であり，料型は的現に比べて

条件が複雑になってくるので， A と Bの~係的なあり方を明確にとらえ

ることはむずかしい。このような分析から，(-{)型が北較的単純で，しか

も有効であると考え，はじめにこの方法で実験することにした。

(註〉効言とは

.問題解決過程にあって，解決者が解決過程J:j1逝過する国型難点に対し外部から

緩闘を与え，これが解決の契機主なる示唆を助言とL、ぅ。 したがって，助言

は解決者の困難を敗けるもので， 言詩的なもの，行致的なものがある。

・ 又，助言は，問題解決のj@~廷で鑑定の段階にのみ俊期されるものではなL 、。
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例えば，問題理解，方法発見の段階，評価の段階にも使用されるものk恩う。

〈何故ならば，解決殺が困難に適過する場面であるから7

I 問題理解の段階

イ 問題の目標についての理解

ロ 条件の理解

が問題解決の先決事項でなければならなし、。

E 条、件理解の段階

問題理解の助言と同時に考えられることが多い。

E 解決法の助言

よい解決方法が過去の経験と知識からくる場合がある。解決者は解決すべき海

で必要なものが都合よく再生されない場合，何かのヒγトが与えられ，これを

契機として解決に必要な要因が浮びあがることがある。即ち，過去の経験に関

係さす助言である。

また，視点を五五吏するための助言も考えられる。

(c) 実験群の編成

AのEと同様に，優劣混合グノレーブを編成して実験する。

(d) 実験計画の立案

計画の立案にあたっては，次のことがらを考慮して，できるだけくわし

い案を立てる。

げ} どんな問題意識を生起させるか。叉，どんな発展を予想するか。

(ロ) どんな実験法でするか。どんな場でするか。

料実験ク勺レープの構成はどうするか。

同 どんな条件で実験するかをきめて，具体的な過程を立てる。

(条件の規制，順序，方法〉

(射実験の場所と時間

(へ} 問題の質の分析

.( e) 観察の角度

実験を妥当なものにするために，次の角度から子どもたちの学習状態を

できるだけ観察し評価する。

付)・子どもの問題のとらえ方は自発的かどうか。

障害となったものは何か。それは何故か。

(功子どもはどんな問題をどうして持ったか。
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(…L 
-一つのものについて 1既有経験や連想，模倣によるものかどう
・二つのものについて J か。

付感じ方が論理的か。感覚的・飛躍的か。

や) 活動のし方はグノレ{プとしてまとまっているか。個人か，それとも

形式だけのグループか。

(制 問題の生起のし方は，一人のリーグ戸に引きまわされたものか。共

同討議によるものか。教師のサゼツシヨ γによるものか。それとも，

誰かの思いつきによるものかどうか。

付変化に対して環境物のはたらきはどうか。

( 何故肌な汀鮮度・経験・能力 ・因果関係を分析する0
・何故反応したか j 

(め環境物の位置や大小はどうか。

‘伊) 教師のあり方はどうか。

(助言の場所や言葉の難易時期物と

.つぽと教師の関係.問題へのせまり方はどうか

(f)実験の具体的方法

付) 計画の立笑と結巣の処理

以上のような実験方法の共通理解にもとづ色比援実験計画を次のよ

うに立てて実験し，観察記録を中心に各々のグノレープの学習状態や生

起した問題が，どのような条件のはたらきによって，ちがいを生み出

したかを綿密に分析検討し，一応次のような結論をえた。
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第 18表観察記録の形式

実験法I I生起させたい|
i |問題意識 |

享一里竺|今 _______________~---__I戸中 l__ =.!:___. . ..~. ... _..~.....l型 兵，

一 一一一1一一一一一了一一丁 一一一 一1一一一一一一

第 19運定

型空I~蜘法
「一一丁料を規制し;-)'.lJj言語あ万芳を三通り工夫し
は更験の場 |て実験することによって問題の現れ方がどの
| |ように異なるかをみよ 1よ主主
カをhc
 

'刀
キ
4
酢

ト
z匹
、とつ
う
も
こ。

生
起
さ
せ
る
問
短

-ゅうびんやさんが閤らないはがきをかこう

・イ主所をはっきりかこう

-あてなのあるはがきのかき方をけL、こしよ う

.ゅうぴものくばり方をけいこしよう

・もう一度ゅうぴんごっこをしよう

グループ|優劣}胎グループ〈都中4 仰すrlO名〉

Aグノレ |資斜 宛名のEし〈書いてあるはがきと宛名の不備のはがき
ーフ 助言の仕方

1 教師がゅうびんやさんliこなって
はがきをくばる

① ‘'困った"と連発して不備の
はがきをくばらない

② くばられないはがlきを資斜と
して提出し大きく板笥，する

③ くばられたはがきを資終と し
て提出し大きく板設する

④両者を比較さぜ “何故くばられなかったのが'と失込む

③ いろいろのおてがみがありましたが，つぎにはどうしたらよ
いだろうと発問する

条

H・
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資料 Aグループと同様な資糾

助言の仕方

1 子どもがゅうびんやさんになり，はがきをくばる

① 「わるかおてがみはじようずにくばってもらいましょうJと
ゅうぴんやさんに指示する

② くばられたはがきの話し合し、から資糾として図示したはがき
を取出し板番する

③ 「二つのはがきのちがいはなかったか」と発両する

③ 「すんでいるところがかいてあるのはどうしてよいのだろう
と発問する

⑤ r"、ろいろのおてがみがありましたが，このつ普にはどうし
たらよいだろうJJ::発問する

実験の場所| 二年醐教室 |時間|鰍後 40分

BグJレ
ーフ

件

。教師がゅうびんやにならなくても，菜料、なごっこでは ρゅうびんやがくばれ
なくて因るH とL、う問題に逢着する

。ゅうびんやさんの仕事の内容などを示唆する場合には，教師がなってもよい

。くばれlるはがきと ， く~まれぬはがきの比較が uはがき色f かくけいこをしよ
う刊の重要な契機である

。現実のごっこの場は，くばられない手紙が出てくるので “ゅうぴんやさんが
困る"という盛にぶつかり，ここから自発的に問題が発展した

論|
。ゅうびんやがくばれないで困るということが子どもにぴんとくるのであるら
しい

結

第 2J表 五年~.組 B 型実験 計画 実験者 0000 

「一一一一丁資事を規制し，助言のあり方を二通τ主芙τ宅実
等賞群決 1実験の場|験することによって問題のあらわれ方がどのよう

l lに異るかをみる

.南の地方と北の地方とではどうちがうだろう

・九州や北海道の気候はどんなだろう，新潟とどうちがう
だろう

・日本海測と太平洋測とどうちがうだろう

.日本中の気俣の色がし、をしらべよう

・新潟県・より雨量の多いところはどこだろう

.山地と平野地の方とではどうもがうだろう

.日本の気侯の型にはどんなのがあるだろ5

法験実

生
起
さ

き |・ 日本の気候の
r| 型にはどんな
向 | ものがあるか

題
意
識

-冬のお天気のよいのはどの地方だろう

実験グループ|優劣i見合グループく齢 制 劣3)
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l' (新潟，金沢，松本，高知， ) 
AI・気候関係資料{岡山，旭川 ↑を同時に黒板に貼布する
I l全国気候図く掛図) ) 

1.助言の仕方 1 各地の気温，雨量の月別平均をグラ 7にしたものである
ことを説明する，掛図につL、ては特に説明を加えない

2 各地グラフは新潟を中{J'~乙同質なものを左右にわけて貼
e布する

3 各地の位置を全国図とむすびつけてやる

4 新潟県とどんなところがにているか，もがっているかを
しらべるように指示する
-何が?とてし、るのか
-何がちがっているのか

ラ 「これから調べてL、かねばならないことは何だろうJと
rJ]~、かけ，問題を紙にかかせる

グ

条 | ノレ

7' 

件

'Aグノレープと同織な資格

BI・助言の仕方 1 この全国気候凶は年間降雨量を色でわかるように，かL、
たものく色別表も含めて)であることをくわしく説明して
やる

2 全国気候図で新潟の{企ー訟を示し，新潟とにているところ
ちがってレるところは，どこかしらべるよう指示する

3 調べながら出てきた土地の位置を地図と関係づけ、グラ
アを確認させる

4 各地グラ7は新潟を中uに同質なものを左右にわけて貼
布する

グ

Jレ

7' 

日 fA一同d様」

実験の場所 | 五年総組教室 |時間 I!k;;;¥¥¥後 40分間

第 2'1表
A グループ

判明きかけ | 児童の予想され志向 1留意点
ぺ
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※前の学習を想起しながら

X夏は高値でむし
・あつく )ともにく

}らしにく
X冬は寒さがひどし
く雨量が多い J V 

K いう気候の特色をグラブ中心
に確認するであろう

-次の学習におけ
る比較検討の視
点をはっきりさ
せるために，特
色をしっかりつ
かませておく
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。新潟を中心にそ
の左右に，にて
いるところちが
っているところ
のグラフを貼有
するようにする
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。資規のうち，グ
ラフをはりなが
ら，各地の位置
だけを気候関と
結びつけ，気候
図については説
明を加えない

活動中の独誇
(ささやき〉や
話合われている
問題点をくわし
く観察し記録す
る

(気混，雨量グラフ中心の話合
い〉

×金沢は新潟とよくにているね

X高知はまったく反熔だ

x金沢は雨の降る時期と気温が
ょくにているし，高知のカは
雨の降り方がとても多くて降
る月が新混と正反対だ

×浜松も高知とよくにているね

×旭川はとても寒くて雨の降り
方が少ないね

×温度は大ていのところは同じ
だね

-新潟県の気候とくらべてどん
なところがにているか，もが
っているかをしらべましょう

X何がにているの，イ111が反対
なの

xもつ主ほかに，こんなとこ
ろはなし、かね

ま
の
ら
こ

今
こ
か
い

て
'
れ
な

い
が
こ
ら

つ
だ
て
な

に
ん
い
ば

候
た
つ
ね
ね

f
i
l
l
気
き
に
か
う

の
て
と
い
ろ

地
し
こ
て
だ

各
強
な
ベ
何

は
勉
う
ら
は

で
で
よ
し
と

温度は大休みんな同じのに雨の|硲り方
がどうしてこんなにちがうの?とろう

※グループ学習

気i1ul.雨盆グラ 7中心に話合っ
て問題をまとめる

-湿度は大体みんな閉じのに雨の降り方
がどうしてちがうのだろう

・もっとほかの十地について気潟や雨量
カ'2:んなにちがうかしらべたい

.Aグループに同
じ

プ

Aグループに同じ

Jレ

-新潟県の気候についてしらべ
てきました抗先生虫滑璃県
の雨量主気温グラブを作って
きましたから，よくみて前の
勉閣をたしかめてみましょう

グB 

-資料のうち，気
候図について充
分に説明するが
グ.ラ 7~t.Aグル

ープ同様にはる
だけで説明をし
ない

-子どもたちが，
にているところ
ちがっていると
ころをみつけた
時に，すかさず
各地グラフと気
候図を結びつけ
関係的に考えて
いけるよう留志
する

X南の方は天気がよく，雨が少
ないさ

×新混とてんで爾の降り方が反
ー対だね

×族主長も高知にょくにているね
新潟とはここも反対だ
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x高知は雨が多いね，とても新
潟とよくにてる

×瀬戸内海は少なし、

ほかの土地はどうなんだろう

Jfラ7

• Aグループに問じ

X この掛~は，一年中に日本
各地にどのくらいの雨が降
ったかを色でわかるように
してあるのです

x (台別表全部について〉こ
の色のところは一年で2000
-3000mmの雨が降ったと
ころですよ・等k説明する

・何か気のつくところはありま
せんか

Xそとは高知ですね，グラフ
はこれですね

xそこは浜松ですね，
はとれですね



×金沢はここですよ，そのグラ Ix金沢のあたりは新潟とよくに
フはこれですね | てるね，グラ 7はどうなって

いるだろうくグラ 7をみる〉

×グラ 7をみると新潟と雨の降
り方や会L溢はとてもよくにて
いるね，雨の降り方は少し多
いね

|太酬と日本酬と色相のにど|
うして雨の降る月がちがうんだろう | 

・新潟とちがってし、るとこゐは Ix北海滋は雨が大へん少ないし
どこだろう | 寒し帰

| 寒L ところはどうして雨量iJ~'Ýt~\， ん| 
だろう 1 

・では各地の気候について今ま |※グループ学習

:!?lEj民主総|智何E2ZZLZ心に話合
とは何だろう

-活動中の独誇
(ささやき〉諮
合われている同

審等をくわしく
察し記録する

-太平洋側と日本海側と気候はどのよう
にちがうだろう

・山地と平野地の先ではどうちがうだろ
う

A 
-六月は梅雨なのに十二月より雨量が少ないのはどうしてなんだろう

生 グ
-各地の気候のちがいをしらべたい。円本海側と太平洋側はちがってL、るよ

2レ う7ご
起

-全国の各地によって気温や雨量がどうちがうかしらべたい
し
フ.
-平野にくらべて山地が雨量が多いのはどうしてだろう

fこ

問 B -北海道はこおるから雨量が少ないのだろうか
Jf 
-日本海側と太平洋側の気温や雨量のちがし、をグラ 7にしたし、

題 ，レ

-太平洋側と日本海側と気候がどんなにちがうだろう
7' 
-年中南の少ないところはどこだろう。それはなぜだろうか，しらべたい‘ 

主にが主起恩見した問な題をが分析すると商グループの太聞平には洋表側面的にはさほど大だきな差う

結
らうれい， Bグループは日本海と をはっきりつかんよ | 

2 さらに，向島グループの学習活動と内容観察記録から分析すると

a Aグループがグヲ胆に問ア闇聞対を対意でし識比のてみ，白に内気に支B候観えグのもカ，たプな若いでこ欲をれは考資を的本制えな脅，学をか散関め習発係b的的追展量居求開合制さし的れて句な学使習コを展常開しているの ルー
てにグラブ強と地い 察られし いこう
としており， な学奮 闘 ている

論 b Aグループ関の.7学係刷習的工総思を進考合的のめjにるl限佼序うがえ逆に無に理なっているためか子が供さの心結が十府分内と
らえ資られ料ずを があきった，これ らに に
みて うことがでなかったようである
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2.5.研究結果の反省

2.5.1. 実験的研究というしごと

この研究をはじめて三年間，ふりかえってみるといろいろの苦労があった。

その苦労の基底的な要因となったのは，つぎの四つのことに帰着される。

① この実験的研究は単なる物象やモノレモツトによる実験ではなく，生身の被

教育者を対象としての研究である3 したがってこの実験的研究には，子ども

の教育的成長にとって事前にマイナスとわかるものについての笑験的研究は

許されない。また繰h返しはきかないし，やりなおしはいけない。

@研究所員と実験学校教員の協同研覧であるが，所員は他の研究と予算のた

め，毎日来校することは不可能であるo しかし学習は中断することを許され

ない。また両方の主体性を協同研究という体制の中で，どのように生かすべ

きか。直接実験的作業の衝に当るのは学校の個々の教師である。

③社会事象や人間関係を学習の内容に取り上げる社会科においては，それ自

体の因果的分析が不可能といってよいくらい困難である。主体と容体との関

係構造の分析的乃至構造的究明それ自体が，教育の世界では難問題とされて

いるよに，この環境物の困難世が加わるので、為るから，最初から条件分析の

困難性は見透されていた。

@教師は笑験者として常に周外に立つことが許されない。 w

以上のことが」、ろいろの具体的場面にぶつかり，その他の要因とからみあ

い想像以上の苦労があった。そして苦労の割合にとらえたもめは微々たるもの

でしかなかったという感が深い。しかし，われわれが得た成功の喜びは少なか

ったが，教育の現場がどうしても解決しなければならない困難な問題にくさび

を打ち込んだということに対する意義は認めてもらわねばなちない。また教育

の現場が，これをきつが当けとして，この種の研究に入って頂ければ，われわれ

よしては望外の喜びであり，味わった苦労はそれによってむくいられて余りあ

るものである。そうした意味から，つまらぬくり言であるかもしれないが，こ

のような困難性のもとに取り組んだこの研究に対するわれわれの事情感想をか

んたんに要点のみ述べてみたい。(註:ーこの研究はこれで終止符をううもの
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ではなく，学校としては今後も続ける〉

① この研究は，はじめて経験するものであり，文献にもないので，計画に対

して十分適格な見透しがたてられなかった。研安所側としては，一応のもの

は用意してみたが，生身の子どもを対象としての実験のため，また学校側と

の協同研究であるため， 一方的に押し付けることをためらった。

学校側は研究所側のこの態度から，仕事の見通しがなかなかっかめないで，

実験にむだがあったり困難を感じた。「もっと “このようにせよ"と研究所

が命じてくれた方がやりよかったJとは学校側の戸である。

②研究所側か基本的に考えていることが，学校側として共通の理解に達する

のに手間どった。これは研究所側が 「こういうものだ」という提示をしない

で絶えず問題のかたちで投げかけ，全体討議で考え方をまとめて進まう とし

たので，学校側としては迷ったかたちである。(現場がやれる研究という立

場をとっTこので〉

③ 一人一人の理解がまたまちまちで，それを統一するのに時間がか与った内

④学校側の反省として 研究所に頼り過ぎて校内で主体的に討議する機会が

少かった。〈学校事務の多忙が大きい原因と思う〉や Lともすれば，協同研

究という立前.を忘れて， 研究所への資料提供者としての下働き的な錯覚を起

しがちだったので，頼るという態度がでたのでないか。

⑤ 実験的研究という精神的負担は大きかった。

@ 笑験に対する意識過剰から，逆に実験授業がスム{スにいかなかった例も

あるー。実験授業を普通時の授業と切り離して考えがちで‘あった。

⑦ 子どもを受持っていると，その日々のしととに多くの時聞をさ〈のは教師

としては当然で、あり，それを優先的に考えていくと，どうしても実験的研究

にみっちり時聞をかけることがむづかしい。そのために両者の精神的核ばさ

みで苦しんだ。

@ 時聞を十分かけられないことから，いぎおい実験授業後の処理に支障をき

たしたり，実験計画に対する共同討議が不十分になったうらみがあった内

⑤ 或る具体的な尭験の場で失敗した場合，繰り返しはできないし，似遭った

条件の場は，単元の展開過程中どとで現われるか予測がつかない。そのため

偶然ぶつかる場をうまく利用して実験を繰り返すなり，実証するというこ之

がむつかしかった。

⑬条件牙析は細かく考えると，つぎつぎに問題が生れてむつかしいしごと

だ。現場が実際実施できる限界はどこかに討議の時閣をとった。
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⑪今年度後半実施した場面設定による比較実験的研究(条件発生法、を加味し

たもの〉をもっと続けていきたい。との研究は放課後授業からはずしてやる

から，研究も比較的気が楽であり，今まで発見できなかった子どもの函がい

ろいろ見付け出せそうだ。

@研究所としては，所員が直接子どもを受持って実験する機会が少ないの

で，どうも研究に徹底さを欠く心配を常に感じた。 ....研究所中心の研究で

ないと自覚しながらも・...

③教師の子どもに及ぼす影響は大きいが，教師の能力がそれぞ料ちがう場

合，出てきた結果からのみ断定的に物を言うのは困難である。そのため，教

何の共通理解之いうこと之，学習指導技術の均等化のために時間をかけた。

この点教師の側からすると，何かまわり道をしているまうなはがゆさがあっ

たと思う。

@所員の考えでだけ押し通せないもどかしさが痛感された。協同研究のむつ

かしきだと思うが，所員が絶えず実験できる休制を確立するか，実験学校職

員を研究員兼任のような体制をとることも一考のようだ。

⑬所員が集中的に学校に通えないなげきは突に大きし、。これが，学校側へは

大きな負担となったし，研究がうまく進められない大きな原因で‘あった。

⑮地域の強力な支持と深い理解がないとなかなかうまくいかない。和納の場，

合はこの点はうまくいった。

⑪互に遠慮がまだ1らった。これがなく なればほんものだ。

なお，収獲として，痛感したことは

① 「子どもは活動する時に必ず，すき〈虚〉をあらわすものだ」そこをつく

りが指導の急所だという確信を得た。

@子どもが問題をもって物事をみるようになった。

@問題に対しての子どもの取り組み方や，そこにおける“つぽ"がわかりか

けてきた。

@ 日々の学習指導に取り組む教師の態度に何かしら落ち着きがで、てきた。 .

@ r研究のしかたが自分らにわかってきたような気がするし，日々の指導を
つねに問題的，反省的に見つめるようになってきた」と学校側の声で、あった

島 「学習記録をとることはつらいことだったが，その効果がよくわかったし

だんだんなれてきた」之教師は述懐していた。

⑦校内研修に活力が生じてきた。

@<所員の授業をたびたび見たが，授業の運びゃ問題の突込み方などためにな

った。
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以上は学校長 ・教頭 ・担当教官及び研究所側の担当所員の反省感想を“主

ミH にして書きつらねたものであるが，

反省といってもよいー

この研究は集積された事例の整理により

これらは同時に， この笑験的研究の総

① 
に進むことを考

子どもの問題意識の学年的側の附ト一一---_えているのであ

② 問題に対する子どもの取り組み方の類現化一一ー一-/ る。

@ 問題解決過程の心的構造主き盟盟自盤空盟畳/

とにかく，この三年間の研究はいろいろの意味で，精神的負担も大きく，苦

労は並大ていで‘なかったが， これが契機となって，社会科学習指導の研究にー

つの方向が見出されたとするならば， われわれにとって，たとえまとまった結

論がでなくても大きな収穫といわなければならない。

2.5.2. 指導計画案とその形式

この実験的研究の過程で，問題発展の契機はかくかくのものであるという，

まとまった結論を完全に出そうとは思っていなし、。したがってこの過程を通し

て或程度のことは言えても敢えて“かくあるべじ'というかたちの結論を出さ

なかったのである。 しかしわれわれが実験授業の計画をたてる段階で得た一つ

のはっきりした結論として学習指導計画案の形式がある。学習指導というのは

J'どもと教師をふくめた環境との関係、構造を教育的に構成していくことである

といわれよう。そして単元展開の過程はこの構造の連続的発展の姿である。 ζ

の時，環境の側でもっとも主動的な役割を果すのは教師である。教師の問いか

け C有形無形の〉が環境を躍動させ，積極的な誘意性をもって子どもに迫って

いく。子どもはこれを自らの主体的な立場で受け止め，これに働きかけていく。

この関係的なあり方が学習指導における火花となって，子どもを教育的に成長

させていき， しあわせの獲得に積極的に立向わせるものである。そしてζの関

係構造を子どもの成長にとって意味あるものとし，知性的な内容をもたせるた

めには，精選された学習内容が用意され無駄のない有効な資料が準備されなけ

ればならない。このような考えに立って，実験計画の立案について検討したの

である。その結果得た形式は，その後社会科学習指導計画の形式として話用し

た6 この形式は単元展開過程における子どもの心の流れをとらえるに非常に効

果的であったし，実験的研究においても，その問題を究明する上に有効に役立
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のである。その形式はつぎのとおりである。

第22表

事三万商
態問契題
)題機発

一色~

…
同
出
…

…両凶…
…一叶一…

|働教

時間

学
習
内
容

資
学
習
前
の
子
ど
も
の
状
態

指導者

く2.4.3.>で示した単元展開例は，実験的研究における突践記録の形式を加

味したもので，上の形式を多少変形させている。

社会科学習指導において，われわれが絶えず考えなければならないことは，

子どもの自主的な問題解決的態度である3 そのためには意味ある問題意識をど

のようにして子どもの心に生起させたらよいか，そしてこの意識を正しく発展

させ，子どもの心の流れを無理なく生かしていくためには，教師の働きかけの

“つぼ"はどこかa この問題の究明が社会科学習の死命を制するものである。

その意味から“何故"“いかに"が常に問われなければならない。そのために

はどうしても問題発展の契機が正しくとらえられねばならないし，この指導計

寓はその際有効な働きをすると確信する。
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3. 両川中学校の実験的研究

3;1.. 主題の決定と研究経過の概要

3.1.1. t社会科単元学習における問題把握と掌習過程の実験的研究」

両川中学校における実験的研究も「子どもが学習問題をどのような契機で把

握するか，またその問題を子どもと教師の関係においていかに発展させたら主

いがJ というところに研究の視点をすえた。 すなわちこの研究主題も，和紡~J、

学校の研究主題とそのねらいの帰するところは一つであり，総:論で述べた「問

題発展の契機Jに関する実験的研究之いうことでくもる事ができるのである。

ただ両川中学校が，これを研究主題与して決定するまでの主体的な取りくみ

の経過は，和納小学校の場合と多少異っている。

(1) 両川中学校における主題設定の主体的な立場

両川中学校は実験学校に指定される以前よ り「自主協同の生活態度の育成J

ということを教育目標としてかかげ，教育活動の一切をこの点に集中・して，実

践してきた。そして特・に「生徒会活動の自主的運営」に重点、をすえて，生徒指

導要録に示す行動評価の項目と，先にかかげた目標の要素分折に立って，努力

点を設定し，子どもの生活の中に問題を発見させ，自己の努カによって，その

問題の解決に当らせるように指導してきた。

しかしわれわれの意図するところは単に生徒会活動の場における子どもの

形式的問題解決ではi:}iとしてない。 ζれが真に子どもの実生所と結びつき，しか

も知性的な活動として，子どもの日常の生活行動に定着するこ とをこそ望んで

いたのである。

そのためにどうしても，この自主的活動の裏づけとして，学習面におけ色知

性的な訓練が必要となってくるわけである。ここに当然の発展として学習指導

の問題が生起してきた。これが「子どもの実態及び心理に即する存効な学習指

導の研究Jであうた。こうして，この研究に指向すべく当校の休制をととのえ

たのが，昭和28年の始めであった。

この段階においてわれわれの反省とじて
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-目標把握を観念的にやりすぎていないか。

・意志的強調面が多く，実践の具体的方途にまで及んでいたか。

・場を与えていたつもりが，ただ周囲としての意味しかない場ではなかった

か。

-指導具体策が， 子どもの関係的な角度から考えられたか。

・場と条件を与えながら当然起るべき反応の予想と対策を発展的に考えたか

.生徒の実態をいろんな角度から撮視・観察・解釈する努力が常にならされ

たか。

以上を要するに，動機をとらえれば向然に活動が生れるかのように，直綿的

に空疎な観念の強調に陥り易iいわれわれの傾向を，再思三省しなければならな

かった。

子どもの主主福をどのように獲得させるかということについて，両川中学校が

このよ うな苦悩をつづけ，学習指導の研究に本格的に着手しようとている時，

実験学校の指定をうけた。(研究所より示されたものは，和納小学校の項参照〉

(め研究主題之の取組み

両川中学校としては，学校の主体的立場と研究所側の提案を検討して，先の主

題「社会科単元学習における問題把握と学習指導の実験的研究Jを決定した。

予どもが社会科学習におい... c問頭をとらえるにはどのような契機でなされ
るか，その問題を発展させるにはどうするか，という研究で， ・先ずわれわれが

最初に当面するのは， r子どもにもたせる問題ほ何か」ということであった。

それは単なる形式的。観念的な問題であvつてはならない。それはどうしても子

ざもの生活の実態の中にひそんでいる問題で，ありきたりのことでは簡単に解

決できないような問題，しかもこれらは地域社会の基本的問題につながり，さ

らに日本社会の基本的問題につながっている必要がある。

教育が取り組む人聞の形成は，その人々の基本的な生活のあり・方に深〈模を

おち込みp ここに存在する問題的な生活の体制を変容していくことでなければ

ならない。とすれば，子どもの問題はこのような生活の体制に棋をおく問題で

なければならないだろう。そ己でわれわれは子どもの生活実態を調査し，そこ

に綾たわる基本的な問題を先ず発掘しなければならないという結論に達した。

りして実験学校の研究として先ず着手したのは，子どもの問題をとらえると

いう調盗であった。次にわれわれの研究の全貌を図示すれば次の通りである。 i
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第 1図問題とは

第 2図研究の素 描

以下次寧において，ー詳しく述べるが，われわれの研究は，設定された問題を

単元に組みこみ) rどのような学習形態・学習方法によって，この問題を自党

させ，発展させ，解決にむかわせるべきか」を実験的にたしかめようとしたも

のである。

子どもの問題をどのような契機でひき出L，子どもの自錯的な問題として学

習にのせるかという実験的窃践を(条件発生的な累積研究〉種々な外部的条件を

与えることによって，子どもはどのような反応を示すか之L、う研売にしぼって

詳しく記録し，それらの事例から仮説を導き出し，問いかけに焦点をしぼって

実証した。さらにこれらの結果を検証する立場に立って，中学校社会科の特に

論理的な問題解決を必要とする学習過程の中で，これをどう流すかという点を

実験的 (比較研究)な研究として，“袖説による間L、かけ"に限定して，

30年第三年次から実施したの

3.1.2:研究経過
-'益'

前述Lた研窓内苦手は木概rxの年次計画で進められたの
~ ~ ~ 



言書千年次(昭和28和度〕

1.準備期 (28.4......-28.9)

教育gl擦の検討・突践記録の反省・指導困難点の検討・主題の決定・研究方法の

樹立

2.資料蒐集期 (28.10-29.1)

地袋読査の実施 A 環境実態調管

B 意識調査

C 事例研究

3.中間整理期 (2!J.1-29勾

解決すべき問題の構成

1/ の単元への組織化

仮設定のための予備実験

第二年次(昭和29年度)，

4. 実験検証期 (29.4~29.10) 

問いかけによる指導のための仮説情成・問題把握と発展の契機についての実験検

証

主第一次結論期 (29.10-29.12)

第一次実験のまとめ

発表(県教育庁主催研究指定校発表会)

6 中間反省期 (30，1~30.3) 

反省と次の段階の計爾

第三年次(昭和;30年度〉

7.結論の磁認一発展期

第一次結論の発表と学習過程の比較研究

8.結論期 (30.12-31.3)

稔まとめ，研究杷要の執筆

なお本研究の推進に当って，実験学校と研究所は常に緊密に連絡し，相互に研

究協議を白熱的な討論で，時聞を超越して双方得心のいくまで続けた。学校連

営の主体的玉工場と研究所の要誇とを一つのプロクラムに融合発展させるため，

ヨそしてまた円滑な進展をとけゆるために努力した。研究所側は，定期的に毎月一

回来校して，企画立案・言葉験結果についての反・検討・或は解釈・次の計画の発展

等に参画し，一体となって亡進めた。又実験が集中的になされた場合は，月二，

三凶来校することも再々であり，精細に熱心に継続した。昭和028，29年度は，
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第23表 子どもが解決すベ主問題の把握

E E 
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日i市所員 ・中浜所員2名が来校し，時折谷沢所員も同行した。なお昭和30年度

11，臼浦所員l名が常時来校した。

。校内研究休制

本研究推進にあたって ‘両川中学校は全職員の一致した団結と協力によって

行われたことは勿論であるが，特に企画立案・データー整理・解釈・実験授業

容は同校社会科部員によって行われた。

特に第一年次の準備期における主題決定にいたるまでの間は，全職員の話合

いを行い，校内の体制をととのえることに集中的に努力した。ついで地域調査

等の一連の調査には，全職員を動員して行い，事例研究はHR担当の教師に，

大きな努力を願わなければならなかった。事例研究は週一回，放課後に時間を

設け， HR主任より報告された事項につき討議した。僧集計・解釈及び解決す

べき問題・仮説の設定に当つては，研究所との共舟作業がなされた。以後にお

ける実験は社会科部員の手によって実施され，研究所側の日市・中浜・谷沢所

員もとれに参加!し，実験後の処理にも当った。実験に際して，実験計画を授業

前に部員同志でまずこ所員の参加を得て検討・修正して，条件設定を確認し，評

価の観点を明確にしてから，はじめて実験にとりかかった。笑験日は大JL月二

問主限度とし，特に事前事後における討議を重視した。第三年次にいたり，吏

に実験の正確と精密さを期し，準備・処理を綿統lこするため，実験の時期を六

fと十月，十一月に集中的に実施したが，専ら日in1所員が来校した。

以下次章において，実験の具体的な面.について記述したい。(第23表参照)

3.2. 実験的研究の実際

3.2.1. 生徒の解決すべき問題の把握

子rもが解決すべき問題はどのようにして設定されるだろうか。それは結論

的に云うならば，子ども自体の持つ問題と教育が持たなければならぬ問題との

JY，上の関係を図式的に示すならば別表のよ ろになるのだが，以 Fにおいて，

が如何にして主のような議録伽乙達したかをかんたんに述べてみよう。
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教育上， 子どもが解決すべき問題は，何をおいても，まず日々の学習

おける問題でなければならないだろう。

この日々，いろいろな形で現われてくる問題を単に佃々の子どもの特殊的・

偶然的な現象と して見るか，それとも，これらの問題の背後に問題のよってき

た原因を追求しようとするかは研究の重大な分れ道となるだろう。

われわれはそうした子どもの問題事例を集め，分析することによって，教育

上の悶難点，例えば学習意慾や基礎的知識の{止さ，積極的態度の欠如などとい

う問題が，決して個々の子どもの特殊的・偶然的な問題ではなく，多かれ少か

れ全部の子どもの中に横たわっている傾向であり，それはさらにつきつめれ

ば，単に学習の場だけでの問題ではなく ，子どもの生活金体に深〈根ざしてい

.ることを発見した。

ここにわれわれは問題を学習の場に限る近視眼的な見方を止め，われわれの

生活全体に，したがってまた，その生活を支えている地域社会の生活様式にま

で，広げ深めて，探究する必要を感じここに基本調査の必要性に迫られた。

われわれは基本調査の結果を通して，し、かに深く子どもの行動や意識が，ま

たそれを含めての人間形成が地域社会の生活様式にょっ士規制されているかを

生々と知るこ之ができた。そして叉その地域の問題が，実は日本社会全体の課

題といかに深くつながっているかを痛切に感じざるたえなかったコこの問題を

おし、て子どもの解決すべき問題があるだろうかとさえ感じたのである。

しかし，ここに注意しなければならないことは，この問題に対して，教育は

如何に対処しなければならないかというこ主，言えかえれば，この問題をどの

ような方向に，いかなる態度・方法をもって解決すべきかということである。

ここに教育的観点が問題にされなければならない理由がある。

教育の場で子どもが解決すべき問題とは何であろうか。それは以上のような

問題に対じて子どもがこれとどう耳又組み，いかにして解決の道を見つけ出して

いくかと云うことである。そしてその過程を通じてきL、かにして，それを達成す

るための全面的な発達による豊かな人間形成を成しとげるかということである

したがって，裳本調査の結果が直ちに解決すべき問頭となることはできず，

それを教育「的観点によって整理し，集約することによっで，始めて教育よ子ど

もの解決すべき問題となりうるのである。
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以下表にしたがってさらに詳し4述べてみたい。

3.2.1. 基 本 調査

われわれはまず基本調査において子どもの生きた問題が，どこに，どのよう

な形でひそんでいるかを探ろうとした。

われわれは単なる物的環境の調査に終るこ主なしその環境状況の中で，子ど

もがそれをどう受け主めているかの意識をも不離一体のものとして調査した。

調査にあたっては，われわれは分析の角度を六つの問題領域に押えて分析し

た。しかし問題は常に具体的複合的である以上，これだけで生きた問題構造を

全面的にとらえることはできないだろう。

そこで，次に，われわれは進んで，事例研究によって，そうした分析的な問

題がどう子どもの主体の中に構造づけられてくるかを観察研究したお

以上のようなものが綜合的に判断されて，始めて子どもの生きた問題という

ものがとらえられうるであろう。

3.2.1.2.教育的 観 点

われわれは以上のようにしてだされた調査結果を，次に教育的観点によって

整理し，集約した。この教育的観点をし、かに据えるかによって解決すべき開題

にも差異を生じてくるのであるが，われわれは第ーに，教育が社会の進歩に資

さなければならないとし、う立場から，社会発展の方府に沿うことを要求し，第

二に，教育目標を達成するためのものであることを要求し，第三に，学習 1::，

地域の具体的問題と日本社会会休の課題との連演とし、う!ことを要求した。

3.2.1.3. 解決すべき問題

ここに掲げられた問題は，その所在を明らかにするために， 一応分析的に並

べたのであるが，実際の問題は，もっと複合的な構造連関のもとに発生してく

ることを忘れてはならなし、。

以上のような過程をへて，解決すべき問題に到達するのて。あるが，次に全部

にわたって詳述するわけにいかないので，特に‘生産面広例をとって，実際の調

査内符・結果の分析・解決すべき問題を一貫的に禾そ‘う''0・;'(なお詳しくは本校

研究記要第一集参殿、)
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① 環境実態調査

@調査内容

基本的分類事項

氏名・部溶・鞍業・世待主

⑨生産関係

耕作面積(田畑〉収入(月給・職人・もうけ仕事・米愛・野菜・薪炭・煙草・

竹・わら工品・果物・養鶏・家賃・製材・食品加工 ・医姉・僧神宮・商業

同調査結果の分析

。|全体的にみると

( i ) 全調査人員390の中，農業を営むものが226名で約58%，即ち農業を験業

とずるものが過半数を占めており，半重量半商というよりは，農業を中心とし

.た生産的傾向にある地域に立脚した学佼という風に見てよいと思われる。

(ii) しかも，その中で自作農が213名でゐり 3 農家の中の94'.3%を占めてい

る。これは普から農業中心の地主主であって，明治以降の現在に至るまでの

農地問題や土地開放の結果とみられ，古老の伝える文献には往時の悲惨さ

を描く記録の数々が止められている。そしてこのよう現象の結果，土地開

放後のいわゆる開放地主が多いということは，その社会観や意識にも明臓

に表われているが，根強い封建性と大らかさと p ななり上が、り気分等主い

う具合に錯綜した犠相を呈している。

(iil) 自小作は農家の割合に数少<，僅かに25%を占むるにすぎないが，しか

いその耕作商穣は小なるものが大部分であるとはけの中7)， 注目に

値する。此処に育っている子どもの指導には，充分件意を要するものと思

われる。特に社会科に於ては，その指導の方法グループ学習毒事をとる際

には，留意しなければならし、。

(iv) 小作はさらに少く，その数は僅か4である。しかも，聞は7反以下，畑

も2反以下の耕民農.である。この数の少ないことはs一応喜ぶ件現象で

あるとしても，それが次に述べるように3 富農の多いとの地竣に徒数の少

ないことが，かえって差別感を感ぜしめる湿自になりはしないか。またそ

の子弟が学校で学習の際，どのような意識の下で学習しているがというこ

とを考えてみなければならなL沿 それが単なる杷愛にすぎなければ良いけ

れども，中々現実はそうであるまいと3歌える o 自由・ .~答を裁くおユ会科芋

習に於て，先ず考慮されなければならない問題であろう。

。|典明日てみると | 
( i ) 上 地区
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酒屋部落より上の方の地主主?と住んでいる子どもが 168名，その中で農業

のものが 137で為って31.6%を示し，農業出身金生徒(226)中60.6%を占め

ている。Ji!Pち土地区に於ける農業出身全生徒がその過半数に迭しているわ
けである。しかも閏畑兼耕が多しこれは果樹栽培を経営していものが多

L、。

(ii)中地区

農業は割合数少なL、。これはこの地区が旧宿場町であったせいで，消費

者又は商家の者が多い。 しかし26名は会て自作農でめってp 田畑荷方をも

っているが，畑は自家消費程度のものが多しこの地区の消費をまかなう

のは近郊の部落である。

(iii)下地区

農業は78.7%を占め，そのほとんどが操業であり 3圧到的に自作が多い。

。i耕作段別てみるトj三 徒と家事労働によdiIiIJI 
以下は紙数の廃係で省略。詳しくは両川中紀要「実験的研究J(1954)を参

照のこと。

判定:識調査

( i )調査内容

・意識調査(観点は第23表参照)

A 六鋲援に於ける調査項目

イ 生産について

aあなたは将来家の仕事をつぎますか。

b " どんな職業につきますか。

c "どんな人になりたし、か。

dお家の仕事は好きか嫌いか，その理由

e君はどんなお手伝をするか。 ，1日の生活時間の記録

fお家の仕事をする時

① いつも自分からする。

態①時々

① たいていし巾、っけられる。

度@時々

③ (自分はしなし、〉 誰がいし、つけるかn

(、 gÇD 突位苦し，~、。

話① なんどだ。
炉

的 ①そうでもなL、。

'-'" @楽だ。

る

。

た

な

い
?り

な
に
な
会
や

く

や

心

ん

た

い

感

ど

り

均

り

ん

や

時

余

y-

①

②

③

①

 

〈
精
神
的
)

hあなたが家の仕事をするのはど5いう理由から(生産への参加の仕方)
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iこどもの労働に対する大人の評価。

j生産に対する自己の評価(誌喰)

h今までの仕事の間でどんなことで，注意されたり，しかられたりしま

したか。

l今までの仕事の問て，.どんなことでほめられた一一主に難から

m 家の仕事で改善すべき所....・H ・-……・・レポ【ト作製・

(ii) 調査結果の分析

・生産労働につい て

家の苛酷な規制により生産消費のあらゆる仕事にたずさわり，それが習慣

となり，仕事(特に生産)への参加が意欲的ない。

この軍司査の裏ずけ主して生産労働の突際をみると，子どもたちは農村家庭

生活の複雑性をそのまま反映して，生産消費のあらゆる仕事にたずさわって

いる。表によれば，一人が3miの仕事にたずさわっている結柴となっている

が，事例研究等によれば， 寸暖もないほど労働を強いられているという結果

がでている。 特に仕事の参加が晃一477に比べ，女-545，男チに比べ女子が

多いのは徐葱・しなければならない。

(a) 仕事の参加に対する意識

第 243長

|家務の世話 鍛除 |

晃|女 |男|女 男|女 男| 女 [

自分からする% 19 22 74 65 88 

いいつけられる% 81 78 50 21j 3ラ 12 

(1) 消費面の仕事(家事の手伝い掃除etc) は臼ら参加するが，生産面の仕事(図焔

の仕事)は大体いいつけられて参加する。

ただい家替の世話は自ら参加している主役る生産活動でなく， I経い悶j業的なも

のである。(肉体労働からの逃避の場でもある)

(2)仕事の昆・及質より，子どもにとって過重であり，叉単調な回焔の仕事を嫌い，軽

度であり，子どもの奥味に合う家吉野の骨ー新や家事の手伝いや掃除は，進んで参加す

るのは当然のこととも恩われる。

第 25表肉 的
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第 26表 精神的

(1) 第24表と第26表の家畜の世話における数を対比すると，この仕事に対する子ども

の逃避的構えが想像される。

(2) しかしP 第25哀の①及第26表の②にあらわれた数をみると，参加の仕方が意欲的

でなく 3 何らかの規制により意識が消失しているということが想定される。即ち

仕事の良否にかかわらず，仕事には何らの興味も意欲も見受けられないのではない

か。

間 肉体的・精神的の①V乙女子が男子より数が上まわっているのに注意しなければな

らない。男子より仕事に多くたずさわ-っている女子以楽であり，やりたいと意識し

ているのは女子は働かなければならないものだと思い込んでいるためでないだろう

か。

(b) 生産労働に対する意識

(1) 将来自分のためになる-28%，家の人のためになるー16%，は全体より見て相当

の数であるが，乙れと第27表のそれ主を比蔵した場合，何か観念主行動の遊離して

いる不安を感ずる。従って労働に対する意識は生活行動よりにじみ出たものではな

く，何か既成の観念によって規制された意識といわねばならない。特に注意Lなけ

ればならないのは既成概念によって行動が抑圧されている現状である。

この点より，しないと叱られるー15%，きめられているがるー15%の意識は正し

い，と考察される。

(c) 家人の規制jによる意識

第 27表 生産労働その二①によれば

男|女

ほめられる I 35 

何ともいわれない I 40 

働かないといわれる! 万

上の表より子どもの仕事の参加は，家の規制がいかに働らかせるとし、うために上

手に叉は下手に加えられているかがわかる。 ~nち家が貧弱な生計であるためお我ま

んして働がかなければならず，また封建的な家庭の情愛とからみ，子どもの心理と逆

比例して文句のいわれない規制とし℃仕上伊られる。家の規制よ子どもの矛盾は，ほ
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. 

稔事例号

w 

3 

められて仕事をされさせられるにかかわらず，仕事に対して意欲的でなく，

・ア度よL、と思う。 ・まだやれる主思う。などあいまいな答えιなっている。

以上は意・議調査の表よ り量的に考察したのであるが，質的な意識は複雑であ

り，事例研究によらねばならなし、。

O では，この生産労働の意識の要因となる問題は何処にあるか，叉，その問

題に対する対策はどうか。

(1) 貧弱な家計の上に立った生産と消費の混とんした家庭の複雑性にある

一家庭生活の分析

(Z) 生産の合理化

(羽生徒の能力に応じた生産労働の位慌

(iii) 事例研究の例

事例研究の実際(数例を掲げるに留める)

a 生産について
第 28 表

担者当I生参加産のへ仕方の|卜仕す 事る に認 識対I生す 産る 偲に 対鍛I労社働会に的対自す覚る

いつも家家ら能事に動的い的なる
楽仕事天的な態度で 家の義庭貧務困教育と父母I良く玄えば臼己の立場

1方面は というもの 舗の と地位(貧困家庭に於

限り自 は「しなければ 低姿さの為りに君主場け)る自己と長女の立
にやっているが

為な「に働らかな奉いね公ばもせ家のJのね
公に出ヵtた して を自覚して奉公百

落 来それの為は本だ人かはら将と
いる それはを活中をやってい
家とい'う概念の くということに

立包いそな趨っべらうてな上のしいなけ書線ると留れが1恩5第2 ば， 

ば」 主笥深切〈考って
上に立って 何な 対しては働くことが~

いて， え がれ自己で犠い性て的 いことだという様な意

ムロ 委いの主 そとう
ない。時にはそ そ ヒロ織でそこに自己の立場

うしたことぐ忘も考 ィ産γ的作業なみ方で 卑の己下主義さ主か何故自分は
えるがす れ 生 に れねばならぬの

うさせているの てしまう。 している 従窃 かというようなことに

である。
。 関しては楽天的とい う

か，余り深い感覚をも
っていない。

事だか な ら う 別にじていない
農ま伝札て家加いゆ』直ではふるく技連は1きら事いな量そ産い0のとうた手のいしじ 且上の醐Jよら水，う仕なf〈仕岩主 直接L申生産指ア勤習で 従うっ特て労働感の意義もそはそう はっきり'した意在し1"。鵠とってはl

いし 義は感じていな ~か余 単すぎる

Ef BJE ?らい峨だと いらしく，なぜか主知れなヒ、。黙母i
思っている。ふ 3苦手伝をするか IがxいつけQ のだか格

と水くみを挙げ きそう じは時々 qとのし問なにけは別何とも云わないが時
ている。そして いやになるが， I "rたピ れ荷はほめてくれる時も!

13 辺 それは大てい云氷くみは余り感 ばならない か |あり 3 自がは丁度よ
いつけすられずに じないと云って ら」と習慣的にい仕事量だと思うと答

帽で る. いる。 時なっげていているると。;1空えら襲れているt.るt。tけiZだTL剥Zl| l 
Mtibま引けを時々融自分顎 | いいつけられる るのだから
18 命やらなく . 

らないと考
' ー '

以下は阿川中絶要「突験的研究J(19"54)参照
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@ 解決すべき問題の例

・生産について

{イ) 前近代的な農業の仕組みにおける労働鰻ー原始的農業より扱けられない仕組

み主そめもとにおける苛酷な労働玖あきらめとなって労働閣をゆがめている。

(a) 働くことをきろう。

。家事は自分からすることもあるが閏畑の仕事は大ていいいつけられてする

一男18%，女47見 .

。しない主しかられるから仕事をする。一男35%，女28%

。女子は男子より多く仕事をしているが，男子より矛盾を感じていない。

。きめられているから仕事をする。一男14%，女23%

o労働に対する自覚はあるが，金を沢山もらって楽をしたいという考えが強

L、。

。仕事はつらいものであり p やらなければならないものと覚悟している。

(b) 家のために働く。

(1) 喰ってしゅミれなし、から働かなければならない。

(2) 家の人が汗を流して仕事をしているので，自分もしなければならないと

考えている。

(3) 父や母はかベんきょうする暇があったら仕事をせよF といわれる。

仏)一年みっちり百姓の仕事をすれば，どこへ行つ七もっとまると考えてい

る。

(羽生i活の矛腐を感じな対らも家計が苦しく，仕事をしなければならない。

字社会のため自分のためになり勝ちである。(働くことは自分のためになるp

要~49%，女57%)

(6) 家のために奉公しなければならない之割切っており，深い見透しはな

い妻女のためにただ働〈コ男31%，女37%

(c)過重な労働

(1) 大体一人三重〈らいの仕事にたずさわっている…固い回畑の手伝い・掃除

-家畜の世話。

(幼小学校一年頃から抹の子守をさせられた。

(3) 父さんは昼は外で働いて，夜は紙ぶくろはりをします。私も大体2時間

位手伝います。

仏)毎朝牛のいさをやるのと庭の掃除をしなければならないのでp 時々学校

を逮亥IJします。

(5) 産家の子どもの99%は2時間以上の仕事をしており，農繁べ期は学校へき

ても，べんきょうができない主L、っている，。

(6) 商家の子どもの45%は家業の手伝いをしており，そのほか家の仕事も手

伝わされる。

(7) 母の体が弱L、ため， t廷の仕事を一切引受けてやっている。自分でやって
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見てp 女は大へんな仕事だと思った。

(吟賛困な家計一働くことは食えればよいという考えであれそれ以上生産に対

する意欲はう.すい。

(1) 働かなければ食えな~，'Q

(2) 国を2町もっており，収入は多いようだが，肥料代を引かれ12人の家撲を

餐い，税金を払うと，あと何も残らない之父はこぼしている。

(3) 町の子どもは家の仕事を余りしないのに，私達農家の子どもはなぜ働かな

ければならないだらう。

(岳) 自分の得にならない仕事はしない。

(5) 愛しい家庭であることと，自分が長女であることを自覚して，百姓奉公や

女中をやっている。働くことはよいことだという意識はない。

付生産の合獲化。

(a) 生産に計画性がなく，労働にむだがあるのではないか。

(1) 家の人が働いているから自分もする。

(2) 春一年の計画をたてLゃったら，まだまだ能率が向上するとa患う。

(3) 牛や馬をみんなでもちよってやったら耕作も平〈なるのでないだろう

か。

仏)人々の協力がたりないと思う。

(家の者がみんな手分けして仕事すればよいと思う)

(5) 農業を楽しみたい。

(b)機械化b

(1) 工業が発達しヌくると.農業の道具がふえ，仕事は苦労ないと思う。

叫村に工場が少し、。

(3) 機披力の利用が足りなL、。また牛や篤も少ないと思う。

仏) 何でも質の悪い材料を取り入れるの

(c) 適地適作。

(u 農業以外の産物がない。

向特産物がない。

(3) 二毛作によって増産していなし、。

仏)農産物の研究をしない。

(5) 土地がもっとあるとよい。

刷耕地主整理が未完成である。

(7) 能率のよい農業の方法を研究することが少ないa

• (消費以下略)一一周}f[中記袋一突験的研究1954ーを参照されたい。

このようにして得た 「子どもの解決すべき問題」を，.次の単元の中に組

織化して計図案をたてた。計図案l't紙数の関係からどうしても掲載できな

いので省略するが，これも両川中記主要 一実験的研究1954ー を参照してほ

しい。
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3.2.2. 同¥.、かけの実験的研究(累積的研究〉

教師が学習指導の際に手怪にしかも常時用いている H問いかけ"~ì.問題発展

マの契機としての重要な役割りをもっている。特に子どもが問題と附m.む社会科

の問題解決学習においては問題を意識させ，それを発展させるために， ・教師の

一言一句の H問L、かけ"が問題解決の方向を左右するといっても過言ではない

であろう。しかし H問いかけH については，一般に案外ぞんざL、に用いられて

いるのではなかろうか。即ち・むだが多く無計画に用いられ，問題発展の模機

として十分効果的につかわれていない場合が多L、。

それでは月間L、かけ"について，どんなこ之を考えj;.らよいだろうか。問題

の発展過程，特に子どもの主体条件によって W聞いかげ はそれぞれ臭ってく

る。即ち子どもと話し合いながら，その話し合いを一つの方向或は問題にしぼ

りあげていくH問いかけfIは資料を提供しての H問いかけぺ補説をしての H問

いかけぺ二つ以上の事柄を比援しての H問いかけ昨等の方法があり， 叉それ

らが複合されたかたちてe問L、かけられている。そこで，われわれは実験的研究

の立場より， ことでは子どもの主体条件を同一にして3 H閉し、かけH 方の変化

で問題意識はどう変ったか，問題は~う発展したのかを分析的に究明しようと

考えた。従って資料・提供・補説・比較等の問L、かけ方に分けて，子どもの問

題発展の契機を累積的にとらえようとしたのである。

3.2.2.1.実験内容

この研究では H問いかけH の二b'法を，今までの学習及予備実験の結果を検討

し問題発展の棋機となるための有効な H問いかけH として次の四つに限定し

。
た

①単なる問かけ一一生徒の動きをみて，生徒と話し合L、ながら，それを道iし

て或る間短に焦点をむけさせていく方法で，そのために

資料や補説などを用いなし、。

①資料提供に伴う問いかけよー図表・写真・模型等の資籾を提供しての問いかけc

①補説による問いかけ一一問題を補説し，その問題の見通fしをもたせるようにする

問いかけ"

@比較しての問いかけ一一問題を肉類及び対比的な問題と比較さぜての問いかけ。
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3.2.2ふ実験 条 件

実験における条件はJ評価の場合の分析と有機的に関連しており，結果の検

討にはなくてはならないものであるが，主体と客体との問題構造の場における

子どもの意識は複雑である。従って，厳将fな評価よりすれば，条件設定，は困難

になろうが，一応基本的な条件として学習前の条件と学習中の条件に分けて設

定した。

①学習前の条件

@学習過程一一実験までの学習の過程及び子どもの状態(特に問題意識について)

@ 解決すべき問題一突験でねらっている問題(子どもの解決すべき問題より始出)

@ 学習内容一一問題を発展させ』解決するための学習内容。

@ 場の設定一一予め教室に図表を渇示するなど，問題の発展に効果があると思わ

れる環境の設定。

②実験中の条件

③ 内容順序一一学習内容の流れ。

@形 態一一学習形般の

の方 ・法一一指導方法c特にいっ，どこで，なぜ，どんな問L、かけをどのよう

にするのかについて明磁にする。

そして，この研究では①の条件はできるだけ子ども全体に共通になるように

努力して，②ののの変化が他にどんな影響を及ぼすかを見ょうとした。

3.2.2.4. 研究内容及び方法

実験研究は元来作為的な研究方法であるが，子どもの問題意識とJIitJl.んだ研

究だけに子どもの成長発展を阻害しないように，平常な学習活動の中で実験が

行われるように留意した。

①実験(個所と実験)'主題

学習過程全般にわたる実験でなしに，各段階において問題を意織させ，問題を発

展させる契機となるための H問いかけHに適した個所を選定して，それに適した実

脱主題(問いかけの方法)を決定した。

実験主題は子どもに対して問題をよりよく発展させるために，学習内容との関連

においてP いかなる問いかけをしたらよし、かによって設定した。

② 実験方法及び評価

前述の突験条件にもとずいて，一学級を集団実験訟による一群法で突鰍しs社会

科部員会員が参加して突験を観察し，その結果を条件に照して実験者と鎮祭者の共

同討議によって評価した。(実験の形式は第29表)
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第四表 群法による累積的実験学習の形式例

単元名|民主々畿の発展 |題 目|この課を学ぶ心得 |失施日 14.83B l記録者 |波 辺

実験主題学|踊
11絞生徒殺の状ぎ態によって，J~*サ γ ス1切の人間と現代人M針発見させ，なぜそういうちがいがあらわれてきたかを生

せる。
習過稼 (ÉE~O)tkí!J~) t 解決すべき問題 | 学 習 内 務 |場の 設定

条

: 喜三三重学的のJるZ人年年なこ引聞にのもと乙最ののにを日初本香学のよFjJ庭鬼っのん寄時方史間を，] 学び
-しだいに身欲個自我求のし人っにが間あか円覚るとりめつつあめり，

-モナP ザがル依顔て開表いネ現性現笑がサでがあを社代ンし会初人求スるて期のめいのめと顔遣のててJるkさ代人aはいと除知表間ととと性。大人性う物にいにk 

-準備なし
自分をー して認てほ

錦1そす目P覚れあるき朝めに，り北，た飯白その底時史代 て，人まZ間たE 
しいとの が，覚まだそれ 人較のし
を彼等自 と目してい
ない。

・花と関う係いしう性もてら人がいをると止会。 進る捗と

化関係す なでいどるも。
-この自然なく成な長を家のものからは

f牛
グきかな ったグこと口ぐせの ー.
よ5に言われ，彼等はひそかに不
安をいだいている。

内 容 目鼠 序 I J~ 態 ! 方 法 反 応 所 見

a -この絵頃は誰何がの絵かb 持に
|資開料提示によける.JW 1 -口々にそナリザ -本に出でいるものは割合よ

-いつ 措いたものか。 自由免言 し、力、 -わからじず絵，教科書けをさがし 〈見つけ出している。

分 て同 をN.つ
-との絵からどーんなことがわ ノLネサγス期レオナーl'〆
ヵ、るか。 ピγチがかし、た。
，・それではどう L、う顔か。 挙手指名 . ~買を指しながら暗示的に -女沈子黙

やはなり匂軍。けまると軍ま彼でたを之ず等発はが』がか表入が簡jもし無っ少単しうさ邪になてしう'という

. " 4-5名直に、る挙顔手で ょう 問分くる。. " srほほえんでし す」 -この辺 いか

-とれが昔からナグ討足の会微音量笑科k 
教師による補説 司 -沈黙 けでい 析くが

い的人現たのきどを婦わ微に代たう人見遜れ女笑のしれ性のだてじ之亡ば笑いてのろとと，る，Aが初断で，め 学る

. 
" 深くな まい

l五る百問雨いか宮け了IW一 -はずかしみ?もf、あって3 だま かない 等発 気に恩
性め つてはいる ，みんな顔を ったこ なL、。
いあること 上げ気聞て好がく奇な悶をかがやか

析
ほほえみは，と 一袴 に

ー-

して 。
うちがうか。 自由発言・

日 い黙いし品て往聞生き生き
-現象釣なことは発資表すもる。

んなちがし、がで レクチヤ[
してい注，る沈」目 的だ」 -こうした段階けは 料 ない

う。 -みんな し，問L、かなどでは到底
-理由の説明 -みんな 〈。 いけない。

(註) Wl， W2整理のための符号である。



I 単なる問いかけ

単なる問いかけは大別して， (i)導入の段階において子どもが問題を意識してい

ないかp もしくは意識がうすい場合に彼等の経験を'問いかけPによって生起させ3

意識せしめる場合。 (ii)問題の発展過程において問題?と行きずまった特に F問い

かけグによっ今て正しい方向に発展せしめる場合がある。この二つの場合を考えて実ー

験した。 (実験例は紙数の関係で省暴)

実験事例により考察する。

(1) 問いかけに反応する状態。その導入の段階で取上げる問題は，既習の

問題や内容に関連したものでなければならなし、。また問いかけの前に問

題を話し合っておくか，または作文やレポートを書かせた後に問L、かけ

た方が問題意識をもっ場合が多L、。それから子どもが常にぶつかること

で， 当り前と観念し，潜在的な意識となっているものに着目しての話L

合いによる問L、かけは子どもの !I鹿吋をついて効果的な場合が多い。 一

般に何の準備もなしに子どもに問いかけても，単なる問答か話し合いに

終る場合が多い。

(め行きずまった場合，角度をかえて問いかける方法も有効である。(視

点の変更)例えば「自分の仕事について君はどう考えているかJの問い

に反応を宅めさない場合に 「君の家の人は仕事についてどんなことをい

っている」等の周L、かけは立場をかえた問題として意識を生起させるに

よL、。

(3) 概念的な問し、かけはかえって子どもを過度な困難に追い込み，意識を

消失させる。 (消極的な反応機制とレての逃避現象)具体的であり，身

近かな問いかけで，しかも子どもの心底に〈さびを打ち込むようなもの

を，教師ほ選択すべきである。

ω 展開過程においても，経験や記憶を11乎びさまし，そとにある事実の虚
をつくようにして問題を意識に浮び上らせるととがよい。

ゆ 理論的旦論理的に解決を要する問題や内容fi，.単なる閉しゆるけでは具

体的な問題内容の手がかりが得られない場合が多く ，生徒の反応は税薄

であり，意識はちすし、。

(6) 虚をつくといっても，かけ離れた問題への飛躍はむつかしく，生徒。

自発的な学習に添わなければならなし、。グループ学習におけるグループ
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指導などの時は，ー挙に全体の子どもを対象とした問L、かけに発展させ /

〈マ)

るのは注意を要する。

むずかLい問題は優秀な子どもにはじめ問L、かけてゆく。教師のねら

いがどこにあるかを或騒度理解させた上で，

に挙級会休の意識となる場合がある。

全体に問いかければ効果的

(8) 問題によっては，問題をもっ子どもに問L、かけ，或る程度の問題に対

するアウトライyなり，ほのかな見透しをつけてから学級全体に問いか

けた方が有効な場合がある。これはある一部の子どもだけが経験してい

るような問題を金体の問題とする場合である。すなわち子どもの生活が

異なるときは，自ら子どものもつ問題領域も異なる場合があるからであ

る。例えば農業についての問題は農家の子どもは具体的に経験している

が，商家の子どもは概念としては理解していても切実な問題にはなり得

ないである場合がある。

(9) 概念的であり，結論的な問題の間L、かけは，生前にそれだけの用意が

ないとかえって子どもを迷わす。その場合問題を論理的に分析し，また

具体化して問し、かけねばならない。例えば 「特に農村の家庭は封建性が

強い。それはまだ身分に差があるということだ。君たちの家でそんな点

が感じられることはないか」等概念的な問L、かげではなしに，内容を分

析して子どもの具体的な生前問題まで下して問L、かけることがよい。

(1.0) 子どもはややもすれば物事を観念的に割切ってしまう。従って，は

じめに抽象的な意見をとり上け.ると，問題はかえって行詰って発展しな

い。特に能カ上位の子どもは観念的に事を処理するような傾向があるこ

とに留意しなければならない。

ω 単なる問いかけは問題のきっかけを作るが，真に内容をもった身につ
いた問題にならないのではないか。この場合，つづいて具体的な資料な

り楠説で問題解決への方向を具体化し方法化してやる努力が大切だ。 ιJ;

J二がこの実験をとおしての所見である。十分時聞をかける余裕がなかっ

たので教師と子どもの不備の点も多いが，われわれの実施した範囲内で

はこのようなことがし、われた。

資料提供を伴う問いかけ
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'図表・写真・模型・幻慨・参考書・作文・体験等の資料を用いての H聞

いかけ円であり，子どもの直観に訴えて問題意識をもたせ，問題を発展さ

せるための H問L、かけH である。すなわも，資料を見，教師の問L、かげで

資料から考。えることにより問題を意識させ，その問題を発畏させよう とす

るものである。

(1~ 資料提供を伴う問L、かけは，一般的に言えば，導入の段階においては

既習経験をよびおとし，また資料によって今までの不足を発見させ，新

しい問題を提示する。まずこさ学習活動中においては，資料によって視点の

変更を起させたり，欠陥の発見に役立ったりして，問題の行きずまりを

打開する。

(2) 資料提供を伴う問L、かけは，単なる閉し、かけの問題より，高度な内容

をもっ問題手対しても可能であり，.EL問いかけが資料によって具体化さ

れ，問題の発展を効果的にする。

(3) 資料は前に学習し， 作業したものの再現に非常に効果がある。

(4) .1年及び2・3年の能力の低い子どもに対ーしては，単に資料を提示する

だけでなく，資料を補説することが必要であろう 0・また高次な資料は十

分補説を力11え，資料を理解せしめた上で問いかけなければ反応は示めさ

なL、。すなわち，子どもの能力を超えた資料は反応を示すことが少なも、。

一(司教科書は子どもにとって唯一の参考書であり，まだ学習の道標でもあ

る。教科書の資料を十分生かすことは教科書;を主軸にした単元学習でも

決して詰め込みにおちいらせない。同じく学級の掲示物についても，十

分学習資料的な配慮をくばれば社会科学習におhて問題発展の契機を把

握するための閉し、かけに効果的に作用する。

16) 資料を用いる;場合，問題を提示するか，または問題についての話し合

いをじた後に，資料を提供して問いかけるとむずかしい問題でも自分の

ものとして反応を示めす。

(吟 資料は具体的であり，身近がなものは有効である。生活作文や体験談

等は身近かであり，問いかけは問題佐対して切実績をもって反応する。

(8) ~般的には資料を提供して問いかけるが〉問いかけの途中に資料を提

供する場合もある。

(9) 単なる問L、かけより資料を提示しての問L、かけば能力の劣ってい益子
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ども及び内容を理解し得ない子どもに対して有効である。

側 三千どものもっている問題と同質の資料を提示し，暗示的な問いかけを

すると，問題を発展させるに効果的な反応を示めす。その場合，能力に

よって意識のもち方が異なるので， この点はさらに子ども同志の討議

や，教師との話し合い，教師の問いかけで方向を統一することが必要に

なることもある。

ω 数多くの資料を提示することは，子どもの状態によって反って子ども
を迷わすので，子どもの資料活用に女すする能力を十分見梅めることが大

切だ。 普通2~3 の資料で関係的な観察を行わせるとよい。 とにかく資

料提供による問いかけは問L、かけが資料によって具体的で、あるため 「単

なる問いかけ」を一歩梢進した手法である。

-要はし、かなる資料をし、かに問題と結びつけるか。資料をL、かに子どもに

理解させるかが問L、かけの内容を決定するものと思われる。資料の研究が

十分なされた上での問L、かけでなければ効果が少ないのではあるまいか。

資料の内容や資料提供の使方については，なお研究を要するので今後の問

題としたい。

補i説による問L、かけ。

資料提供による問L、かけの場合においても，高度な資料の場合は，その

資料につい，ての補説を必要とするが，この実験は資料を用いないで問題内

等を補説しすこときの問』ちかけについて実施したものである。

一般に中学校の社令科においては問題内容が複雑となり，関係的乃至綜

合的思考を必要とするものが多くなっている。しかもその発達の特性から

知的な内容が多く要求され，知的な理論的問題解決を必要とするものが多

い。そのため単元学習における問題の発展も教師の補説を中心に理論的

にイモ組まなければならない場合が多くな，っている。ここに補説による問い

かけの存在が確認される。 (実験例目的

(1) 柄説による問L、かけはJ仕事がゆきづまって思考の発展が停滞してい

る時，このゆきづまりに油をそそぐような意味での楠説は非常に有効で

ある。 こうした補説の機会をとらえるには，子どもの現在の問題の深さ

と思考の過程を教師が注意深く観察していることがたし、せつである。己
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の場合子どもから自発的1ζ教師た要求する工うにまで，子どもの困難が

切実化し?ていることが重要で，子どもの質問がよいきっかけとなるo

(2) 教師と子どもの討議で子どもの現在の心的状態をh危機的場面におけ

る不安定な状態においやるこ4こが大切である。しかしこの時，子どもが

完全に困難のまえは征服されてはいけない。何かわかるようでわからな

いという不定さで，教師にすがりつく状態が望ましい。

ゆ) 補説が最初に取上げられる場合でも，過去の経験(学習や作業)を呼

びおこし， 叉子どもの問題と関連づけてもたせる内容の楠説でなければ

ω 

ならない。楠説した内容が子どもによく理解されてL、るかどうかを，11法

めた上での判断から問し、かけるのでなければ，身についた意識にならな

L、。

子どもの経験したものや身近かな問題の補説は意識が高い。特に1年

及び2・3年でも能カの低い.子どもにはこの種の補説は有効である。

(5) 1年及び2・3年で能力の低い子どもには板書するなり，また資料を提

供して補説の内容を具体的に整理しながら問いが汁ると問題に対して意

欲をもっ。

(6) 補説は要点をよく子どもに理解させるような問いかけでもってL、かな

，，¥， ，とt問題ぽ発展しなし、。

(マ)補説は単.に教師より与えるものでなく，子どもの活動の中に行われな

ければならないし，柿説の意畿を充分理解した上で行われなければ効果

は望めない。とにかく楠説による問」、かげは，生徒の積極的な問題解決

的意識の流れに正しく乗っていることがたいせつだ。従ってその補説?

.位置づけがしっかりなされていなければ意味はうすい。

N 比較としての問いかけ。

問L、かけの方法は大休前記の三つの問いかけに色分けされるが， その内

容として論理的に問題をつかませ発展させるものと，他之の対比により問

題を意識させるこ之に分けられよう。

従って問題が漠然としてつかめない場合s他との対比的な取扱いがより

問題をはっきり意識するのではなL、かと考えられるので，

「比較としての問L、かけ」の実験を特に取り!叫し、てみた。
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この結果から言われるこ之はつぎのようなことであった。 .

(1) 問題が十分積極的に意識されない場合，及問題が散発的となり，方向

がそれる場合，二つ以上の資料や事実を対比させながら問L、かけると問

題がはっきりしてくるし，向題を指向点に焦点づけることができる。

(2) 子どもは，数種の資料でも焦点さえはっきりしていれば，関係的・統

一的に続みとれる。概念的な内終の比較においては，補説を加え或程度

.具体的に分析して理併せしめた上で問いかける必要があろう。

(3) 最初に内容の概念を理f拝させ，類似の内容及対照的な問題を比較させ

て問L、かけた時は問題の映像がはっきりして生徒の意欲も旺盛になる。

ω 比較による問L、かけにおける H問いかけのつぼH は，比較点をはっき
りさせることにある。

3.2.3. 補説による比較実験

"問L、かけ"は確かに子どもに問題を意識させ， 問題を発展させる模機とな

るが，単元学習において具体的な内容と取組んで，どんな問題をどのように発

展させるかとし、う研究が第 次実験の発展として取りよげられた。

中学校社会科'における問題は小学校とくらべてより高次であり，理論的・論

現的な解決が要求されており，問題解決に当つては日常の生活経験の総和によ

るよりも，基礎的内容の理解 (C.O. Sに示めされている領域の内容)が問題

の発展や解決の鍵となる場合が多い。従って問題発患の方向を論理的に深めて

いくためには，教師の楠説(補説による問し、かけ〉が指導上重要な意味をもって

くる。近時中学校社会科学習の問題点として，知的内容の理解に関心が向き，

問題解決学習か，系統学習かということから，単元学習の批判とし、う立場で，

最も安易な過去の教授方式である講義法が取り上げられ，いわば国語的社会科

学習が行われている現状をみる。

われわれのねらっている補説は，単に教科書:の講義ではなしに，問題を発展

させるために教科書をどのように利用し，必要な者11説をどう取り上けeればよい

のか，そのよりよいあり方に対する比較笑験を試みよるとしものである。
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3.2.3.1. 実 験 内 容

教師が柿税による問いかけを用いる範閣は/X¥，、。概括すれば，導入段階にお

いては問題発展の契機としての補説が主として用いられ，展開過程においては

内容を理解し， そこから次の問題へ発展させるために補説が主として用いら

れ，終末の段階では問題をまとめ， より高次の問題意識へ高めるために用いら

れるのではなかろうか己 しかし各邸皆に用いられる.楠説を分析すると，その方

法は各種各機である。即ち単に教科書を楠税する場合，話し合いを交えての補

説等子どもの状態・問題・問題の発展過程によって，補説による問いかけのす

がたは一定しない。

そこで，学習過程会般にわたお補説のあり方についての究明は時間的にも，

また内容的にも不可能に近いので，特に或る一時間を取り出して，問題を発展

させ?契機与し千の捕手の望ましいあり方を比較実験的に究明しようとした。

① 

② 

単なる補説一一教科書を読んでその内容

を補説することによって問いかける。

主として内容理解のため教科容を補説

し，問題を効果的に正しく発展させる。

凶.. ~...." ..内向^^内角高内内hーも() 

補 説問
題
生
起
'̂-

話し合い及びその他の手法を交えて

の補説一一図表や写真資斜を提示

し，話し合いを交えて問L、かけ補

説のくり返しを用いての補説であ

る。

〆目、守、

吋叩叩口""""'̂'"x ........... 山 0""仇→生自
補説 I 1/ I 1/ I " 起然
I I I '" tこ

3.2.3.2. 実 験 策 {牛

! .1 I さ開

資事司提供や話し合い

せ語
るを

等質の二群による比較実験であり，第一次の実験条件を検討し，特に子ども

の主体条件を科学的に分析し，両群の主体の条件を同一にすることに腐心し

た。

① 実験前の条件
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@実験前の子どもの状態

二つの集団を等質にするために

・能力一一知能指数，発表力

-現有知識及経験一一単元における内容の理解度，学習経験，社会科におゆる

総合評価

・問題に対するセゾス

・変友~係ーー・実験グノ1--プ内でのソYオグラム

.生活環境

@学習内容一一話し合い及補説の内容。

。笑験、のねらい及び方法--何の目的で補説するのか，またニウのグ、ノレ
ープにそれぞれ問題を発展させるためにどのような補説をとるの

か，そのねちいと方法を設定する。

特に留惹したことは補説を単に教師が与えるのでなしに，あくま

でも子どもの自発的な学習活動の中に補説を位置づけ，意欲的に補

説を受けとるように子どもの条件をそろえ，環境もi整理した。

②実験中の条件

教師の一言ー勾の裳が子どもの意識や問題のもち方に徴妙に影響を与え

るので，各グルーフ・の学習の蹴れを詳細に計画した。

研究内容及方法

①実 験計画

実験個所をeこに設定するのミは単元金休の学習の流れを検討しなけれ

ばならない。

第26表は実験個所設定のための学習指導計画案の一例を示めしたもの

である。
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第 30 署長

。単元産業 、の仕組と経済 (三年生)学習指導計図案

(経済とは何か)

小単元
学 習 の 流 .れ (生徒の問題意識の系列)

教師の指導 | 生徒の活動
器
開
問

'L

題
起

J

問
提

導

-自分の生活はどうなっている

か，どんな仕組の中に行われ

ているかを考えたことがある

台、s

。

本

?

る

日

か

な

う

う

る

い

ど

ム

あ

と

と

ら

・
で

こ

何

た

題

る

は

し

問

が

活

止

の

な

生

停

体

つ

う

か

全

に

い

処

本

体

l
Lぅ

何

回

全

||-J
」

-日常生活を分折する

食生活} ・何に使うか

衣 η }・どうして手に入れる

住 νJ か

-どこで

・つくるところ

・だれがどうして勺〈

る泊、ーー ー

経済詰につL;敬発的に恩\"I I~

|話

|物を手山肌う生聞とLう…?I 
経済生活主はこの とか? I 

-経済生活にはどんな仕組が一

般に考えられるか

(生徒の思いつきを板蓄に整

理〉 一一どんな問題がある
台、守

-品物を手に入れる

.品物をつくり売る

.ふところ具合

0 ・産業の状態

-労働の問題

・阪売・貿易の問m
・政府の事業・税金

|経触活…しろな問題がある。一吋
を研究してみよう。 I

-これらの問題の研究はどうす

るか考えてみよう

(発言を整理してやる)

-自由発言ー研究計画について話

し合う

同僚とはどうL うことかを肘わきりさせよ|
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学習内容

-必要な物資を手に入れ，使う生活

は人間生活の基礎的なものである

と左

資 料

生徒の経験

-日本の経済の現状を考える時には |掛図.

既習の日本地潔や跨史が必要であ

ること

・日本の経済の現状を考える時，特

に経済に関する知識が必要である

こと

-113-

実験方法と

評価の留意点

-内容理解によれ次の問

題を発展させるための補

説について実験する

0一方は話し合いを入れた
補説で教科書を盤起とし

て用いる

O一方は教科書を読んで内
容を補説する方法をとる

-何故経済について研究し

たいと思うか理由を調査

する



1鮪|・儲とは何か? 何から考えて
か l いったらよいか

終済の|
基本的I I 
要素 I I私たちの生活内容で考えてみよう

~'í皇位。、生;古 F 由化しT

戸2 -
↓
問
い
か
け

・
話
し
合
い

先ヱに3珪B4して t.ヲ£ラ

-彼奮しながら説明する

|つくること=生産とはどういうととか

I自然(土地)-1_/消費材
人間 の力一1_1"仕荏H_一一

| 中且目 |ー消費材
生産手段ー1 I 
| 労働対象-…
」ー一一一守労働手段・...

1
1
1
4己
記
ー
し
ハ

E
L
M
-を
AYUχ

》
ザ
ヘ
ム
九
凶
刑
詠
泣
千
4
1
i

-教科書を読む (P63-64)

!金廷を高めるにはどうするか

-図化したものや板番で説明す

る -教科書を読む (P64-65)

|踊・消費という生活活動のもつ意義はどうか

-図イじしたもので説明 -教科書。を読む.(P 65) 

|脳ー貨幣Kついてくわしく調べよう
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-開館怠・識調査

仮醤の資籾

→一方の学級では

!?醤摘んで山|
う

よ

けt生から説明しても|
lらし、たし、 i 

とい;締へもっていく

・一方は教科書をよんで内

容の補説により問いかけ

る

-日常生活の基礎的なものは衣・食

・住であること

-経済とは素朴的には

・つくって

・売って

.金を得て

・買って

・使うこと

財貨とは

教科書

段手産生
象

段
対
手

力
働
働

働
労
労
盟

労

/

¥

翻

材

素

)

は

然

資

要

地

と

自

消

三

土

震

・

と

の

駅

手

斜

材

産

指

産

原

産

生

E
生

生

-労働の生産性

技術的合理化

経営合理化

-経済の主要素

生産一航匡一消費

-内容のテス ト
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以上の計画にもとずいてAグループは具体的な子どもの生活内容を話し合い

ながら，必要な知的内容を生活の事実に即して楠説する方法をとり，教科書内

容は時間の終りに内容を整理する時に用いるこ とにした。Bグ.ノレープは，はじ

め教科書を読んで，その内寄与理解の困難さを自覚させ，それを教科書の内容に

治って説明する方法(一般にやられている方法nをとることにした。こうし
て両者でどちらが問題を正しくとらえ，それをどんな方向に発展させようとす

るかを比較しようと計画した。

② 実験方法及び評価

比較実験であり，子どもの主休条件を等質に規定することは前述した通りで

あるが，そのためには実験前において，両グ'ループを再評価しなければならな

い。もし差を認めれば，等質にするため別途に準備のための学習が行われなけ

ればならなし、。しかしこカ学級をこのような考えで調整しよ うとすると，時間

的にもまた子どもの正常な学習の上からも不自然をきたし，子どもの問題発展

過程をみだす結果に陥りやすL、。そこで便宜上一学級を等質の二つのグ‘ループ

に分けて実験することにした。

実験は“問し、かけ"の実験の場司合と同じく，実験中における子どもの勤きも

評価の要素となるのて〉社会科部員会員参加したb また教師の発言内容もA，

Bグル{プとも十分検討し質的には同一になるように努力した。

@ 内容理解によって問題を発展させるための楠説

いかなる場合に， ¥，、かなる内容を現解させることが問題を発展させるかは問

題の発展過程によるが，問題に行きづまった場合，及び問題内容を理解しなけ

れば問題の見通ももてず問題がその上発展しない場合，即ち問題になり得ない

場合にとられる楠説である。

では内容理解を主とした梢説の場合において，“教科書を中心としての補

説"と “話し合い及びその他の手法を交えての補説"とではどのような差が見

られるであろうか。次で実験例で考察する。
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第 31 表

単元|開 111~~~ 経…ト験日|昭苅 1 0. 14 1-示。 00 。
実験前の生徒の状態 ! 突験のねらいと方法 l 学 習 内 容

1.経済とは基本的にはわ
れわれの生活に必要な物
資〈財貨)をつくり(生産)
それを売り，また手に入

れ(板禿(流通)購買)
‘、---

使う(消費)ことである
こと

2.生産は自然(土地)・労
働力・生産手段を三要素
之し-(¥，、ること

3.生産されるものには生
産財消費財があること

4.労働の生産性というと
との意味内容

5.流通と消費は経済の中
でどういラことをいうか
という意味内容

1.金のことは関心はある
が生活と結びつけた経済
には関心はないようだ0

.金の使い方は無計画

.品物を大切にしない

(生産と消費ときりはな
して考えている)

2. 前時の学習で経済生活
について考えはじめてい
るの
3. LQは別紙

われわれの生活においてp
経済ということは基本的な
問題であるがp 経済とは何
かを先ず究明する必要があ
る。本時は経済の概要をと
らえさせるために

付) 話し合いを中心主して
具体的な生活を考えなが
ら経済の概要をとらえ教
科書で知識をまとめる場
A 
cl 

の
二
滋
状

済
の
'
の

経
合
て
震

に
場
し
発

心
る
較
の
。

中
え
比
揺
る

を
ら
を
問
す

蓄
と
法
と
討

科
を
方
度
検

教
褒
の
程
を

概
つ
解
態

伺

A グノL B グ ノLフゆ 7" 

1. われわれが生活に必要な物資(=
財貨)を手に入れ使うということが
経済の生活といわれている。これは
われわれの生活の基本的な生活であ
るが，この経済ということばのもつ
内粋をもう少しはっきりさせてみよ
う。そのためにはどうしづ方法でや
ったらよいだろう考えてみたい。
みなさんのζれに対する考えをきか
してほしい。

(話し合い)

lわれわれの生活の内容を具体的i
に考えてみよう。

2.衣・食・往の生活を図化しようぐ向
いかけー話し合い)

1.同左

(話し合い)

!?済とゆとしうこ明科l
に書いてあるから読んでみよ l

実 2.教科書を読む

黙読→指名言語

{ヰ正事)
i事 3吾

i「 J5451い川
1it ~ 
fゐきまビ l旬 IF..

3. どういうことか3内容がわかるか。

言葉の意味内容がわかるか。

(指名してその内容をつっこん

でみる)
験
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方

法

評

価

、ι... 
I主主

3目われわれが衣・食・往の生活を完全
に行うには，これらの生活が調和的
でなければならない。ところで，こ
れらの物資=財貨を手に入れるため
に，この財貨が“ある"ことが前提と
なる。“ある"ためには“つくる"こと
が必要となる。財貨をどんなにして
っくり，生活に役立てるかーこのこ

とは一番基礎となる重要な問題であ
る。これを“生産"というが，生産と
はどういうことだろうか。

4 図でいうと生産というととはどれ
になるだろう。生産というこ主カ丸、
かに行われるかを具体的に考えてみ
よう。

(話し合い)

5.ここまでを教科脅にかいてあるも
のを誘んで知識を整理しよう。

6 つぎに生産を高めるに・・一一一ー
はどうするか，例えば図米の治産
で… -----
生産額より労働の生産性の必要なこ

と

・原料の 質>労働対象)

:長義弘 1技術的 ー1→
・労働者自体、労働手段|合理化 ←
・科主主的知識/ I 

・生産方法・工程 ¥環鹿ー縫蛍
.工場管理(労働管還)/の合理化

7 ここまでを教科書も読んでもう一
度整経してみよ う。

8.生産された財貨(図で)が消費者
の手に渡る，そして消費される。こ
の過程"がなめらかVこいつて経済生活
がうまくいくことになる。そしてこ
の過砲は循潔する(図で説関)

9.教科容でよんでまとめよう。

~.本のどこがおからなし、かc わから
なかったらどうしたらよいだろう。
↓ 
わからない。
L 

17¥:生から説明してもろう

5.先生が説明してやろう。

教科書の内科をよんで，その語句
の意味を絞奮しながら説明する。

。経済とは財貨

。生産とは

自然f土地)-L/消賓財

22EZ〉バ ¥錦財一1-伊
I_/労働対象 料判
一一¥労働手段・・・機械道具

。労働の生産性

(膜技術又は技術的合理化
経蛍合珪化

。流通
。消費一→労働の生産性へ
(経t言。三要素)

(以上の板書はAグループも間じ)

10. これが経済の基本的な三要素だが
これがうまく循環するために必要な
ものは何だろう。

6.同左

i 生徒の学習意欲に差がみ られた
か。 (観察)
2.時間中の活動の状態はどうか (岡
上)
3. Iートのとり方で差はあるか。
4. J;塁線テス トとしては
-生産の三つの要素 .
.経済の二五つの要素
・労働対象と手段を内蒋的にテス
ト

・労働の生産性
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(テストは多肢選沢・完成法・正
誤法・論文体法等で)
5.今日はどういう内容を，どんな学
習のしかたで勉強したか。
6.今日の学習での感想
7.次にどんな学習が必要になってき
たか。
R.こん後どんな方法で修習していっ
たらよいか3
(::;-8までは直後に傍いてもらう)



告書 32 表

第 3学年 B組 A〆ノレーフ。生徒資料

(以後の突験飢'の記載には紙数の関係でこの資事キは省略する)

宅書
k生 名

号 題ポ苧日汗同斥 E
阿部)i慎 一 80 I i i I ; i I o 
2 弁 上主治 7.0ハ jqjo  
3 岩 崎美智雄

100一寸-十j。ー寸十! 【oー ーム!ー一一一一寸i 
4 上回新 也 100 I P 1; 1 i i 1 + 1 H. R書記
6. 小野 央 90 11 0!(+  
ト一一
I1 佐藤室経 1001 : 01 1 i i 1 + 

12 佐藤光男 801 ; : 10 
一←一 一一

60 I ! i I ! : 1 ! d---= 13 島津進

一 一14 盛岡昭夫 1000: H.R委員長

17 原田 清 70 ー 唱

18 藤崎.与ー 100存20 筑間徳四郎 90 

22 矢部政一 ，~ : 。

一 9一ーで;ー一一:一一ーーー一ーでーa ーー・
29 大野幸子 120 牛 H.R副委員長

ーーァー
30 小野久子 80 oiji! 

ーーー
31 北上悦子

一
32 北上美智子 100 +' 

33 小 山順 子 + 

一3う 坂井 ユキ 90 (1 0 ー
ーー

36 佐藤圭子 90 

38 島津:玲子 70 1: 1; 
ーナiOー!

39 田中ミ Y 100 I ! 01 ! 4 

H 町屋京子 80 I i i I j 
一一(一
。:

トーー ー i 
45 米回裕子 90 I j : I o 一， 
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第 32表

第 3学年 B組 Bグループ生徒資料

番
知能霊 成 績苑

姓 名

長4占干|長可夏号-

7 小林 ・カ 110I n I i i I i 

8熊倉昇 llO 一+ 
日斎藤 治 70I : : I i :0 

10 佐藤信-I 90 I ~ 0 : : I ' ! I + 

15 鐙関 守 60 j i | 
IG難波等 70

19 藤田一雄 80 ;:! +| 

竺 山 稜率 夫 剖 0 一 |

:l4 米岡部 男 田ー←1÷i1合一G一口-ー←ト一-← io -25 渡辺義男 100 ! ?τ  

26相同稲田 ; 一-1。L」 1 
27 明 典子 1F向7 i i 1 
28 氏問千代子 90 :oi +1 . 

34 坂 井 正子 100 0 1 

37 沢 口 幸 子 100I q I : : I i l I + I 
1F岡 村 与志野 100 0; :! ?-

ーーァー-i-I_:_i_ー
41 戸松怒子 801 ; i I 0 .・

一
刷〈ii 一 一42 中村 ひろ子 : I i一t 

+' . 
一 一一 ーー
43 長谷川 きょ子 。:

一寸丁十一「

46 渡辺 定子

α← 一
+' 

1--

-120-



評価の結果

(評価方法は紙数の関係で記載路)

吉平 価 I 

E 、:
ψ/ 
~ 

、、子、
J 、、
， 
， ， 
， ， 
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8 I 
7 

判6 
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d ， ， 
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写4 5 

第 3図

第 4図
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一

コ
20 



(評価問題は紙数の関係で省略する。)

第 5図

す5図
③= 0.08 
8 = 11. 00 

品
川

Q

8

7

6
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・
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一
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三
問
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;~¥人

万一ヲ¥
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/¥/汚，/V V 

3 

匁I0 1 2 ヨ 4 5 6 7 8 " 10 1/ /2 13 /d 15 
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第 34 雲監 務
/ ツLープ(話し合いを交いた補説)23名1

価 1 ¥8グ;1.-~プ(教科宮中心の補税) 21名j
I I Aグ;1--プ IBグループ

項目| 生徒の意見 |上凶作|τ同Tf
今回の学習卜よくわかった I 1 I -， I 2 I 
マの戚綬 1・細かくゆっくり教えてもらったので身に II I I 
，回出 2 ついた I I I ! 

・考えたりしてためになった I I 3 1 1 
・問題をくだいて説明しそもろうと，考え I I 1 I 2 I 
られるし，わかる I I I I 
-よ〈伺いていたのでわかった 12 I I I 

.始めての先生なので固くなった
・何回もいって，考えるひまをあたえても
らいたし、

2 

・もっと身近かな問題をやってもらいたか I2 I ， 
った
-始めはわかったが，後になってめんどう
になり，よくのみこめなかった
・経済とは何かときかれたが，わからなか
った。例を上げて教えてもらいたい
・本ばかり教えられたのでおもしろくなか
った

3 

? 

2 3 

2 3 

次にどんな |・機械や道具
|・国叉は地方経済について

問題が必要 |・経高のひろい問題と政治との結びつき
になってきい貨幣や瓶盈の問題

2 I 2 
2 

たか
-ョ1(食住と経済
企業や商業について
.経の働きについて
・労働の仕方について
.その他

2 I 2 

2 

2 

. 泰錨産家漫無のこ也免轟たを家庭の村容ち縁の生のくわ生活生との結産農箇産のし家の改のの《径議l仕善kし請諸方らく室家べにみとっの民るに之関連について 2 I I J 

J I 2 1 J 
ついて身近かなも I I 3 

いて
の関係

ついて l 
2 I I 3 

どんな方法 ・議!うにしてやったらよい :; I 5 I 2 I :.! I 2 
で学習して 心にしてやる I I I I I I 2 

を先生なをことグりり教後いル皆とをでえでのし組話見はてよ7i会先るもしう5合体生ににζらにい2でししうとらべる I I ! I I 2 

いったらよ ・ しっか たい 2 ， 2 
L ふ ・ 出ートー して らべる I I 11 I 2 
'7.i'" I • 実，ふ際問題の J I I 2 

-グループでや 話し合う I I I 2 
-自分でわから 開く 1 I I 
-その他 ・

E教問にる題降つ仰Fにいののf話輔館たτA方説ぎめしτ合中言も'1-宅講、伎を義百はすのbフお五生に}るきち漉徒開 (B グループ)
たが何のた 話
になし合い の
が身でよく説4 〈 舗何説かのし宮途が開ら古落な申く面つ，さ舷か詰れま力干なー後吉い中節下Eに伎補Z度ち説ので生tあし由たっTた主

-f包ー



実験評価Iによれば教科書補説のB〆Jレープは，話し合い補説のAグループ

に比べ，能力上伎の子どもの斑解度は上まわった数を示しているが，能力中位

以下の子どもは理解している数が少いごとを示めし，理解度の平均はAグルー

また評価Eの問題意識の函では，問③「次にどんな

の項では， Bグループは 「菌又は地方経済につい

「私たちと日本の経済との関係についてJ r経済之政治について」等問題

プの方がよいことで，ある。

学習が必要になってきたか」

て」

を観念的に発農させようとしているのに対して

働対象の問題」 「農家の生産の仕方について」

Aグソレープは「労働手段や労

「この村・の農家と商家とについ

て」等自分達の生活問題と結びつけて追求しようとしていることである。叉問

④ 「どんな方法で学習していったらよし、か」については 「今日のようにしてや

ったらよい」 が能力土・ 中・下位の子どもが平均した数を示めしているが，

「身近かな問題を話し合う」 「問題を出してグループ毎にしらべる」等能力中

以下に意見が多いのは注目しなければならなL、。 Aグループについては「教科

書を最初に説明してもらいたい」と意見を述べた子どもが上位に荒干見られ，

能力中，下位の子どもに 「基礎をしっかり教えてもらいたL、」の意見があるが

「今日のようにしてやる」と意見を述べた子どもが圧倒的な数を示めしている。

以上総合すれば内容現解は能力によって理解の仕方が具るが，問題を内容理

解にもとずいて発展させようとする態度はAグループはBグ、ノレープより問題を

自分のものとして意識し，問題を発展させようとしている。従ってこの場合話

し合いを交えた補説が教科書中心、の楠説より有効であったと恩われる。この実

験は経済の領域の問題に対してであったが，次に一年の地理的領域における実

験例で検討する。

第 35表 社会科比較実験的研究指導案 中学ー年 (30. [2. 9) 

i一、実験 目的

l 東南アゾアの冨々の中，イシドシナ半島の国々について 「どのような生活活動を
i 行っているか，それは日本並に郷土とし、かなるちがいがあるか，それは何故か，そ
i こにどんな問題があるかJということを考え，自然に対するp またその社会に対す
l γ JAグノレ【プは 教科書を中心に研i る，その地撲の人々の対決の仕方を知るためtc~Ë グノトプは教科書外の資料や

j 究書準める (続税))"と「より，その理解のしかたや，問題のも・，! 地凶乞中心に研究を進める〈檎説) J'- ~''-

i ち方を比較する。

-124ー



二、 理 解内 容

1.ィ γ ドシナは島高橋モγス ー γ地帯であること。熱帯モγス ~ :/地主主の特色は高

温多雨で随物の生育が症盛であること。

2.イゾドシナ半島は，その自然条件より，世界的米作地であること。

3.米作の施設や技術はおとっているが，一部では外人資本によるプラシテーシヨ

ゾ経蛍が行われていること~日本主のちがい~

4. ィγ ドシナ半島の国々は，日本の大切の米の供給米地であること。

ラ.イγ ドシナ半島は戦後，民族運動が活溌であること。

三、実験の方法

A グル 7" 

。今年の量豊作→食縮輸入→東南ア i資料
ジア i (5) 

17π育研部移Ij 
いのだろう I 

l 
|米が多くとれるための条件 1:

土地・気候 ・労働力・施設技術;

|はた……島はこ|
れらの点がすぐれているだろ|
うか I 

1. 土地は…河口三角州の沖積 j地図
地は肥沃である

2. 気候は…総帯モγスーγ地 (1)位j
抜高温・多雨一駐在物侵育 i
圧感
・ .

たじていの土地に稲が育戸開
85%の耕地 (3) 

3. 労働力は…原住民の大部分
が百姓をする

4. 施設 ・技術は・恒三島?亡し、 i(6)仏)
る

・土地や気候がよすぎて技術
がおくれている一施設もし
かり

・収獲高は反当収ffi:低い i (5) 

・耕作法…焼畑・原始的 ;写真

プラ γナーショγと外国 ;
資本，そして原住民

@ωと聞の資料をくらべて，また j
(6)も合せ考えて気のつくことは :
ないか

!ィγ ド汁半島の国hはどう Ii 
して輸出米が多いのだろう | 

B グ JL，. プ

lアジアにはどんな関hがあづIi ・12'どんな〈らしをしている い
で)，.
中国主朝鮮はすんだ→イ γ ド:
シナ半島はそのF憶にある

|イグ ドシナ半島の倒~lì C:んIi 
な国だろう? I 
.どんな国主恩うか?…仮説 :

教科書でしらべてみよう ;教科書

-惣議よむ地図と見くら ;

ニ イγ ドシナ半島の自然で気の.
ついたことは何か

-河口三角州(メコヅ・イラワ i
(iI↓1fT秒也) ジ・メナム)
世界で有名な米作地

・熱帯モγスーγ地主主 2硲訟l

!(i胞)l 
雨が多く，高混

随ふの生育i.J'旺盛 E 

」快の三期作も ; 

ー米作で日本とちがっている点 : " 
は何か。

・施設 ・技術がおくれている : (6) 
(自然条件との調係で税明) ¥写真

・プラゾテーシヨン経蛍 j 

外国資本であること

・人口少し世界有数の米の輸 i(5) 
同国

・戦後・米の産額がへった j (3) 

ー同があれたf地球主気候)
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-人口と収穫のア yメラゾス

.単作栽培→最大対源

.輸出港はラプグ-:/・パプコ
Yグ・サイプγ

|炉収穫高が減ったのは何故11(3) 

・土地の荒廃 肥料の問題

。戦後イゾドシナ半島の大きな~
化にもう一つ重大なものがある
.L i 
民族解放運動とその後の動き i

四米の輸出港はどこか

-ラγグ{γ

-メソコ'9~

-ミ子イコやプ

五 イγドシナ半島の国4の主士会 :
情勢はどうか

・独立国と民族解放遮動

{永い線)1;1 雨量

(畑ν害事〕は気温{竿世主義 をLらべること}

(1) ラヅグーγの気候

1¥ 
/ 1 

ト〆
』

. 九
凶 N 

Ju
.o
d
u
.
0
 

5

d

3

2

 

$00 "'''' 

400 ~1f'i 

3(JO ".割

200桐明

〆QCm明10 

0・Lr-+-t' I ! I ! ! ! I J """"0 
123456守 Bq I(J /111 I 
司令 e 句 作'. .. ...φe・今勾

第 36 表

(2) 烈袴そヅース

・奏堅手帯地方に吹く季節風である

.東南アジアの風向

12月-1月北東モゾスーゾ

3月一5月}東イ Y ド諸島…南東風
l " '" f'シナ西部…南西風
i 東部及フイ])'9ピ

9月-[[月) • -;;…北東風

6 月- 8 月南西モヅス ~ '/

(乾期の区別が蹴(日本のよう
西期 な四季がない)

(3) イγ ドγナ三閣の米の生産一一一一全耕地面積の85%(日本は46%)

1946-47年 1947-48 1948-49 [950-51 195[~52 

(430万ト γ) (480万ト ν) (510万トゾ) (ラ40万ト ν) (570万トゾ)

なお約 650万 トγ

包) 世界の米の生産

8.0% 

f庄7%

( 1トνは約7石)

(5) 世界の米の輸出

ペキス9:' 8% 

B ヰ 6%

タイ 5%

ピ Jl." 3事長

1';"1":ン7.3%
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俗) 1ヘグタ【ノレ(約l町歩)の米の収縫高

国

トン

1.14 

(2.0俵)

大体前の実験例と同じ傾向を示めしており，総合問題では話し合いを交えた

Aグループが平均した曲線を画いていた。特に考えさせられた傾向として，間

開のA群とB群とを結びつける問題でBグ.ループではA群， B群それぞれ一つ

づっ結んでいるのに対して，，A.グループでは関係のあるものをいくつも結んで

いることである。即ちプランテーシヨレ一一一フランス ・イギリス ・米作農園等

に結びつけている子どもが相当数あり，問題を総合的に把握し関係的に考えよ

うとする傾向をあらわしていた。 Bグ.ループでは個々の知識は理解したが，そ

れを関係的統一的に把握していない。従って問題の発農もまたAは関係的綜合

的でBは部分的であった。この実験例は地理的内容のもので，資料も豊富で，

作業的或は視覚的なものをたすけとしての思考がう まくできたので， “話し合

いを交えでの補説"で効果的に問題を発展させることができた。しかし，資料

も少なく抽象的に思考していかなければならない場合，例えば歴史的領域の学

習において， “社会は時代の流れにつれて進歩していることぺ“少くとも民衆

が社会をおし進めて行く原動力であったこと"等を玉虫解させ，先の見通しをも

った問題を発展させるような時は，教科書を中心に時代の流れを補説すること

が，かえってよい場合があるようである。

しかし，歴史的領域における問題発展は，必ず“教科書中心の補説"が有効

であるということではない。資料を使い討議を加えて学習進めっていくことが

できる場合は，歴史的領域においても，教科書中心はやはり観念的になって，

自分の問題が正しく発展しないのであるか

つぎに，中学二年に歴史的領減の素材を取り上げて実験した実験例が第37表

である。紙数の関係で評価の資料を娼載できないか，これについての所見を述

べてみる。
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第 3.7表

l ・ "'，.;， ""'-= 1"" 1=1 1値民地化さ.ました東洋 1<;trlfd. <::r 1 
単元 |近代建築時代|題目11西洋の近代化と議>1実験日間1.1. 27 
実験前の生徒の状態 i突験のねらいと方法|学 習 内 容
Fl官官単元官商時代グの学|イギリスはあらゆる手段をい.イギPスのイシド緩民地
習を2年A組との比較に |用いてイヅドを植民地化し| 政策
おいて教科書を中心に学 !たことを理解させるととも
習してきたので肉はよ|に，イ y ドの民家は苦しい
く湿解するが問題意識及 |生活の中で自由のためにた
び問題に対一会る考え方は|たかったこを意識とせしめ
やや観念的である。 1;る。

2.社会科の学習には一般に IAグル戸プ
興味をしっているようだ

3.組を分けての実験ははじ IDグル戸プ
めてである。

4. 'Bii時玄で西洋諸国の近代
化について学習した。

教科書中心に
補説

問題を提示そ
て話合い要点
を補説

• 16世犯外国の努カをお
しのけてイ':/1-"を支配
する

・産業革命後イ γ ドの産
業を圧迫して随民地と
する。

・セポイの反乱後ィνド
を統治する。

2.イγ ド民衆のたたかい

. -e-~イの反舌しを模機と
じてイヅ ド民衆は自由
を求めて皮英に立上っ
た。

フ. . 
フB. グル

-宗教の分裂
・封建支配層の保護

5.今まで学習した日本の歴史で民衆は・・
圧迫を加えれば加えるほど生活を守
るために叉自由を求めて権力者に反
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I.前時まで学習した西洋の動き特に産業
革命によりまを木主義の発達が東洋にど
んな影響を与いたか。

・西洋諸国の東洋進出
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法 15.そのようなイギPスの政策に対してイ
γ ド民衆はどうしたが。

指名読ーセポイの反古L. 

・セポイの反乱¥イギPスの圧
.各地民衆の立上がり/迫に対する自

自の求め
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i 
冨民として団結して独立運動

6.反乱緩イギリスはどのような政策をと
ったか。

指名読ーイ γド帝国

:蓄基童謡競争問外とも峨カ
・宗教の分裂/な?治

徹底した植民地化
資本主義と封建制の苦しみ

7.イγ ド民衆はどうしたか

-同民会議派の誕生
・政治，経済の地位の向上>民族運動

実

験

方

法

内容理解は大体前の実験例之同じ傾向を表わしている。問題意識について注

冒することは教科書中心の補説 (Aグループ)は大体補説した内容から自分の

強く感じたところを述べており，話し合いを交えた補説 (Bグループ)は楠説

した内容を，既習のものより得た問題の発展としてとらえ，また自分なりの問題

として意識していることである。即ちAグソレープは「イギリスがインドを植民

インド民衆がセポイの苦Lでイギリスの植民地化に反抗し

Bクツレープは同じ苦じみのインド民衆を徳川時代の農民と

セポイの乱を徳川時代の農民ー撲の発展として意識し，

地として苦しめた」

たJの意見が多く ，

その頃のイ関連させ，

では，その問題意識がどのように発展するか，おそらくAグ、ルーフ.は意識が

直綿的であり，問題の発展はうわすべりになるではないか，それに比べB グール

ープは今までの問題の発展左して意識しているだけに，自主的に問題を自分の

ものとして発援するものと予想される。

他の問題意識をねらった補説の実験事例，.こおい.ても，話し合いを交いた楠説，

が身についた意識とし，問題を発展させるに有効て胎あった。

要は生徒の身近かな問題を話し合い，その問題の要点を学習内容と関連づけ

て補説し，発展の過程にぶつかった問題を補説すれば，子どもの自主的な活動・

ンド主現在のインドとの関係において意識している。

の中に意識は高まってくることである。

“なお学習の仕方について"の意見の中で「地図をもってやれば一層はっきり

したjと述べてあることは，深く反省しなければならない言葉であろう。あの場

合，世界地図を掲げて補説したならば，子どもはもっと印象的に問題意識をも
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ったであろうし，くどくどしい捕説よりも，一見にして問題の所在を見極めたー

であろう。資料活用の重要さがこの子どもの感想、からも十分わかるのであるο

なお，実験の評価は実験直後，質問紙法や話b合いによって主として処理

したが， 果して問題発展の契機となったかどうかの分折ーとしてこれでよL、か

?とれにこたえるために， 2 年生において実験的な手法を用~、， ー単元をA組

は話し合いや資料提供等による補説を入れ， B組は教科書による楠説を取入れ

て学習計画をたてて非常に官険的で、はあったが，研次的に考察Lてみた。 (こ

の時一方A組の大きなマイナスにならないように十分注意してやった)

子どもの主体条件はほぼ等質であり， 一人の教師が両学級の社会科を担任し

ていたので学習過程 ・問題に虫ずする意識やセンスはほぼ等ししまた意識に影

響する子どもと教師との間柄も担任が閉じので変らないと5考えた。

なお， B組に対する補説の場合，教科書を中心に補諒する意義を理解させ，

あくまでも問題を発展さぜるための楠説で‘あることを十分納得させた上で実験

した。従って問題と補説の内容がきりはなされないよう計画した。

以下実暗殺結果について考察する。

第 38 表

A総務会い中心の学習
02年社会科実験 B組一教科書中心の学習>補草地のあり方にっし、ての比較研究

I'H 学年主題 生産の発達
同単元名 差是商業盛んな時代

(弓間 際

tIl農薬生産は10世記頃より耕作に牛馬が用いられ飛躍的に向上した。1-2世紀頃よ

り商業発達とと もに遂次商品f糊が却l業として作られ，農産物は商品として取扱

われるようになるc用具は原姶農業的工業より分業された工業に遂次発達し，用具

も改良されたが，依然として家族労働による生産が続けられたことを理解させる。

(2) れい従的な農民の独立への働きとともに，武士の政権に2さってきたが3 その武

家に孟って封建政治が組織され，依然として箭酷な労働にあえさf日々の食糧に悩

まされてきた。しかし農民はそれらの経験より団結することを学び， ニl二一主主等で

I常に権力に対して訴抗をつづけたことを意識させる。

同鎌倉幕府は貴族に対してき字，謎や地頭を通して権力を拡張したが，南北朝の内

苦しを転機としてP れい属状態から自ら解放した民衆が独立した農民や町人として

成長し，武主階級内の努力関係も~り，新しレ支配体制が生み出された。 即ち鎌

倉より室町幕附，そして戦国時代を遥って江戸幕附に変ったこ之を理解させる。
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村学習活動

(A 組〕 (B 組]

第ー次問題の設定一前単元 '原始農業時|第一次 A組に同じ
代'の発展として (話し合L、)

(昔話・し合L、)

・原始的な農業の仕方はどう~ってきた
か

・策族や地方家族に使われ，どのような
苦しい生活より解放されるために，ど
のようにしてたたかったか

・貴族政治による社会の仕組みがどのよ
うに~ったか

第二次時代の流れ (話し合い納税)

・豪族政治より武家政治にきりかわった
倉時代

・主主武の中興・守護大名を中心とした皇室
町時代

・安土桃山時代

-封建制度の完成した徳川崎代

.近代西洋の動き

第三次問題の研究 (グJt.-プ)

1.生産はどのように発達したか

・農業の用具ややり方

・工 業

・商業

2農民，商人はどのような生活をしてき
Tこか

3.社会の仕組みはどのようにかわったか

・封建制のしくみ

・農業と商業の関係(一大商人・地主)

第二次 (教科密機説)

1.鎌倉時代の成立

2.武士勢力の伸援

-承久の苦L

-議古襲来

・武士と農民

3.筒北朝の内苦し

・鎌倉幕府の波亡

.農村の動き

・建武の改新

・室町，"ftf府主守護大名
4.民衆の成長

・土 . . 祭

・蕗工業の発達 ‘

.東山文化

5.封建支配の確立

-戦国の君幸雄

-キリスト伝来

(話し合い)I ・信長と秀吉(刀狩，検地)第四次まとめ

6.江戸幕府の成立

・江戸幕府 (大名，武士対策，朝廷
対策，農民対策，鎖国)

7.元磁時代

.長室長の発達

.右前iJと商人
・芳純文化

8.幕府のg文京

・享保の改革
.民衆と政治の腐敗

9.近代のめばえ

・資本別生産のめばえ
.菌学と洋学

第三次 まとめ-A総第三次の問題で
(話し合い)
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(a) 今まで学習したうちで一番強〈感じたことは何ですか

・農民の苦しい生汚 (6) .] I・農民の苦しさ (6) 

・農民は年買をとられ苦しんだが，生産を|・農民は苦しいながら団結してー撲に畿
はげんだねばり強さ (6) I った
・農民はー撲でたたかったが，生活はよく|・一段や戦がたくさんあった

なかった |・農民の意志の強さ

・二震計Z喜怒併とき1ながら， I・農民は苦しいながら努力して米の収箆
ー | を多くした 任)

・農民は力を合わせて努力した 間 |・農民はどうしたらよい叫に残った

-警告経理f空会;芳お昌記号室 1・商業の著しい発達 白}

た

・生産は上ったが，農民はー撲でたたかっ
た (2)

• jl詰栄の発達がかえって農民や町人を苦し
めた (2) 

・農民は米を多くとれば，年賀を主られ商
人にねだんを下げられるので苦しんだ

・商人はねだんの上げ下げをしないで，農
民のことを考えてもいらたい

・商人が勢力をのばし，武士の力をおさえ
つけるようになった

・商業の発達による需要と供給のむじゅん

・貨幣終済となって商業は発達したが，操
業は発達しなかった

・金のために畿民に苦しんだ

・幕府の政策で身分の撃ができ，長民町人
1'1身うどきができなかった

・金さえあれば何でもできるのだが，普と
今はかわりない (2) 

-言葉が通じないのに，どうして外国と貿
易したのだろう

・鎌倉時代にー撲はなかったが，江戸時代
になぜー撲が多いのだろう

(2) 

.，米が上ったり下ったりして町人は生活
にこまった

・頼朝のところがー苔強〈感じた

.吉宗が米将軍になった頃

・新井白石ばよいことをしたのになぜや
めさせられたのだろう

・日本のためにつくした人

・将軍はなぜ年貢を安くしなかったか

.P上の頃11.貴族時代より新しい生き

.今でも身分に差があるということ任)
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-農民の生活が楽にならない点

外国の様子 (5) 

.封建制のくずれ一江戸幕府.の変り方

- 武士・農民・町人の生活の~化

・工業の発達一特に外国ではどのように発
達してきたか

・なぜ機敏をつかわないのだろう

.幕府や大名の生活

d貨幣経済が発達してきたが武士の生活は
どのように斐ってきたか，または学問及
文化はどのように発展したか

-人と人との身分の差についてくわしくし
らべる(封建制が今でも続いているがも
っとくわしくしらべる)

・民主を中心?としてしらべて今後も研究

-なぜ外国主戦争しなければならないのだ
ろう

・今後はなぜという問題ーなぜ苦しい，な
-fl"一撲，なぜこんな生活，なぜこんな政
dロ

-明治紘新について

な

動
に

の
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無答 5 I・身分の設をもっとくわしく 無答17

cA組無答 5，B組答17を見てもA組l土問題をより自覚的にとらえていると考えられ

ょう。B組はその湯その場の問題しか感じていないようだ。

(c) 学習の仕方で良かった点悪かった点をかきなさい。

@悪かった点

-グループでやると自分がやらなくても人 |・教科書をたよりすぎた，年表や参考著書
がやってくれると思うからなまける | を中心に学習したらよい

・グールプでやると真剣にやるものとやら |・教科書道りにやると考える力がなくな
ないものがいる，先生が一斉におしえた | る
時がよかった

も

で

い

い

て

分

な

ょ

っ

自

ら

ほ

と

て

や

れ

く

っ

と

や

多

も

人

で

を

を

る

な

問

問

ゃ

ん

時

疑

い

も

み

る

で

い

る

て

て

ベ
分
よ
わ
つ

く

ら
自
が
は
や

f

し
。
方

心

で

で

で

い

る

中

プ

る

プ

室
た
ベ
書

一
い

一

書

い

ら

科

ル

が

ル

図
ら
し

教

グ

人

グ

つ

の

い

が

合

他

な

題

し

'

ら

間

話

が

か

の

に

る

わ

次

緒

か

は

'

一

わ

と

と

が

く

こ

る

う

生

よ

る

や

ま

先
。
は
い
く
し

に
う
事
て
長
て

し
思
た
つ
け
つ

な
と
し
や
だ
な

で
い
究
で
題
く

プ
よ
研
プ
問
な

-
が

の

-

の
ら

ル
方
分
ル
っ
か

グ
た
自
グ
一
わ

-グループでやっている時，先生が横から
口‘を出す

-時代毎によくおしえてもらいたい

.教科書ばかりやった方がょいと思う

・字等きちんとかいてほしい，まずこ字を/
F トにうつさせる時間がほしい

-教室を移動したり p まずこ音楽がやかまし
〈てべんきょうが身に入らない

. ~;徒中心よ り先生中ら

-グループ毎にやってもまとまらない

.平〈進みすぎた自分違でやるとゆっく
り考えてよくわかる

・自習時聞はべんきょうじゃない

l グル ~7'に分れてみんなて・考えればよ
L、

-字をはっきり書いてほしい3 写す時聞
を与えてほしい
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-農民の苦しい生き方及び農民・町人 ・
武土ーとの関係がよくわかった

・色々な4例を上げて説明したこと

・一学期よりごちゃごちゃにならなかっ
た

・教科書でやったのでp わり合いによく
わかった

-問題を出し話合って，その後教科書を
中心にやったのでよかった

-余りグ、ノLープ学習をやらないのでよか
った

・一年の時p 教科書斎りにやった。二年
は話合いが多かったのでやりやすかっ
た

よL、

-先生の問題を出してそれについて話合う

.考える力協力性がつく

・表でまとめるのはよいと思う

・一学期は自分たらで問題を出して研究し
たが二学期は先生も問題を出して研究し
たがどちらもよいと思う

・自分の考えと他人の考えと比較する

・先生が黒板に書くより，自分でしらべる
万が頭に入る

・時間の始めに復習するのはよい

.一学期よりおもしろくなった

。惑かった点ではA組はグループ学習のもち方に問題を感じでいるが， B紐の方は学

習の仕方~~ち教科書を中心にしたやり方に問題を感じ自分で学習するのでなけれ

ばならないとL、う意識が強い。

。良かった点ではA組は問題を中心に自分で解決しようとL、う意識が身についている

ことを感じており， B組は問題を中心とした意識主しての意見でなしに，選解しや

すかったことを感じている。

(d)学習態度

A組 教師が教室に入って何か言舌しはじめると，大体の生徒に教締の方を見るe教

科書やノートはそのままにしている。問題を出し質問すると，手を上げるも

の3 だまっているもの何か隣りのものと諒・じ合ってし、るもの一大体労位，教

師補説の場合は約73の生徒はすぐノートするが，大体はしばら〈おえてから
ノートしはじめる。 教科書や/-1、を見る。話し合いは教師に意見をのべ

るもの，隣の者と話し合うものもあり，一見掻々しい感じ。

B組 教師が教室に入ると教科書やノートを開らきp 教師の質問に対しては一斉に

教科喜やノートをめくる。答えるものは手をゐげ，他はだまっている。補説

の場合は殆んどノ〔トしはじめる。話し合う雰囲気を作るには何か議題(問

題の外のもので生徒の興味をもつようなもの)で話し合った後でないと，話

し合いも全体のものにはならなし、。しかも予習事頃については，積極的に反

応するが問題になると上位¥15名位)しかし手を上げず，他はだまっている。

この実験においても“話し合い及びその他の手法を交えた補説"が身につい

た意識をもたせn問題を発展させていることである。 ーまた H教科書中心の補説ノ

は問題のとらえ方が観念的であるが，問題を歴史的な立場で論理的にを発展
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きせていったこ!之は， A組より筋が通っていたように考察される。 (もちろん

その補説のあり方自体り良否は度外視して)

以上の実験を通じて考察されることは，理論的・論理的に発展させる問題の

多い中学校社会科.y;とおいては，教師の補説が適時に， しかも子どもの主体的・

自発的な受け止め方に立って，行われなければならないことであ石。

従って，楕説は単に教!怖が自分の意識を優先させて，子どもの問題主きりは

なしてはならないし，またきりはなれるような行き方ではその意義を失ってし

まう。

要は子どもの問題発展の、過程の中で，教師の補説が十分生かされなければな

らないことである。 “話し合いやその他'の手法を交えた補説"と“教科書中心

の補説"との比較においても， 一応の実験により，前者iJ~身についた問題意識

をもたせ，問題を発展さるとし、う結果がでたのである。しかし，問題の質や問

題の発展過程によって，それぞれ特色があるように考えられる。 一般的に問題

意識をもたせるには“話し合L、を交えた補説"が有効であるが，抽象的な内容

の理解をとおして問題意識を高め，問題を発展させようとする場合は “教科書

を忠実に解説し必要な内容を整越してやる柿説"がより効果的であることが

あるのである。

従って，甲寧?内容にょっ下，いかなる場-C:，いかなる楠説をレなければな?

ないかは子どもの状態によって，ますこ問題の質や学習の内容によって場の構成

を考え，局草子Jに計画して指導に当らなければならないだろう。

教科書は学習の道棋であり，十分利用されなければならないが，われわれの

実験を通して言われることは，教科書にのみに頼る学習は多くの場合，決して

自手甲な問亭解決的態度を子どもに身につけさせないばかりでなく，問題を正

Lく子ども自体の生活に結びつけて自賞さぜることには難点があり，兎糞的な

知識の拾得に墜するきらいが非常に強いということである。

われわれは社袋科学習に当り問題発展の契機のために教科書を楠説する意義

を新めて考えなければならなし、。

32.4. 研究結果の所見

実験主題を第L次を “問L、か'けH による問題発展のd契機の把握，第二次を問
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題発援の契機を生かした “補説による問し、かけ"のあり方の比較研究と Jし，実

験を通して問題把握の学習過程を問題発展の契機に視点をすえて実証的な研境

を行ってきた。

子どもの解決すべき問題は生活の中にあっては複雑にからみ合っている。し

かし，それらの問題は直ちに子どもの意識の中にあるとは限らなし、。従ってそ

れらの問題を整理し，学習内容と結びつけて解決させるためにはs 問題をどの

ような方法で意識させ，発展させて僻決の方向に向かせるかとL、う学習指導法

の究明がなされなければならない。このような自賞に立ったわれわれの研究

で，どの程度ねらっているものが究明されたろうか。以 Fかんたんiこわれわれ

の所見を述べてみたい。

われわれはこれらの研究を適していろいろの経験をし，社会科学習指導に対

する眼を聞かせられた。その個々の点についてはそれぞれの個所で述べたので

h重複をさけたい。

とにかしこの実験を通』して強く感じたことは，今まで何の気なしに用いて

い'た“間L、がけ"が，微妙な関係構造としての学習の場においては，言葉一つ

でも子どもの問題意識をいろいろに左右するものだ之いうこ主である。しかも

われわれ教師は今まであまりに問題にとらわれ過ぎ， “問し、かけ"の準備や工

夫により多くの時間をかけなかったのでないかいうことである。 “子どもが活

動しない"となげき， “子どもは問題をもたない"ときめつけていたわれわれ

は，その根本的原因が実は教師自体のこのような研究不足にあったということ

を，身をもって知ることができた。社会科の問題は社会科理論にあるのでな

い。その学習指導の技術にあZJのではなかろうか。技術といっても，われわれ

は単なる小手先の業をいっているのではなく， 子どもの心理に深く根を下しだ

“学習の場"の究明であ00

要は問題を観念的でなく，子どものものとしていかに意識させるか，そのた

めには，教師の “潤いかけ"のあり方が研究なされなければならなL、。 この

“問いかけけは学習主体である子どもと教師をふくめた環境との関係的構造と

しての場の徴妙な作用と してとらえなければならなb、。

なお実験を通じて反省さeせられたことは，いかに “問いかけ"を工夫しても
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教師と子Hもとが何でもいえ待.る間柄でなければ，子どもも反応を示めさない

ということである。これは実験の分析よりもむしろ実験前の条件であろうが，

中学生時代の特徴として心理的にデリケートであり，教師の助言が子どもの意

識に大きく影響する。 従って問題発展の契機としての “問し、かけ"のあり方に

づいて教師は常にこの点に留意しなければならないであろう。

しかもこの何でも言えるような子どもになるためには，教師と子どもに距離

がありすぎてはい貯ない。子どもが“先生は自分らのことをよく知っていてく

れる"という親近感が大切である。そのためには子どもの問題を教師がよくと

らえているこ とが必要なのである。主ころで子どもが単に理念的でなぐ，具体

的に自分のものとして問題を意識するためには，教師自体が先ず子どもの当面'

している問題(意識的・無意識的に〕をはっきり具体的にとらえることが大切

である。即ち「私の父は封建的である」とし、う問題意識より「父は私の意見を

左り上げてはくれないJIなぜ母だけが休む暇なく一日中動いているのだろうJI

とL、う問題意識が “農村の生活"の問題と取組んだ場合に，より身についた意

識として問題を発展させるのではないか。このこ とを十分自賞して，教師は子

どもの問題を，このような方向でとらえることが必要となる。それがこの実験

をはじめる前に子どもの問題を主らえるための調査をした意義であったが，こ

れはこの研究を進める上に非常に役立ったのである。

つぎに問題発畏の契機を生かした補説のあり方の比較研究であるが，これに

ついてはく3.2.3.>で述べたとおりである。

とにかく， ーム般的に中学校社会科は内容がむずかしいと言われ，且また高校

受験が影響して， 教科書中心の注入的な指導が行われ易し、。そして楠説のあり

方について，教師の一人一人が真剣jにその功罪について考えている場合が少な

い。これについての資料もあまりなし、。われわれの比較実験はまだまだ未熟で

あり不完全ではゐるが，この研究の範囲でも，教科書中心の社会科学習が子ど

もをとかく受身の立場に追いやり，自分の問題として問題を積極的に追及する

態度を育てないのでないかとL、う所見がはっきり見とれたのである。補説はあ

くまでも子ども自身の積極的な問題解決活動に乗せられ，位置づけられて取扱

われなければならないのである。その方法はもちろん，時と場合によって唯一

つの方法ではないことは事実である。しかし一本調子の教師主体の補訟は，決ー
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-して子どもの問題意識を正しく生起させ，ず空しく問題を発展させないことも

事実である。われわれはこの手法と資料を乎がかりとして，さらにこの問題を

研究的?と深めていきたいと考えている。
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4.結 び

社会科における単元学習指導の実験的研究について，これまでのジグ.ザグの

足どりを述べ，まがりなりに一応得た結果の報告をして，不完全ながらこの研

究の現段階までのまとめとしたい。

社会科は本年度持びその学習指導要領を改訂発表したが，なぜこのようにた

びたびの改訂が必要であったのだろうか。この点についてはいろいろの原因が

あげられるであろう cその中の重要な要因のーっとして， i現場教師がほんと

うに理解しやすく，ほんとうにやれる社会科にしよう。今までのものでは現場

教師にわかりにくいし，指導しにくし、から改訂4しよう」ということがあったこ

五は見逃がしてならないことであり，この点に関する限り文部省は良心的であ

ったと言わなければならなし、。しかし，いかにわかりやすい学習指導要領を出

したところで，現場の教師が具体的な学習の場というものを“まとも"に見つ

めて，それから子どもの幸福を一歩一歩実現してやる手法を考え出していく態

度を身につけなければ，砂上の楼閣にも等しいものである。これはし、きおい教

師論になるが，学習指導に対する“教師の構え"というものが確立していなけ

れば何もならない。われわれ教師の“問題的な構え"の中に

いで，他人をLい、うγ"構えがないだろうか。 “まわりがどうあろうと，自分の力

で難局を切りひらいていく"としづ主体的なあり‘方が先ず要求されなければな

らないのでなかろうか。

この実験的研究は，社会科単元学習の学習指導法について，観念的にでな

く，具体的な学習の場から科学的・帰納的に問題をつきつめようとした。学習

指導に対する科学的・笑験的な究明をおいて，現在当面している現場の社会科

学習の問題は発展的に展開はしないと信じている。こうした観点から，われわ

れは現場のどこでも，だれもが取り組まれるような研究で，しかも問題の本質

に迫るような研究と ~， 、う ことを意図 して，専門的にみたら非常に程度の低い段

憎から研究に取り組んだのである。われわれの研究はまことに徴々たるもので

あり，しかも確たる結論らしい結論も出なかった。しかしわれわれはこの研究

のあり方をとおして，行詰りをきたしているように思われる社会科'単元学習指
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導の究明に，意欲的な挑戦を試みようとしたとし、う事実だけは認めてもらいた

いものである。この布院のあり方が何らかの意味で教育現場の実験的研究に参

考となるならば幸甚である。なおこの研究を通して“子どもは活動を展開する

時，必ずそこに「すきJをあらわすものである"ということを実感的にとらえ

ることができたことを付け加えたし、。おわりにわれわれの研究を子どもの問題

-解決過程に一応位置づけてみると，つぎのように示すことができょう。何らか

の参考になれば宰いである。

また研究所側として1'1:この困難な研究に多忙な中を終始全面的協力を1惜し

まなかった和納小・両川中の両実験学校及び和納・両川両地教委並びに地域の

人々に心から感謝の意を表じたい。特に商学校の英霊登な協力がなかったなら

ば，この研究報告をまとめることはできなかったであろう。

最後にこの研究報告一 「第一部社会科における単元学習指導の実験的研究J

ーの執筆に当ったものの氏名を記しておく。

・全般的な企画と研究の執筆に当った所員 日浦儀 一 郎

.実験学授の資斜をま主めて執筆した教師

和納小学校 中村秋B!~ ・ 石添徳治 ・ 小林三喜男

阿川中学校 背木繋也・ 大海陸失・渡辺昭策

なおこ‘り執筆にあたっては，結論で記した関係所員や関係教師が絶えず協力

した。.
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